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<前文>
弥生時代以後、埋葬施設 として古墳が築造 された時期 を古墳時代こ名付け、古

墳 と古墳出土品を中心 とした様 々な研究が行なわれてきた。当時代の政治的、文化的様
相を探 る目的であ ったが、一方でそれ らの基である生活様式は軽視 さ,1′ たようでもあ っ
た。今発表では当時代の生活様式 を観察す ることが唯一の 目的である。東アジア地域 と

緊密 な交流関係をもち、やや後進的だ った日本列島内で、古墳 と古墳出土品か ら当時の

生活を観察す る従来の方法には幾つかの問題があると見な している。従来の方法で得た

復元生活を重視せず、発掘 された生活遺跡か らの遺構 と遺物を中心に観察 していく。今
回は松本盆地の北端 にある借馬遺跡 を自然環境 と当時代の適応能力、当時代前後の生活
環境 などを考慮 しなが ら調査 した。

<本文 >

1.借 馬遺跡

(a)遺跡の立地

(b)住 居址

c)出 土土器

(19)弥 生後期



(2)古墳時代前期

(3)古墳時代中期

4)古墳時代後期

5)古墳時代以降

d)そ の他 の出土品

e)住居址以外の遺構

H)古 墳時代の復元生活

(a)生 産活動



各      .花

昭和  年  月  日     ‖

大町市教育委員会     `
教育長 一志 開平

発掘調査報告書『奇塞裏響馨発皆猟』の贈呈について      ヽ

時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。当市の文化財保護行政に

つきましては、常にご配慮を賜り深 く感謝申し上げます。

さて、このたび発掘調査報告書『奎裏裏響馨斎皆興.』 を発行いたしましたのご高覧

頂きたく贈塁いたします。

なお、お手数ですが、下記受領書に記名押印のうえsご返送下さいますようお

願いいします.

記

郵便番号 398 長野県大町市桜田町3887番地

大町市教育委員会 社会教育係
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大町市社地区二か所と平地区二か所の計画か所に所在する大町市理蔵文化財緊急発掘調査は昭和56年 4

月から9月末日までの間に実施された。この事業は前年度に引続き県営ほ場整備事業に伴なう発掘調査で

ありtあたかも時間的な制約の中で終了しなければならないだけに教育委員会としては極めて多忙な発掘

調査であった。

調査は大町市理蔵文化財緊急発掘調査団を編成し、長野県考古学会員篠崎健一郎氏を団長とする調査団

にお願いしてはじめられた。

発掘調査が進められる中で、社地区の前田遺跡からは7世紀より12世紀に及ぶ竪穴住居跡34、 建物址 3

のほか鉄器、ピット、土器片多数が出土し、平地区の借馬遺跡からは6世紀より11世紀に及ぶ竪穴住居跡

24、 建物址のほかピット、土器片等多数が出土された。これらは両者ともに当時の大規模な集落跡である

ことが立証された。

短期間の発掘調査であったが、地元地権者の方々、広く地域の方々からはこの事業の趣旨をよくご理解

いただき快よくご協力をたまわった。また長野県中信土地改良事務所をはじめ、地元大町市土地改良区か

らもそれぞれご賛意とご協力をいただいた。さらにまた調査の実施にあたっては終始長野県教育委員会文

化課長さんをはじめ、担当者方々にそのおりおりに適切なご指導とご援助とをたまわった。

なお現地における発掘現場では連日晴雨にかかわらずこの事業が行われたのであるが、その間市民の皆

さん、特にこの趣旨に賛同されて積極的にご参加いただいた方々、中学、高校の生徒諸君をはじめ、大勢

の方々の時間と労力を超越したまさに献身的なご協力によってこの事業の終結をみることができた。ここ

にこれらの方々、そして諸機関、関係団体のご労苦に対し深甚なる謝意を表すものである。

この調査を通してこの地方における古代の生活や集落のなりたちを知るための貴重な成果をあげること

ができた。今後これらの資料をもとに当地の古代史研究を更に深めたいと念願するものである。

この報告書の刊行にあたって、調査団各位物 こ執筆にあたった先生方、関係各位のご労苦に改めて感謝

の意を表するしだいである。

日召禾口57年 3月 25日

長野県大町市教育委員会

教 育 長 一 志 開 平



日

1。 本書は、昭和56年度に中信土地改良事務所長 と大町市教育委員会教育長 との契約に基づいて行

なわれた、県営圃場整備事業に伴なう緊急発掘調査の平地区「借馬遺跡・追分遺跡」社地区「前

田遺跡・南原遺跡」の報告書である。

2。 調査にあたっては、大町市埋蔵文化財緊急発掘調査団を編成し、同調査団に再委託をし実施さ

れた。

3.本報告書は、多くの学識経験者、市民、関係機関諸氏の協力からなったものである。特に下記

の諸氏からは、発掘調査から報告書作成にいたるまでの間それぞれの立場でご指導・助言をた

まわった。

県教育委員会文化課 関 考一指導主事 臼田武正指導主事 樋口昇一専門主事、笹沢 浩

専 門主事 百瀬長秀専門主事 土屋 積専門主事 島田哲男氏 樋口誠司氏 石上周蔵氏

宮城孝之氏

4。 調査結果については、検討会で何回か協議を重ねたが、前田遺跡の地質は土器の遺存状態を不

良にしているため観察できたかぎりを記すこととするなど、遺跡の立地条件等の相違から全体

的な統一ができず、原則として検出された遺構 。遺物の図示に重点を置いて編集 したため、各

担当者によって表現方法等に相違がある`点
は了解されたい。

5。 整理作業と原稿執筆は、関係者全員の協議によって決定し、執筆分担は文末に記した。

・ 整理接合補修作業は、篠崎健一郎、原田噴、丸山鈴加、吉沢三二子、池田和加江、寺島仁、

本村隆一を中心として、飯沢茂雄、大久保隆司が一部担当したほか、大町北高等学校社会

クラブ員、大町高等学校社会研究クラブ員の協力を得た。

・ 竪穴住居址・掘立柱建物址等の遺構は、篠崎、原田、丸山、吉沢、寺島、市川、飯沢、大

久保、木村が分担し、 トレースは池田が専ら行なった。

・ 遺物の実測・ トレース・拓本は、特に島田哲男氏の助力と指導をいただきながら、寺島、

市川、木村が分担した。

・ 遺跡の地形 0地質・環境と、石器類の石質・炭化物などの異質物は、森義直が専ら行なった。

・ 遺構測量は、荒沢進を中心に丸山、吉沢、寺島、市川、飯沢、大久保、木村が分担したほ

か、一部大町北高等学校社会クラブ員の協力を得た。

・ 写真撮影は、木村が専ら行ない、遺構関係の一部を大久保が、遺物関係を臼井が行なった。

6.本報告書の編集は、全員協議のもとに事務局で行ない、篠崎健一郎が総括した。

7。 本報告書関係の遺物・実測図等は、大町市教育委員会に保管してある。
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より)

写真 46  南 原 遺 跡 1.P2～ 8(北方より) 2.Pl～ 13(東方より) 3.P14・ 15。 19

・20(東方より)

写真 47  南 原 遺 跡 1.発 掘区内出土遺物 (1.争J片  1:1 2.3.出 土土器片 )

写真 48  前 田 遺 跡 1.近 景 (東方より) 2.近 景 (西方より) 3.近 景 (南方より)

写真 49  前 田 遺 跡 1.発 掘区近景 (70R30付近より南西へ) 2.発 掘区近景 (40C L付近よ

り南束へ
)

写真 50  前 田 遺 跡 1.1。 2号住居址 (西方より) 2.1号 住居址カマ ド  3.1号 住居

址内集石  4.5.6.7.8.9。 1・ 2号住居l■遺物出土状況(4.6.遺NQ 8 5,遺

NQ 7 7.遺 NQ 4・ 6 8.遺 No 2・ 3 9.遺 NQ 5)

写真 51  前 田 遺 跡 1.3号 住居址 (南方より) 213.4.3号 住居址遺物出土状況 (2.遺Nα10

・19 3.遺 NQ12・ 15。 16・ 17・ 18 4.遺 NQ 9。 13) 5。 4号住居址 (南方より)

6.4号 住居址礫 。遺物出土状況 (南方より)

写真 52  前 田 遺 跡 1.2.3.4.4号住居址遺物出土状況 (3.遺NQ24・ 25。 26・ 35 4.遺 NQ44045)

5.5号 住居址カマ ド (東方より) 6.7.5号 住居 l」Lカ マ ド

写真 53  前 田 遺 跡 1.6・ 7・ 809035号 住居址 (東方より) 2.6号 住居址 (南方より)

3.4.6号住居址カマ ド  5.7.6号 住居址遺物出土状況 (5.遺No64 6.台

石 )

写真 54  前 田 遺 跡 1.7号 住居址 (西方より) 2.8号 住居址 (南方より)

3.9号 住居址 (南方より) 4.9号 住居址出土台石 (遺NQH4)

写真 55  前 田 遺 跡 1.10号住居址 (南方より) 2.10号 住居址カマ ド  3.10号 住居址出

土台石  4。 11号住居址 (南方より)  5.11号 住居址カマ ド



6.7.11号 住居址遺物出土状況 (6.遺 No120。 126 7.台 石 )

写真 56  前 田 遺 跡 1.13・ 14号住居」1(束方より) 2.13・ 14号住居址 (東方より)

3.14号住居址 (北方より) 4.14号 住居歯L出 土台石

写真 57  前 田 遺 跡 1.15。 16号住居JL(西方より) 2.15号 住居址 (南方より) 3.15

号住居址出土台石  4.16号 住居址 (南方より)

写真 58  前 田 遺 跡 1.17・ 18・ 19。 20・ 21号住居址 (北方より) 2.17号 住居llL(東 方より)

3.4.17号住居址出土台石  5.18号 住居址 (南方より)

写真 59  前 田 遺 跡 1.19号住居址 (北東方より) 2.20号 住居址 (東方より) 3.21号

住居址 (北方より) 4.5.21号 住居址出土台石  6.22号 住居」1(束方

より)

写真 60  前 田 遺 跡 1.23・ 24・ 25・ 26・ 27・ 28・ 29・ 30号住居址・建物址 4(東方より)

2.23・ 24号住居址 (北方より) 3.23号 住居址カマ ド (遺NQ177)

4.24号住居址 (東方より) 5。 24号住居址出土台石

写真 61  前 田 遺 跡 1.25号住居址 (東方より) 2.3.4.5.6.7.25号住居址出土台石

8.26号住居址 (西方より)

写真 62  前 田 遺 跡 1.27号住居llL(南 方より) 2.3.27号 住居址炭化物出土状況

4.27号住居」L出土台石

写真 63  前 田 遺 跡 1.28号住居址 (西方より) 2.3.4.5.28号 住居址遺物出土状況

6.7.8.28号 住居址カマ ド

写真 64  前 田 遺 跡 1.26・ 28・ 29号住居址 (南方より) 2.30号 住居址 (南方より)

3.31号住居址 (南方より)

写真 65  前 田 遺 跡 1.32・ 33号住居址 (南方より) 2.32号 住居llL(東 方より) 3.32

号住居llL炭 化物出土状況 (東方より)

写真 66  前 田 遺 跡 1.2.32号住居址遺物・炭化物出土状況 (遺 No219・ 222) 3.32号 住居址

カマ ド  4.32号 住居址出土台石 (遺No231) 5.33号 住居址 (南方よ

り) 6.34号 住居址 (東方より) 7.34号 住居址出土台石

写真 67  前 田 遺 跡 1.35号住居llL(東 方より) 2.3.35号 住居址遺物出土状況 (遺NQ241・

242・ 245) 4.35号 住居址出土台石  5.建 物址 1(南方より)

写真 68  前 田 遺 跡 1.建 物址 2(南方より) 2.建 物址 3(東方より) 3.建 物址 4

(東方より)

写真 69  前 田 遺 跡 1.P170付 近 (南方より) 2.3.P170遺 物出土状況

写真 70  前 田 遺 跡 1.2.P89。 123  3.5.P123  4.6.P89

写真 71  前 田 遺 跡  1・ 2号住居llL出 土土器 (1:3)  3号 住居址出土土器 (1:3)

写真 72  前 田 遺 跡 4号住居址出土土器 (1:3)

写真 73  前 田 遺 跡 5号住居址出土土器 (1:3)  6号 住居址出土土器 (1:3)

写真 74  前 田 遺 跡 7号住居址出土土器 (1:3)  8号 住居址出土土器 (1:3)  9号 住

居址出土土器 (1:3)

写真 75  前 田 遺 跡 10号住居址出土土器 (1:3) 11号 住居址出土土器 (1:3) 13号 住

・刈



居址出土土器 (1:3)

写真 76  前 田 遺 跡 16号住居址出土土器 (1:3) 18号 住居址出土土器 (1:3) 19号 住

居址出土土器 (1:3) 23号 住居・班L出 土土器 (1:3)

写真 77  前 田 遺 跡 25号住居創1出土土器 (1:3) 26号 住居址出土土器底部墨書  27号住居

址出土土器 (1:3) 28号 住居址出土土器 (1:3)

写真 78  前 田 遺 跡 29号住居JL出 土土器 (1:3) 32号 住居力L出土土器 (1:3)

写真 79  前 田 遺 跡 35号住居址出土土器 (1:3) 36号 ?住居」1出土土器 (1:3) 竪穴

住居力L建物I「_以 外のピット・溝Jl出 土土器 (1:3)

写真 80  前 田 遺 跡 P170出 土土器 (1:3)

写真 81  前 田 遺 跡 鉄器 (1:2) 台石 。石皿 (1:6) 砥石・高き石 (1:3)

羽口 (1:2)

写真 82  ス ナ ッ プ
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.第 I章 調 査 状 況
´   ′

第 1節 調査に至るまで

1 大町市圃場整備関係の経過

県営圃場整備事業は、「土地改良法」に基づいて施行される大規模な農業基盤整備事業である。この事業

の目的は、大型機械の導入により農業の省力化を進め、農業経営の合理化を図ることにある。土地改良法

によれば、受益者15名、以上の申請に基づき、受益面積60ヘ クタール (60町歩)以上にわたる基盤整備事業

については、事業主体は県営によることになっているものである。

事業は昭和52年度から着手し、昭和60年度までの 9年間の計画で、大町 。平地区については、昭和52年度

と53年度に大町三日町地籍、昭和54年度から56年度にかけて平借馬地籍を中心に一部木崎地籍、昭和57年

度平稲尾地籍、昭和58年度大町上花見地籍を実施する計画である。これらの事業により対象となる面積 (主

として水田)は 132ヽ クタール、対象農家戸数は354戸 、総事業費 4億 8千 7百万円 (当 初計画)と いわれ

ている。                                          ヽ

また、大町市南部の社地区については、昭和54055年度に社閏田地籍を、昭和56年度社宮本地籍の一部、

昭和57年度社曽根原地籍、昭和58年度から60年度に宮本地籍を以って終了する計画である。

_社壕区の対象面積は189ヘ クタール、対象農家戸数は368戸 、総事業費 9億円 (当 初計画)と されている。

大町、平、社地区の全体計画では、対象面積321ヘ クタール、農家戸数722戸 総事業費13億 8千 7百万円に

達する大事業である。これらの地域では、水路や幅員4mの農道が碁盤の目のように整備され、
1水

田一区

画は、ほぼ3,000m2(3反 歩)に 区画される。

こうした事業に伴なって、かつての地形や、水田の様は一変する。大小無数にあった小せぎやあぜ道は

姿を消すことになる。

なお、事業費負担の区分は、国庫45.0%、 県費27.5%、 地元 (農家)27.5%と なっているが地元負担の

うち9.5%ほ どの市補助があるので、農家負担は18%ほ どにあたる。

、′.そ
こで、これらの事業に伴なって、開発地域内での埋蔵文化財包蔵地の緊急発掘調査が、昭和52年度の

大町三 日町地籍にある「来見原遺跡」より開始され、本年で 5年 を経過した。その間、地主等の了解も得

て、大町三 日町 。平借馬 0社宮本地区にある7遺跡 9地点の発掘調査が進められ終了した。

発掘調査には、市独自の組織が持てないので「大町市埋蔵文化財緊急発掘調査団」を組織し、同調査団

に委託して調査事業を遂行している。調査団の運営は、団長始め調査主任は地元在住の長野県考古学会員

とし、調査員は広域にわたって学識経験者を集 り当っている。

昭和52年度には来見原遺跡 (調査費500,000円 )の発掘調査を中信土地改良事務所と契約し開始した、

その後大町市教育委員会事務局体制も、社会教育係に主事が増員された事は幸いした。

昭和53年度には分水遺跡 (当 初調査費3,600,000円 )の発掘調査に着手したが、中途で予想される遺跡の範

囲にかかる地域が圃場整備対象区域から除外されたため、調査は小範囲 (調査費500,000円 )に とどめ中

、一　、
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第 1節 調査に至るまで

止 した。                       一

昭和54年度より専任の社会教育係長を迎えた新体制のなかで始まった借馬遺跡 (借馬遺跡 I当初調査費

3,780,000円 )は予想を上回る広範囲の発掘調査となり、借馬遺跡 Iでは金銭的に苦しい事態に立ち二り、

中信土地改良事務所にその実状を訴え、その解決策として調査費 (600,000円 )の増額を願えた。

そのような状況から昭和55年度に先立ち中信土地改良事務所と試掘確認調査 (調査費2,000,000円 )の契約を

し、予想される遺跡の節囲の見直しがされた。試掘確認調査の結果に基づき借馬遺跡H(調査費7,500,000

円)の発掘調査を実施したが、発掘調査が進められるなか、圃場整備事業の簡易水路が掘られた水路部分に

加え、大町建設事務所の行なう農具川河川改良工事が進むにつれてその地区からも遺構が検出されたため

追加調査 (調査費3,000,oOo円 )す ることとなった。しかもその後農具川河川改良工事が北上するにつれ、

立ち合い調査地区として協議が終了していたトチケ原遺跡の外郭部分からも遺構が検出されたため、相当

無理な日程消化の中で調査を終了させた。

昭和56年に入ると中心となる調査員が集まらず、かなり苦しい調査体制で3年 ロヘ入る平地区の借馬遺跡

Ⅲと追分遺跡の 2遺跡 (調査費3,200,000円 )と 社地区の前田遺跡と南原遺跡の2遺跡 (当初調査費3,00

0,000円 )計 4遺跡の発掘調査が開始された。そのうえ前田遺跡は、湧水地帯であるとともに粘土質の土

壌のため発掘調査は難行し当初計画を大幅に遅れることとなり、その解決策として市単独の費用 (調査費

800,000円 )を 捻出するなど書慮した年であった。しかし苦しい調査体制の中で社会教育係へ主事が増員

されたことや、発掘員として当っていた地元主婦のみなさんの3年間の豊かな経験が作業能率を高めたこ

とは幸 した。ここに、昭和52年 10月 より始まった来見原遺跡の発掘調査から、昭和54年 4月 より3年間に

わたって行なわれた借馬遺跡の発掘調査並びに、追分遺跡 。前田遺跡 。南原遺跡の発掘調査は終了し、農

業基盤整備事業 も残す ところ後 4年間とならた。

2 発掘調査委託契約

農業基盤整備事業対象地区内埋蔵文化財包蔵地の発掘調査は、「公共開発事業等に伴う埋蔵文化財包蔵地

の取扱いについて (通達)」 のなかで、事業施行に際しての協議を県教育委員会と事業施行者の間で行な

われることになっている。その結果、記録保存と決定、発掘調査が必要となった場合、事業施行者である

長野県中信土地改良事務所は、大町市教育委員会に委託して調査を実施することになっている。そのため

県教育委員会と大町市教育委員会は、中信土地改良事務所と現地協議など度重なる事務折衝の上、調査遺

跡の発掘面積 。調査費 。調査期間・調査方法等を定めた。

その後、相互の委託・受託の文書の往来があって、大町市平地区 。社地区については、つぎのような発

掘調査委託契約が締結された。
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第 I章 調査状況

1)埋 蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約書

(1)大町市社地区

昭和56年度県営ほ場整備事業社地区内における埋蔵文化財包蔵地発掘調査 (以下「発掘調査」という)

の実施に関する業務(以下「業務」という)について委託者 長野県中信土地改良事務所長 三 村 敬 一 (以下

「甲」という)と 、受託者 大町市教育委員会教育長 一 志 開 平 (以下「乙」という)と の間に、次の

とおり委託契約を締結する。

(総  則)

第 1条  乙は別紙の発掘調査実施計画書に

従って業務を実施するものとする。

2.乙は業務の実施に必要な土地所有

者等の承諾を取 りまとめるものとし、

かつ法令の規定に基づ く諸届等を甲

に代って行うものとする。

(期  間 )

第 2条  乙は昭和56年 6月 30日 までに、現

場における発掘調査を完了し、昭和

57年 3月 31日 までに業務を完了する

ものとする。

(費   用 )

第 3条  甲は業務に要する費用として、乙

に支払う金額は、金 ,2,175,000円 以

内とする。

2.前項の費用の支払方法については、

乙の業務に支障のないように、甲乙

協議して定める。

3.甲 は乙か らの費用請求に対 し、

すみやかにこれを支払 うものとす

る。

(作業の実施)          
´

第 4条  乙は業務の実施にあたっては、甲

の施行する事業の工程に支障のない

ように努めるものとする。

2.乙 は業務の実施にあたっては、作

業表示旗 を揚げ、関係者に腕章等を

着用させるものとする。

この契約締結の証として、契約書2通を作成し、

甲  松本市城西 2丁 目5番20号

、長野県中信土地改良事務所

所 長 三 村 敬 一

(作業日誌 )

第 5条  乙は発掘の実施中、作業日誌を作

製し、甲はその提示を求めることが

できるものとする。

(出 土品の取扱い)

第 6条  発掘出土品の処理については、甲

乙協議のうえ乙が甲の名において

法令の定めるところにより処理する

ものとする。

(中 間報告 )

第 7条  甲は必要のある場合は、乙に対し

て業務の進行状況について、報告を

求めるこそができるものとする。

(決算及び精算 )

第 8条  乙は業務が完了したときは、業務

に要した費用について決算を行い、

決算書を甲に提出するものとする。

2.甲は前項の決算書の提出を受けたと

きは、当該決算書に基づき、第 3条に

より約定した金額の範囲内において、

乙と協議して精算を行なうものとする。

(発掘調査報告書 )

第 9条  乙は業務が完了したときは、発掘

調査報告書を添えて、発掘調査完了

報告書を甲に提出するものとする。

(協  議 )

第10条   この契約に定めていない事項、また

契約の事項について疑義を生じた場合

は、甲乙協議して定めるものとする。

甲乙それぞれの署名押印の上、各自1通を保有する。

日召禾日56年 5月 1日

長野県大町市大字大町3,887番地

大町市教育委員会

教育長 一 志 開 平

-6-



第 1節 調査に至るまで

(2)大町市平地区

昭和56年度県営ほ場整備事業平地区内における埋蔵文化財包蔵地発掘調査 (以下「発掘調査」という)

の実施に関する業務(以下「業務」という)について委託者 長野県中信土地改良事務所長 三 村 敬 ― (以下
「甲」という)と 、受託者 大町市教育委員会教育長 一 志 開 平 (以下「乙」という)と の間に、次の

とおり委託契約を締結する。

(総  則)

第 1条  乙は別紙の発掘調査実施計画書に

従って業務を実施するものとする。

2.乙は業務の実施に必要な土地所有

者等の承諾を取 りまとめるものとし、

かつ法令の規定に基づ く諸届等を甲

に代って行うものとする。

(期  間 )

第 2条  乙は昭和56年 8月 31日 までに、現

場における発掘調査を完了し、昭和

57年 3月 31日 までに業務を完了する

ものとする。

(費  用 )

第 3条  甲は業務に要する費用として、乙

に支払う金額は、金 2,320,000円 以

内とする。

2.前項の費用の支払方法については、

乙の業務に支障のないように、甲乙

協議して定める。

3.甲 は乙か らの費用請求に対 し、

すみやかにこれを支払 うものとす

る。

(作業の実施 )

第 4条  乙は業務にあたっては、甲の施行

する事業の工程に支障のないように

努めるものとする。

2.乙は業努の実施にあたっては、作

業表示旗を揚げ、関係者に腕章等を

着用させるものとする。

この契約締結の証として、契約書 2通 を作成し、

松本市城西 2丁 目5番20号

長野県中信土地改良事務所

所 長  三 村 敬 一

(作業 日志 )

第 5条  乙は発掘の実施中、作業 日誌を作

製し、甲はその提示を求めることが

できるものとする。

(出 土品の取扱い )

第 6条  発掘出土品の処理については、甲

乙協議のうえ、乙が甲の名において

法令の定めるところにより処理する

ものとする。

(中 間報告 )

第 7条  甲は必要のある場合は、乙に対 し

て業務の進行状況について、報告を求

めることができるものとする。

(決算及び精算 )

第 8条  乙は業務が完了したときは、業務

に要 した費用について決算を行ない
,

決算書を甲に提出するものとする。

2.甲は前項の決算書の提出を受けたと

きは、当該決算書に基づき、第 3条に

より約定した金額の範囲内において、

乙と協議して精算を行なうものとする。

(発掘調査報告書 )

第 9条   乙は業務が完了したときは、発掘

調査報告書を添えて、発掘調査完了

報告書を甲に提出するものとする。

(協  議 )

第10条   この契約に定めていない事項、また

契約の事項について疑義を生じた場合

は、甲乙協議して定めるものとする。

甲乙それぞれ署名押印の上、各自 1通を保有する。

日召禾日56年 5月 1日

長野県大町市大字大町3,887番地
大町市教育委員会

教育長 一 志 開 平

乙
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第 I章 調査状況

大町市埋蔵文化財緊急発掘調査団

大町市教育委員会では、直接発掘する組織を持っていないので、大町市内の埋蔵文化財包蔵地に関係す

る、各種調査等も処理するため「大町市埋蔵文化財緊急発掘調査団」を結成し、同調査団に再委託し発掘

調査に当ってきた。大町市内における埋蔵文化財包蔵地の発掘調査等は、発掘調査遺跡名を用い、遺跡ご

とに調査団を組織し発掘調査に当ってきたが、本年度より遺跡の名称が異なる複数の発掘調査が進められる

ため、昭和54年度より発掘調査を開始した借馬遺跡緊急発掘調査団の組織をその体制1の ままで名称の変更

を行ない、上記調査団とした。

このことから、昭和54055年度調査体制を合わせてここに載せることとした。

(1)大町市埋蔵文化財緊急発掘調査団員名簿 (役職の次の算用数字は在職時年数 )

2)

団  長

調査主任

調 査 員

調査補助員

田中 保男

日下 久夫

春 日今朝男

篠崎健一郎

原田  噴

森  義直

荒井和比古

平林 潤郎

荒沢  進

宮野 典夫

黒岩かおる

池田和加恵

寺鳴  仁

横沢  茂

西沢 宗夫

小 日向吉光

大久保隆司

事 務 局

なお、現地での発掘調査及び整理作業等にあたっては、

協力があった。 (順不同 役職等略 )

(長 野県考古学会々員 )

(長野県考古学会々員 )

(大町高等学校教諭 )

(奮冨軍彗後製弱
査員

)

(松川村教育委員会 )

(杏
町
勇
社
禽
教
暮
委員

)

(大町山岳博物館学芸員 )

(専修大学学生 )

(大町市教育委員会教育長 )

(教育委員会教育次長 )

(軽基蓑暑倉贅
育次長

)

(社会教育係主事 )

臼井  潤 (交需要兼摯雑巽黛
員
)54～ 56

松倉  豊 (白 馬北小学校教諭) 54055

倉科 和夫 (松川中学校教諭)   54

三根生 茂 (山光測合)     55

清野  勉 (大町高等学校教諭)  56

丸山 鈴加           55056

吉沢三二子            56

市川 隆之 (明 治大学学生)   56

-志 開平 (大町市教育委員会教育長)56

林   功 (教育委員会教育次長)55・ 56

飯沢 茂雄 (社会教育係長)   55・ 56

木村 隆一 (社会教育係社会教育主事)54γ 56

下記の教育委員会事務局内職員並びに関係者の

54～ 56

54-56

54^-56

54・ 55

54・ 55

54-56

54

54

56

56

54・ 55

54

56
54

56

伊東

倉科

寺島

郎
　
子
　
美

四
　
綾
　
皆

荒井  要  遠山 則政

藤山幸一郎  丸山 雅弘

小 日向とみ子 武田 栄子

西沢  要  合津今朝吉

川上 元安  塚田 良子

宮沢 泰三  降旗美由紀

降旗 正光

相沢 文人

矢口 三男
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第 2節 発掘調査の実施 と経過

第 2節 発掘調査の実施 と経過

調査の経過 (表 1)

大町市内平地区 。社地区内の 4遺跡の発掘調査は、大町市教育委員会より委託を受けた調査団の、団長

・調査主任 。調査員 。調査補助員が中心となり、現地作業は教育委員会の募集に応募された発掘作業員の

方々と共に4月 当初の準備期間を経て4月 5日 の南原遺跡の発掘調査に始まり、10月 3日 の借馬遺跡をも

って終了した。その経過については次の項にくわしいが、当初計画では立 ち合い調査地区となっていた

前田遺跡では、試掘調査の結果予想を上回る遺跡の規模であることが判明し、発掘調査に入ったが、湧水

と粘土質の土壌のため発掘調査は難行し、当初計画を大幅に変更せざるをえなかった。し々 もヽ、金銭的、

時間的制約の中で行なわれる発掘調査ではあるが、できるか ざり広範囲でかつ精度の高い調査に心がけ進

められ、実働 日数 139日 、のべ協力者 805名 、発掘面積9,700m2に 及んだ。

表 1 調査の経過一覧

遺 跡 名 地 目

圃 場 整 備

対象区域面積

査

積

調

面

掘

定

発

予

実 発掘調 査

面 積

発 掘 調 査 期 間 (月 )

8 10 11--3

社

地

区

南 原 遺 跡 水 田

m2

1,890,000

m2

500

m2

500
３７
ロ

遺
物
整
理

・
報
告
書
作
成

前 田遺 跡 水 田 立ち合い調査 4,000
７

．
２４
・

平

地

区

追 分 遺 跡 水 田

1,446,000

2,400
３７
・

借 馬遺 跡 水田 380 2,800
４
一

３
一

計 1,050 9,700
３
一

2 発掘調査 日誌

1)南原遺跡

4月 3日  南原遺跡の現地確認と踏査、仮のBMの設定、

メッシの杭打ち作業開始。

4月 4日  作業用倉庫、工具、記録用具の運搬と設置。

4月 5日  東西40m南北30mの 発掘区の表土除去作業と遺

構の検出作業を行なう。その結果数ヶ所ピット
S

を確認。

4月 6日  数点の遺物を採取する。その後、ビットの掘 り

下げ、断面図、平面図等実測、記録写真を撮影

し南原遺跡の調査を終了する。

2)前田遺跡

4月 5日  前田遺跡の現地確認と踏査、試掘確認調査を行

ない、土師器・須恵器等の遺物を採取。数ヶ所

に遺構の存在も確認する。

4月 7日  表土除去作業を開始する。途中雨天などで作業

が停滞するとともに、遺跡の立地が急斜面なた

s   めや、浸水地帯が多く、作業が難行するなか、

可能な範囲を拡張する。予想を上まわる竪穴住

4月 30日  居址、ピット等の遺構が検出される。
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S

月18日

月19日

∫

5月 30日

5月 31日

S

6月 10日

6月 11日

∫

6月 25日

6月 26日

第 I章 調査状況

5月 1日 竪穴住居址の調査を始める。重複関係のある竪

穴住居址が多いため、単独の 5号住居l」Lよ り掘

り始める。

5月 3日  作業員の一人が突風により飛ばされた波トタン

によリケガをし入院するという事故が起き、作

業員の集まらなJヽ 現場でもある事から、苦慮す

5月 4日

る。

竪穴住居址の掘 り下げと、記録 。実測 。写真撮

影等の作業を進める。この間、 1号 。2号 。3

号・ 5号住居址の調査を終了する。周辺の水田

に水がかけられ、水位が上がったため発掘区内

・
にも水が入り、調査が不可能な状態となり始め

る。

竪穴住居址の掘 り下げに合せ床下などにビット

が確認され、柱穴群が検出し始める。中に掘立

柱建物址になるものがあり、竪穴住居址の掘 り

下げに合せて、掘立柱建物址の調査にはいる。

この間に、建物址 1・ 4号 。11号 。12号 。13号

。14号 。15号 。16号住居址の調査を終了する。

市民対象の現地説明会を開催、市民約40名 が参

加 したほか、中央道遺跡調査会より、百瀬・島

田 。樋口氏らが現地を訪ずれる。

発掘調査が進行するにつれて、建物址の数も増

える。この間に 8号 。9号 。10号 。17号 。18号

。19号 。20号 。21号・24号住居址、建物址 2の

調査を終了する。

発掘区内に浸透してきた水も、ある程度一定量

となり安定してくる。この間に、 6号 。22号 。

23号・25号 ・28号 ・30号住居址の調査を終了す

る。

中央道遺跡調査会、樋口調査団長始め10名 程の

調査員が現地を訪ずれる。

6月 1日

6月 27日  雨天が続き、土器洗いを並行 して始める。この

S   間に26号・27号 。29号 。31号住居址、建物址 4

6月 30日  の調査を終了する。

7月 1日  墓墳と思われるピットが検出される。黒色土器

の杯 6  耳皿 1 土師器の小形甕 1 杯 2

が出土する。

7月 2日  竪穴住居址の数も残 りわずかになる。この間に

2回 目の中央道遺跡調査会のメンパーが現地を
S

訪ずれる。調査の終了した竪穴住居址は 7号 。

日 26号 。30号 。32号 。33号 建物址 3と なる。

日 遺構の掘 り下げはほぼ終了し、現地で図面の整

理、遺物整理並びに土器洗い、全景写真等の撮
S

影 を行なう。

7月 24日  前田遺跡での総ての調査 を終了する。

3)追分遺跡 。借馬遺跡

8月 4日 追分遺跡 。借馬遺跡の現地確認と踏査、作業用

倉庫・工具 。記録用具の運搬と設置。表土除去

作業を始める。

8月 5日  表土除去作業を進行させるが、遺構等は検出で

きず、午後になって数ヶ所ピットを確認する。

発掘区内の表土除去作業を終了し、重機を借馬

遺跡の方へ移動させる。竪穴住居址 4ヶ 所検出

する。

8月 6日  借馬遺跡での表土除去作業進行に合せて、追分

遺跡のビットの掘 り下げ、断面図・平面図の作

成、記録写真の撮影を行ない、追分遺跡での調

査の総てを終了する。遺物の出土は一点もみら

れなかった。

借馬遺跡の表土除去作業が終了する。

借馬遺跡での発掘調査は、 3年 目を迎え、作業

員も調査になれており、順調に調査が進行する。

この間に61号・62号 。64号・67号住居址の調査

を終了する。

調査が進行するにつれて、柱穴群の中に掘立柱

建物址になるものがあり、竪穴住居址にあわせ

て掘立柱建物址の調査も合せて行なう。この間

に65号 ・66号 ・70号・77号・78号・79号住居址

建物址29。 32の調査を終了する。

今までに建物址の中央部分の柱穴のあるものは

借馬遺跡 IoⅡ ではみられなかったが、2ヶ所より

高床式の倉庫らしいものが検出され、調査に入

る。この間に68号・69号 ・74号住居址と建物址

30・ 31の調査が終了する。

建物l■32の調査を進行させるのに合せ、建物址

32が庇付きの建物址である事が確認される。昨

年度のものより大規模で柱列も整っており、昨

年検出の建物址も庇付きのものであることに確

信を得る。この間に一部図面の整理を残し調査を

終了したものは、63号 。71号 。72号 ・73号 。75

号・76号・80号 。81号・82号・83号住居址、建

物址33・ 34・ 35。 36と なる。

現地での図面整理・写真撮影・遺物整理等の残

務作業を行ない、並行して土器洗いを進める。

借馬遺跡での総ての調査を終了する。

前田遺跡より遺物の注記と、土器の接合と補修

作業を行なう。借馬遺跡は注記作業のみ。

借馬遺跡の注記作業も終了し、土器の接合と補

修作業を行なう。実測図・写真 。遺物カー ドを

中心として整理をはじめる。

12月 ～  借馬 。前田遺跡の遺物の実測 。一覧表の作成 。

2月 写真撮影を行ない、原稿執筆作業に入る。

3月   残務整理と、原稿 。図 。写真等割付けを行ない

印刷に回し、本年度事業の実積報告を提出し総

ての事業を終了する。

8月 7日

8月 8日

S

8月 15日

8月 16日

S

8月 31日

9月 1日

S

9月 15日

9月 16日

9月 28日

9月 29日

10月 3日

10月

11月

月

月
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第 2節 発掘調査の実施 と経過

3 発掘調査・整理作業協 力者

発掘作業には、地元の主婦のみなさんをはじめ、市民の多くの方々や、高校生の皆さんなどの協力をい

ただいた。この事業はこうした皆さんの熱心なご協力に負うところが大きい。(順不同 敬称略 )

平地区緊急発掘調査

伊藤 真治  海川 春江  伝刀 幸子  伝刀 峯子  伝刀かよ子  下田 大樹  大田 哲夫

伝刀 兼一  海川 良子  西沢 桐恵

社地区緊急発掘調査

伊藤 真治  横沢 永子  横沢 愛子  横川 晶子  平林なお子  鈴木 元美  原 千代子

中島具佐子  矢ローニ三  矢口 恒夫  矢口 通利  西沢 桐恵  原田 恵美  飯島 郁生

猪又ユ ミ子  猪又 一弘  横沢雄一郎  牛越 喜雄  遠藤 陽子  山岸 弥生  松井 恒雄

矢口3、 さ子  平林さち子  榛葉 秀範  榛葉 順子

大町北高等学校社会科クラブ

国村ゆかり  小林 宏子  松沢 美加  小林久美子  吉田 敬子  両川 幸子  傘木紀久子

宮田香穂里  大田千恵美  大厩真亀子  岸川恵美子  大久保美代子 津滝たか子  山岸  禎

大町高等学校社会科研究クラブ

山岸 洋一  日井 邦彦  横沢 三男  大西 元晴  田中 秀明  降旗 徹馬  丸山  環

大西 一代  牛越 みき  丸山 史子  中村 暁子  丸山 京子  中島 啓介  小野沢 毅

三枝 直子  上野 美秋  石田 弘美  笠井しのぶ  降旗ゆかり  西尾 真美  三沢 義春

北原  誠  宮田 斉昭  林  征弥  勝野  学  稲田 諭司

4。 関係地主

圃場整備対象地区にある遺跡の範囲内に、土地を所有しておられた地主のみなさんには、事業の主旨

をご理解いただき快くご協力をいただいた。ご芳名を記し厚 くお礼を申しあげる。(順不同、敬称略 )

平地区関係地主

渡辺 文一  平林  忍  遠藤 大八  佐藤 武文  西沢  修

社地区関係地主

横沢 文彦  横沢 啓夫  原   浩  横沢  正  横沢 武夫  鈴木 忠博  矢口省一郎
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第 I章 調査状況

第 3節 発掘調査 と整理の方法

1 発掘区の設定

大町市では、市内埋蔵文化財包蔵地の分布調査が行なわれていないため、遺跡の範囲を知るために、ほ

とんどの場合事前に市単独の調査費により試掘確認調査を実施し、遺跡の範囲を限定しなければならない。

そこで、
`昭

和56年度農業基盤整備事業に先立ち、過去に遺物の出土地点等を記した若千の資料を基に、

平地区においては昭和55年 11月 に試掘確認調査 (調査費 100,000円 )を 実施した。また社地区においては

南原遺跡は段丘の末端部分であることや、小規模な面積であることから、対象地区全域を発掘調査するこ

ととし、前田遺跡は急斜面な立地条件で、現在の集落の下に遺跡の中心部があると予想されたので、農業

基盤整備事業が始まった時点で立ち合い調査を行なうこととした。

1)大 町市平地区

平地区の発掘は 5年 目を迎えており中でも、借馬遺跡は過去 2年間にわたり発掘調査が進められてきた

ので、資料も蓄積されており遺構の検出が予想される土層が明らかとなっていたことから、昭和56年度の

農業基盤整備対象地区内を磁北線を基準として10mの方眼に区切 り、南東スミに一ヶ所を原則として、検

土杖により土壌調査を行ない、 遺構検出が期待できる土層の地区を選定した。その後、選定した地区の

10mttI長 につき、各方眼ごとに4m2の表土を除去し遺構検出を行ない、 借馬遺跡は東西60m南JL80mの区域を

発掘区として設定した。また追分遺跡も国道148号線をはさみ対位するため、本来は借馬遺跡の一部として考

えられたので、借馬遺跡と同様に試掘調査を行なった。その結果遺構の検出は見られなかったが中近世に

属すると思われる土器片が数点出土したことから、その地点を中心に東西60m南北50mの区域を発掘区と

~~F‐へヽ[■
:iル……牌貿Ψ ‐ 礁

3‐

図 3 平地区試掘確認調査区割図   (1:5,000)

して設定 した。
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第3節 発IFH調 査と整理の方法

大町市社地区

社地区における発掘調査は始めてのこころみであり、遺物出土地点の若千の資料があるものの、遺跡の

範囲を知るためには参考とならなかった。しかし、南原遺跡は遺跡範囲の一部分が農業基盤整備事業にか

かることから、小規模な対象面積となったため東西30m南北30mの全面を発掘区として設定した。

また、前田遺跡は急斜面な立地条件となるため若千の遺物出土地点が確認されているものの、農業基盤

整備事業は遺跡の範囲の外郭部分である事が予想されたため、当初計画の中では立ち合い調査として協議

が終了していた。ところが南原遺跡の発掘が当初計画より大幅に短縮されたため、昭和56年 4月 に入り前

田遺跡の試掘確認調査を試みた結果、遺物が多数出土するとともに数ヶ所に遺構が検出された。このため

に急遠調査団会議を開催し発掘調査を実施する方向で意見の同意が求められ、その後、発掘区の設定を行

なった。しかし急斜面な立地条件に加えて、現在の集落より約100mほ ど南下すると湧水がみられ、試掘

穴も短時間に満水になってしまうことから、東西50m南北80mの区域だけが側溝を掘るなどすれば発掘調

査が可能ではないかとの調査団会議の方向付けから、同地区を発掘区と設定した。

2 発掘調査 の方法

農業基盤整備事業による緊急発掘調査では、ほとんどの遺跡が全面破壊からのがれられないため、工事

着工前に記録保存を目的として行なうものであり、できるかぎり精密な記録化が望まれた。しかし、契約

段階においては、遺跡の範囲の10分の 1を 調査予定面積として トレンチ方式により試掘を行ない調査予定

地区内の遺跡の広がりに合せて発掘区を広げてゆく計画であつたが、その後市独自で行なった試掘確認調

査の結果により、ほぼ遺跡の範囲が限定されたことから発掘調査団により再度検討を重ね、契約範囲内で

の農業基盤整備事業にかかる遺跡の範囲内の全面発掘をめざすこととした。しかし、この全面発掘につい

ては平地区 。社地区という大町市内でも両端部分に位置し遠距離となるとともに、両地区内におのおの 2

遺跡があり調査員等が移動するだけでも困難な実状にあった。さらに、時間的・金銭的制約や、調査員 。

発掘員の不足などの事情から、機械力により表土争Jぎ作業を表土下-20～ 50Cm前 後まで実施した。

遺構の検出作業は従来通 りの方法でジョレンにより上土を削り検出に努めている。遺構についてはでき

るかざり断面図を作成した。土壊・集石土渡等は 2分割を原則としたが、必要に応じて多分割による立ち

割 りをおこなった。遺物を持つ土墳の一部については、見通し図をとった。住居址の調査は平面観察以外

に土層観察を重視し、重複関係を明らかにした。従って住居址中央に幅50Cm～ lmの トレンチを入れ、土

層観察および床面の状況を一部確認しながら、次第に全面発掘に切 り替えていった。掘立柱建物址につい

ては、平面観察により柱痕跡の確認につとめた。平面観察により柱痕跡の確認できないものについては約

10cm土壊内を掘 り下げ柱痕跡の確認につとめ、それでも確認できなかったものについては 2分割を原則と

して立ち割 りをおこなった。遺物の出土状態の記録はすべての遺構ごとにおこない、原則として住居址内

より出土した遺物については分層された層位ごとにまとめ取 り上げをおこない。床面直 卜のものと、定型・

半完型または計測復原が可能な遺物については必要に応じて実測図とし、一部スタジア測量により点

で記録 した。測量は遣方実測 とオフセット測量とを併用した。基準点は各遺跡においてそれぞれ設定

し、発掘区域内を磁北を基準として10m間 隔の方l長に地区割 りを行ない、それに基づき測量した。遺構実

測図にあたっては、遺物の出土状況や集石 。炭化物などを記録するものと各遺構全体を記録するものとに

分け、必要に応じて部分的な実測図の作成をおこない、遺構の実測図は20分の 1、 カマ ド実測図や遺物の

2)
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第 3節 発掘調査 と整理の方法

整理の方法

遺構実測図等の整理方法は発掘調査時において、あらかじめ設定した測量杭に基づき、 l mm方 眼 (B3)

の実測用紙を用いて、遺構ごとに作成した実測図をトレースしたものを4分の 1に 縮小して、竪穴住居址・

掘立柱建物址等は80分の 1、 カマ ド部分 。遺物の集中して出土した部分は40分の 1に して報告書の図版と

した。平面実測図と土層図は発掘調査時に合せて作成したが、断面図の一部は発掘後に作成したものであ

る。遺構の全体図は、各実測図を縮小コピーにより100分の 1の第 2原図を作成しトレースしたものを、

報告書の頁に合わせて縮小し図版に用いている。

遺物の整理方法は、手順として、洗浄――遺構・出土地′点・層位・発掘時の取り上げ番号などの記入=
一分類――接合補修一一実測 (図化)一―着色一―写真一一一覧表作成という順序で原則として行なった。

基本的には遺物で実測可能なものはできるかざり図化するよう努め、土器類の実測図は縮小コピーを用い

て 2分の 1の第 2原図を作成、石器類や鉄器類は原図のまま第2原図を作成した。その後図版のレイアウト

を行ないトレースした図を原則として報告書の頁に合せて 2分の 1に 縮小したものを図版として用いた。
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第H章 大町市の概況

第Ⅱ章 大町市の概況

第 1節 大町市の環境

この地方が、わが国の歴史の上に現われるようになったのは約900年前、伊勢の皇太神宮御領 としての、

仁科御厨が設定されてからである。早 くからこの地方に定着 していた仁科氏は、この御厨を預 って神宮へ

の神役を果 していたことから、ようや く勢力を得、さらに進んで、大町 。平・常盤の開発にも力を用いて、

これを皇室御領仁科庄 とし、みずからはこれをも預って支配するようになった。

当初は、社の館の内に居館 し、平地区の森城を固めていたのであるが、鎌倉時代に入ってから大町に居

館を移 して広 く糸魚川方面にまで勢力を張るにいたった。この地方が仁科 と呼ばれるようになったのはこ

のような歴史的事情があってのことである。仁科氏は、早 くから京都や伊勢 と深いつなが りをもっていた

関係で、先方の進んだ文化をとり入れてこの地方の開発に意をそそぎ、また、仁科神明宮本殿及び中間

(国宝)等のす ぐれた文化財をのこしている。しかし今から約400年 前戦国時代の終り近 くにいたって武田

信玄のためその家系を絶っている。信玄は、その子盛信をつかわしてその名跡をつがせたが、天正 9年、

高遠城に去ってからまもなく松本城 を管轄 した小笠原氏の勢力下に入ることになり、この地方の支配関

係に一大変革をきたすこととなったのである。その後、江戸時代になってからは、歴代松本藩主の最 も有

力な領域 として明治維新に及んで北安曇地域には大町・池田・松川の 3組 を置いて治めていた。大町市域

では、大町平 (大町及び平地区1lヵ 村)と 八郷 (社区 8ヵ 村)と が大町組に、常盤地区 5ヵ 村が松川組に、

山ノ寺村が池田組に属 していた。仁科氏が領有 していた年時から、この地域は北方、日本海岸の北陸道ぞ

いの糸魚川方面 と、南方、松本方面 とを結ぶ千国道 (後の糸魚川街道)に 通 じてお り、海産物をはじめ多

くの物資が流通 していたのであるが、江戸時代に入っては、信州における最 も重要な経済的交通路の一つ

として重視されるようになり、それらの物資や付近から多く産出した麻類その他の集散地であった大町は、

かっての城下町的性格 を基盤 として商業都市 として栄えるにいたったのである。明治維新後大町市域は、

一時松本県に属 したが明治 4年筑摩県の成立するに及んでその管下に入 り、同 9年筑摩県が長野県の管下

に移ることとなった。明治 8年村々の合併の議が進み大町地区の 2ヵ 村を大町村、社地区の 9ヵ 村を社村、

平地区の 9ヵ 村を平村、常盤地区の 5ヵ村を常盤村 とした。同22年町村制が実施され、その後多少の推移を

経て昭和29年 7月 1日 にいたって町村合併促進法により、 1町 3村の間に合併の議が成立し大町市が誕生 した。

大町市のある長野県北西部は、西にフォッサマグナの西線、糸魚川―静岡構造線上に発展 した飛騨山脈

の槍 ヶ岳 (3,179m)・ 燕岳 (2,763m)、 北部のいわゆる後立山連峰一蓮華岳 (2,799m)爺 ヶ岳 (2,

670m)・ 鹿島槍ヶ岳 (2,890m)・ 五龍岳 (2,814m)な ど3,000m級の山々が屏風のようにそそり立ち、大

町市街のある松本盆地北端の平地を隔てて、東には大峰山地、鷹狩山 (1,149m)な どの中山山地が地塁

の如 き様相を呈 している。この東西の山地に狭まれて、南北に平坦地が伸びている。その大部分は、西山

からの扇状地によって形成されてお り、南から神明原乳川扇状地、高瀬川扇状地、鹿島川扇状地が続いて

いて、大町市街地及び大町・平地区は、高瀬川・鹿島川の複合扇状地の扇央部に発達する。常盤地区は高
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第 1節 大町市の環境

瀬川の氾濫原及び神明原乳川扇状地上に立地 し、社地区は東山山麓の段丘地形上に占地する。一方、平地

区北部は、後立山連峰の前面に南北に伸びる仁科山地 (小熊山 1,079mな ど)と 東山との間にできた地構

湖 (断層湖)た る仁科三湖一木崎湖 (最大水深29m)。 中綱湖 (12m)。 青木湖 (62m)一 の周辺の山狭

な地域に集落が散在する。

大町市の地形的特徴で地域を大別 してみると、以下の如 くである。

① 西部山岳地帯

② 西部山麓地帯一常盤清水から平鹿島にかけての地域

③ 中部平坦地一常盤沓掛から平木崎にかけての地域

④ 東山山麓地帯及び段丘地帯一社宮本から大町三日町にかけての地域

⑤ 東部低山地帯一中山山地・大峰山地

⑥ 北部山間地帯一平稲尾から白浜。薮沢にかけての地域

これらの地形的特徴が、遺跡や集落の立地や時代的な分布に大きな影響を与えていることは申すまでも

ないであろう。

これらの地域を、概 して北から南へ河川が流れる。いずれも北アルプスの峰々に源を発する、鹿島川・篭

川は、野口付近で高瀬川と落合い、さらに青島付近で、青木湖北佐野坂山 (887m)を 姫川との分水嶺 として、

仁科三湖を源 とする農具川が合流し、明科町押野崎付近で犀川に流れ込む。農具川は鹿島川扇状地末端部、

東山山麓を流れ、沿岸には低湿地をつ くるが、高瀬川は、急峻な西山から流れ出し、上流部の河川の姿を

明瞭に表わしている。なお、この高瀬川の豊富な水量が注目され、高瀬ダム・七倉ダム 。大町ダム等が建

造され、電力開発が進みつつある。また、豊富な電源は大町市の工業・産業の発達にも一役買っている。

大町市の位置は、内陸部から海浜部へ出る時、必ず通らなければならない交通上の重要な地点であり、

その重要性は古代までさか上る可能性 もある。そして現在も国鉄大糸線、国道147・ 148号 線が通 じてい

るように、その重要性は変わ りない。この交通条件に、豊かな自然環境が結びついて、観光が新 しい産業

として発展 しつつあり、今後も発達が期待されている。
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第H章 大町市の概況

第 2節 大町市の遺跡

大町は、古代・中世の伊勢神宮領である仁科御厨と皇室にゆかりある荘園の仁科庄で古くから知られた

地である。さらにさかのぼれば、青木湖周辺に分布するクマンバ遺跡で代表される旧石器時代の遺跡から

始まり、環状列石で知られる縄文前期の上原遺跡など数多くの遺跡をみることができる。しかし、それに

反して長野県下では最も考古学的調査に立ち遅れた地域であり、今後の分布調査など詳細な調査研究が期

待されるところである。

このような状況の中で、長野県中信土地改良事務所により施行された、平 。社地区の圃場整備事業が、

仁科三湖から平地区を通 り南流する農具川流域の遺跡と、社地区の段丘上に数多く分布する遺跡地帯にか

かるため、次のように緊急発掘調査がなされた。

昭和52年度―一平地区一――来見原 (28-6-1)     表 2 大町市内時代別遺跡数一覧

昭和53年度――平地区―一―分水  (性格不明て燃消)

昭和54年度―一平地区一一―借馬 I(18-8-1)

借馬  (18-8-1試掘調査)

昭和55年度―一平地区一一―借馬H(18-8-1)

トチガ原

(18-4-4立 ち合い調査)

昭和56年度―― 平地区一一一借馬Ⅲ (18-8-1)

社地区一一―追分  (18-6-1)

前田  (44-4-2)

南原  (44-1-1)

これらの 7遺跡を地域区分すると、平地区の遺跡 として、来

見原 。分水・借馬・ トチガ原・追分の 5遺跡、社地区の遺跡 と

して、前田 。南原の 2遺跡がある。付近にはまだ未調査遺跡が

点々と連続している。

大町市の遺跡数は表 Iに 示 してあるが、表にみられる如 く、

縄文・52、 弥生・ 6、 古墳・奈良・平安 。11、 古墳 。14、 中近

世・22、 時期不詳・ 4、 の順になっていて、やはり、縄文時代

の遺跡が多数を占めている。縄文時代でも中期が多いことは、

中部高地でごく普通にみられる現象であるが、それにもまして.

前期遺跡の占める割合が大 きいというのは、この大町・北安曇

地方の特徴であると考えられる。また、早期の遺跡は、少ない

ながらも遺跡立地を考える上で貴重な存在である。ここで、大  ()内数は複合しているものを記載している

町市内を平・大町 。社・常盤の各地区に分け比較すると、平地

区では、青木 。中綱 。木崎の仁科三湖周辺には縄文時代の遺跡が圧倒的多数を占めており、仁科三湖から

流れ出し、鹿島川扇状地の東端を南流する農具川の両岸には古墳時代から平安時代にかけての遺跡が多く

みられる。また、今まで平地区で弥生時代の遺跡がほとんど見られなかったが、昭和54年 より調査の 始

―-18-―

(昭和54年 3月 現在 )

時 代 遺跡数 計

縄

文

時

代

草 創 期

521131

期早

期一則

期中 lπ4)

期後 3(3)

期晩

明不

弥

生

時

代

期一別 0

6(5)
期中

期後

明不

平
安
時
代

古
墳

。
奈
良

・

土 師 器

1l1221須 恵 器
ハ
リ

灰 釉 陶 器

古 墳 14

中

近

世

ulL・ 居館址 14

社 寺 址

時 期 不 詳 4 4

合 計



第 2節 大町市の遺跡

まった借馬遺跡からは、弥生時代の後期から平安にわたるまでの大集落が確認された。木崎湖の南より始ま

る断丘の上には小規模ではあるが古墳の造築がみられ、東山から流れ出る沢などにより形成された小さな扇

状地や崖錐上には小規模ではあるが遺物の散布地が確認されている。灰釉陶器などは、断丘と鹿島川扇状

地の接するこのような付近から過去において′点々と出土 していることから、鹿島川の氾濫の影響により、

集落の中心が扇状地の中より山際などの小高い場所に移動 したものと考えられる。大町地区は中世以後、

仁科氏に開発された地域であるため、中近世の遺跡がほどんどを占めているが、周辺部や断丘上には縄文時

代や、少数ではあるが平安時代の遺跡がみられる。社地区では縄文時代をはじめ、各時代の遺跡がみられる。

中でも大町市内では数少ない弥生時代のものが集中している。このように各地域により時代の異なる遺跡

が確認されていることは、これらの地域性の違いが各時代の人々を定着させ、各時代により移 り住んでい

たのか、又は分布調査が進んでいないことから、各時代の遺跡の確認がなされていないのかは、大きな課

題の一つでもある。

以前より、学術調査は上原遺跡など数例にすぎず、それがかえって遺跡の保存を助長.し ていたものの、

近年の大規模開発の波の中で、今度は逆に調査の遅れが裏目に出ており、圃場整備事業に伴う埋蔵文化財

の緊急発掘調査は、時間的t金銭的な制約の中で緊急度を増し続けられ、広範囲にわたり遺跡が消え去っ

ていく中で、従来このような遺跡の調査が殆ど行なわれたことはなく、遺跡のあり方を知ることに合せ、

文化財を保護するうえにも、ある程度成果を上げることはできたのではないだろうか、今後の研究の一助

となれば幸いである。
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第H章 大町市の概況

表 3 大町市内遺跡一覧

NQ 遺 跡 名 所 在 地

1日 縄 文 弥生
古

　

　

墳

奈良・平安
中

。
近
世

備  考徊

器 劃到司引晩中 後 土 須 灰

1‐ 3‐ 1 エビスマ原遺跡 大町市大字平エビスマ原(湖岸 )

―
〇

―
1‐ 8128

1-4-1 湖西北 遺跡 〃   〃    (湖 底 )

―
（∪
―

1-6-1 青木 I遺 跡 〃  青木    (湖 底 ) ○
松本県ヶ丘高移
14‐ 8123(8)

2‐4-1 クマンバI遺跡 〃  白浜青木湖北岸(湖底 ) ○

2‐4-2 クマンバⅡ遺跡 il t/ (il) ○

2‐4-3 クマンバⅢ遺跡 il t, (il)
―
∩
Ｙ

2‐ 5-1 白浜 I遺 跡 白浜    (〃 )

―
（
）
―

4‐ 8125(1)

2-5-2 白浜 H遺 跡 t tt, (rr )

―

〇

―
5-812瓢 2)

2-5-3 白浜 Ⅲ遺 跡 il tt (n) ○ 6-81243

2‐ 5‐4 一 軒家 遺跡 〃  加蔵    (〃 )

―
∩
）
―

10-812900

2‐ 6‐ 1 薮 沢 遺 跡 〃  加蔵薮沢  (湖棚) ○

2-8-1 家 の下 遺 跡 〃   〃家の下  (湖底) ○ ○ ○ 11-81311助

2-8-2 ササナンバ遺跡 〃ささ綱 ぎ (〃 ) ○ 12-757300

5‐ 4‐ 1 神 谷 遺 跡 〃  中綱神谷20090 ○ 16-757100

6‐ 1-1 青 木 H遺 跡 〃  青木    (湖 底) ○ ○ 14-812a鋤

6-1‐ 2 大行 原遺跡 〃  加蔵 ? 9-536引

"
6-1‐ 3 後 山 遺 跡 〃  湖端 ○ ○

10-4‐ 1 中 道 遺 跡 〃  海ノロ北村中道14342 ○

11-2‐ 1 南入日向遺跡 〃  崩沢南入日向17512イ 号 ○ 19-(181

11‐ 3-1 下 海 道 遺 跡 〃  一津下海道1"88の 1 ○ ○ ○

13‐ 1-1 一 津 遺 跡 〃  海の日一津 ?
○

13-2-1 上 の 山遺跡 ″  稲尾上の山台地

■

０

１

17-2-1 森  城  跡 ″ 森 ○ ○ ○

1712-2 森 湖底遺 跡 〃 ○ ○

17‐ 2‐ 3 下 畑 遺 跡 / //Tfm C
?

17-4-1 鬼 塚 古 墳 〃  〃    (山 腹 ) ○

一
"―



第 2節 大町市の遺跡

NQ 遺 跡 名 所 在 地

1日

石

器

縄 文 弥生
古

　

　

墳

奈良。平安
中

・
近
世

備 考

草 早 一則 中 後 晩 中 後 土 須 灰

17-4‐ 2 狐 穴 古 墳 大町市大字平森 狐穴 ○ 93‐ 5368

8-1-1 山崎神社境内 〃平山崎 ○ 25- 261

18-4-1 コボレ沢遺跡 〃    〃

8‐ 4-2 狐久保1号古墳 〃   〃 ○

18-4-3 狐久保2号古墳 〃   〃 ○

18-4-4 トチヶ原遺跡 〃   〃 ○ ○

8-4-5 茶 臼 山遺跡 〃 木崎 ○ ○

18-5‐ 1 山 城  跡 〃 借馬山中 ○

18‐ 8-1 借 馬 遺 跡 〃 借馬 ○ ○ ○
大町市教委

38-(33)

18-8-2 大 林 遺 跡 ○

8-8-3 あれば遺 跡 大町市大字大町三日町分水 ○

18-8-4 かしわくずれ遺跡 〃       〃  〃 ○ ○ ○

26-3-1 上 原 遺 跡 大町市大字平上原(台 地 ) ○
大町山岳博物館
41‐ 537160脚

26-3-2 石 仏 遺 跡 〃  北条屋敷石仏1640 ○

〕8-3‐ 1 来見原 1号墳 大町市大字大町三日町来見原 ○

38-3-2 来見原 2号墳 〃 〃 ○

28‐ 3-3 来見原3号墳 ″ 〃 ○

28‐ 3-4 山 ノ神 古墳 〃 ○

28‐ 3-5 山 ノ神 遺跡 ttt,t& ○ ○ 50‐ 5354 1361

28-6-1 来 見 原 遺 跡 〃    〃 来見原 ○ ○ C ○

28-6‐ 2 大 笹 古 墳 tttlt& ○ 102-5355137)

28-6-3 あ ま池古墳 〃 ○ 103-5356 1371

28-8-1 若一王子神社 〃   俵 町 ○

30=2-1 天 正 寺 跡 〃   十 日町 ○

30-2-2 弾 誓 寺 跡 〃   九日町 ○

30-3-1 霊松寺山遺跡 〃   山田町 ○ 51-536100
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第H章 大町市の概況

NQ 遺 跡 名 所 在 地

1日

石

器

組 文 弥生
古

　

　

墳

奈良。平該中

。
近
世

備  考

草 早 ユ削 中 後 晩 中 後 土 須 灰

30-3-2 妙 喜 庵 跡 大町市大字大町九日町 ○

30-5-2 大 念 寺 跡 〃   掘六 日町 ○

30-8-1 南 原 城 跡 〃    東若宮町 ○

30‐ 9-1 北 堀 遺 跡 大町市大字社松崎 ○

31‐ 3‐ 1 長平遺 跡 I 大町市大字大町長平 (台地) ○ ○

31-3-2 丑 館 遺 跡 大町市大字 社 松崎 ( 〃 ) ○ ○

31-5‐ 1 長平遺 跡 Ⅱ 大町市大字大町長平 (〃  ) ○ ○

31-5-2 長平遺 跡 Ⅲ il il ( tt') D
|

32-5‐ 1 西 の原遺跡 大町市大字常盤泉 ○

32-8‐ 1 長 畑 遺 跡 〃 清水 ○ ○ ○ 61-5379 1621

32‐ 8‐ 2 がにあらし遺跡 〃 〃 ○

33-3‐ 1 松 崎古城 跡 大町市大字社松崎 ○ ○ ○ ○ 70‐ 5385“助

33-3-2 道 端 遺 跡 〃  館ノ内 ○ ○ ○ ○ 76-144)

33‐ 3-3 中城 原遺 跡 ′′ ○ ○ 73-5387 1451

33‐ 6-1 古 町 遺 跡 〃 ○ ○

34‐ 3-1 館ノ内居館址 ○

34-3-2 山 城  跡 〃 ○

34-3‐ 3 山下 神 社 跡 山下 ○

34‐ 3-4 常 福 寺 跡 〃 ○

35‐ 1-1 大 崎 遺 跡 大町市大字常盤清水大崎 ○

35-1‐ 2 九 津 遺 跡 〃 〃 ○

35-1-3 長 畑 城 跡 ○

35‐ 1-4 北 山平 遺 跡 〃   清水大崎北山平 ○

35・ 3‐ 1 神 明原遺 跡 〃    〃 神明原 ○

37-2‐ 1 前 畑 遺 跡 大町市大字社丹生子
|

D?
|

37-2-2 山寺廃 寺 跡 〃  間田 ○
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第 2節 大町市の遺跡

NQ 遺 跡 名 所 在 地

1日

石

器

縄 文 弥生
古

　

　

墳

奈良。平安
中

。
近
世

備  考

草 早 一別 中 後 晩 中 後 土 須 灰

37‐ 2-3 丹生子城 跡 大町市大字社丹生子 ○

37‐ 4-1 北 谷 遺 跡 〃 間田 ○ ○ ○

37‐ 6‐ 1 二本松遺跡 〃   閏田二本松 ○

37-6-2 堂平廃寺 跡 〃 閏 田 Э

39-1-1 イボ岩遺 跡 大町市大字常盤神明原 ○ ○

39-7-1 菅の沢遺 跡 〃 西 山 ○ 66-5381側

39‐ 8‐ 1 西 山居館 跡 ○

40-3-1 城 の 峯 城 跡 大町市大字社間田 ○

40-3-2 寺 畑 遺 跡 〃   曽根原 ○

40‐ 4-1 須沼居館跡 I 大町市大字常盤須沼 ○

40‐ 4‐ 2 中 屋 遺 跡 〃 須 沼 ○

40-4‐3 須沼居館跡Ⅱ ○

40‐ 6‐ 1 五 十 畑 遺 跡 大町市大字社曽根原 ○ ○ 87-60

40-9‐ 1 洞 遺  跡 大町〃大字社宮本 ○

40-9‐ 2 神 宮 寺 跡 宮本 ○

40-‐ 3 仁科神 明宮 宮本 ○

43‐ 1‐ 1 スズリ岩遺跡 大町市大字常盤清水 ○

44-1-1 南 原 遺 跡 大町市大字社宮本 ○ ○ ○ 90～ 60

製‐1-2 豊 の上遺 跡 〃   山の寺 ○

“

‐1-3 社 口 遺 跡 宮本 ○ ○ Э

44-2-1 榎 畑 遺 跡 〃   山の寺 ○

44‐ 4‐ 1 押 出 遺 跡 〃   山の寺押出 ○

44-4-2 前 田 遺 跡 il fia+ ○ C ○ C
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図 6 大町市内遺跡分布図
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第Ⅲ章 出土遺物の分類と遺構の時期区分

第Ⅲ章 出土遺物の分類と遺構の時期区分

第 1節 出土土器の分類

借馬遺跡C地点調査によって多量に出土した遺物の主体は、古墳時代後期～平安時代前期～中期に属す

るものである。また、市内社前田遺跡においても古墳時代末～平安時代終末に属する遺物が多量に出土し

ている。ここでは前田遺跡の資料も含めて、当地方の古墳時代後期～平安時代の土器を観察し、考えてみ

た。

1 土器 の手法 と変遷

土器は、粘土紐巻き上げか、粘土の輪積み、ロクロにより成形される。中には手づ くねで成形されるものも

ある。成形後には、内外面を「ナデ」「ヘラケズ リ」「ヘラミガキ」「ハケメ」等で整形される。ナデにはヘラナ

デ (ナ デ a)、 ロクロナデ (ナ デb)がある。ナデ嵐は土師器甕と平安時代以前の土師器、黒色土器 (内 面

黒色処理した土器)の杯などが主で、ナデ bは須恵器種ほぼ全器種と平安時代以後の土師器、黒色土器の

杯、小形甕、土師器甕などが主である。ヘラケズリは、手に持ってヘラケズリする (ヘ ラケズリa)、 土器

を据えたままヘラケズリする (ヘ ラケズリb)、底部の中央部に残るヘラ切 りの痕跡の凸部のみを削り落す

(ヘ ラケズリC)、 ロクロの回転を利用した回転ヘラケズリ (ヘ ラケズリd)がある。ヘラケズリaは平安

時代以前の土師器が主流で、ヘラケズリbは土師器甕が主である。ヘラケズリc、 dは 須恵器杯が主であ

る。ヘラミガキは、細いヘラミガキ (1～ 3 mm.ヘ ラミガキa)と 太いヘラミガキ (4～ 8 mm・ ヘラミガ

キb)がある。ヘラミガキaは 土師器、黒色土器杯に多く、ヘラミガキbは甕など大形のものに多い。ハ

ケメ (ハ ケ整形)は、はっきりとハケの沈線が捉えられるハケメと浅 く細い線 (中 には力の関係から深い

ものもある。)のハケナデがある。ハケメは板状工具及び櫛歯状工具で器面を削る行為や強く撫でた時の痕跡、

ハケナデは板状工具で器面を撫でた時の痕跡と考えられる (板状工具の器面への当る角度によってもその

残る痕跡には違いがあり、その板状工具の木目の深さ、また工具にかかる力の強弱によっても違いがでる

と思われるが、今回はそこまで追求して観察できなかった。)ハ ケメの範中にはいるかどうかはっきりとし

ないが、最初は須恵器で使用され、平安時代前期から、土師器甕口縁部内面、小形甕胴部に使用されるロ

クロ回転で板状工具及び櫛歯状工具により施される、回転ハケメとでも呼べる、カキロがある。須恵器に

施されるカキロと平安時代甕、小形甕に施されるカキロとは直接的につながるものかどうかは資料が少な

くはっきりしないが、後者のカキロは、前者のカキロより大いものや、深 く施されるものもあり、平安時

代になり須恵器にカキロ手法はほとんど用いられなくなること、後者には地域的な分布を示すこと等から

前者と後者のカキロの関係は薄いものと考えられる。他に整形手法としては、土師器にオサエ、指ナデ等、

須恵器にタタキロ等がある。

時期別に見るならば、古墳時代後期では、土師器、黒色土器 (内面黒色処理した土器)でナデ a、 ヘラ

ケズリa、 b、 ヘラミガキ a、 b、 ハケメ、ハケナデ等、須恵器でナデb,ヘ ラケズリa、 c、 d、 カキ
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日、タタキロ等の手法が見られるが須恵器の数量は少ない。供膳形態の土師器、黒色土器杯には無稜杯、

有稜杯がある。有稜杯は後葉～終末になると稜が退化し小さくなり無稜杯と同一化 していく。煮沸形態の

土師器甕は長胴甕が主流であるが、一部にやや球形胴の甕が見られる。甕の成形、調整は後葉～終末にな

るにつれて成形痕などが残り、整形が雑になっていく。長胴甕は前葉～中葉にかけては、胴部に脹らみを

もち強く外反する口縁部のものが主流であるが、後葉～終末になると口縁部が短かく外反するもの、胴部

が筒形で口縁が外反するものも多くなる。甕のF_4部ほとんどに本の葉痕が見られる。奈良時代になっても

手法にはほとんど変化ないが、須恵器の度合が増し、供膳形態の主流を占めるようになる。土師器、黒色

土器杯は、有稜杯が消滅し、九底の無稜杯のみとなる。供膳形態の須恵器杯は、丸底、九底的な平底、高

台付等でナデ b、 ヘラ切 り、ヘラケズリ0・ dの手法である。杯と組合わさる須恵器蓋も多くなり、偽宝

珠の紐をもち身にかえりのなぃもとのなる。土師器甕は口縁部を軽 くロクロナデするものも見られる。平

安時代になり、須恵器杯等に回転糸切 り技法が出現し、前時代より平底となり、平安時代前期～中期まで

供膳形態の主流を占めているが後期になると減少し、貯蔵形態が残るのみで、供膳形態から姿を消す。土

師器、黒色土器の杯、小形甕等は、ロクロ成形が使用されるようになり、回転糸切り技法が出現し、須恵

器同様、前時期よりも平底になる。平安時代前期末～中期初からは黒色土器に施釉陶器の影響を受けた高

台付の皿、杯が現われる。土師器の高台付のものは黒色土器より後出し、平安時代中期末～後期初に出現

する。平安時代中期になると黒色土器は供膳形態の主要な要素を占るようになってくる。また、内外面ヘ

ラミガキ、底部までヘラミガ表する内外面、全面黒色で良好な緻密な胎土で、堅固な焼成の畿内黒色土器

の影響を直に受けたと思われる、黒色土器も平安時代中期後葉～後期で見られる。平安時代後期後半にな

ると土師器供膳形態に中世土師器 (カ ワラケ・土師質土器)の元祖的な小形の皿が出現する。平安時代後

期になると灰釉陶器が多く搬入するようになり、後期において供膳形態の主要な一要素となる。灰釉陶器

のほとんどは、折戸53号窯期のものである。煮沸形態の土師器甕は、平安時代前期末頃から成形後、口縁部

にナデbを施し、日縁部内面にカキロを施すものも現われる。これらの胴部外面にはすべて縦位のハケロが

施される。平安時代前期～中期には武蔵型甕と呼ばれる、口縁部ロクロナデで、ヘラケズリa、 bを 多用し

た、薄い器壁の甕も見られる。武蔵型甕は、口縁部が「くの字」状になるものと「コの字」状になるものの 2

種類があるが前者が先行する。平安時代後期になると煮沸形態で今回は小破片でしか出土しなかったが羽

釜が出現する。総じて、平安時代の手法は、土師器、黒色土器でナデ a、 b、 ヘラケズリa、 b、 d、 ヘ

ラミガキ a、 b、 ハケメ、ハケナデ、カキロ等、須恵器でナデ b、 ヘラケズリb、 d、 ヘラ切 り、静止糸

切 り、回転糸切 り、タタキロ等が見られる。

2 土器 の分類

土師器、黒色土器 ((◎ )内面黒色処理 した土器、(⑤ )内外面黒色処理 した土器 )、 須恵器、灰釉陶器、

緑釉陶器が出土している。器種については従来、一般に使用 している器種名に従 う。土師器では、供膳形

態で杯椀、皿、鉢、高杯、煮沸 。貯蔵形態で甕、小形甕・短頸壺 。無頸壺・小形壺・甑がある。黒色土器

は (①)、 (⑮)二種あるが共通して供膳形態が主流で、杯・椀・皿・耳皿・鉢があり、わずかであるが煮

沸、貯蔵形態で小形甕が見られる。須恵器は、供膳形態で杯・蓋 。高杯・高盤・台付椀・煮沸・貯蔵形態

で、横盆 。平盆・提瓶 。フラスコ形瓶 。長頸瓶・長頸壺・短頸壺・.四耳壺・双耳壺・把手付壺・短頸甕・

甕等がある。灰和陶器・緑釉陶器は供膳形態で、婉・皿・段皿・耳皿・蓋・貯蔵形態で長頸瓶等がある。
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土師器、黒色土器の杯、椀、皿は共通性が多く、須恵器においても杯は、形態は違うものもあるが共通す

るものがある (笹沢、1976)。 土師器、黒色土器、須恵器、 3種の杯、土師器、黒色土器の椀、皿の分類は、

十二ノ后分類 (笹沢、1976)金鋳場分類 (伴野、1976)を 参照とし、A 丸底及び丸底的な平底、B 高

台が付 くもの、C 底部が糸切 りで平底のものと統一する。土師器、黒色土器の有稜杯は杯Fと する。土

師器、黒色土器、須恵器の一部器種を分類する。

杯A―一土師器、黒色土器は内外面ヘラミガキされ、胴下半～底部はヘラケズリaである。ヘラケズリ

a後、ヘラミガキされヘラケズリを消しているものもある。中にはヘラミガキの前にハケロで

調整しているものもある。須恵器はロクロ成形で内外面ナデ bで、底部がヘラ切 り、ヘラケズ

リa、 c、 dで調整されているもの。

杯 B―-3種共にロクロ成形付け高台で、土師器、黒色土器は底部回転糸切 りが主で、須恵器は I・ 回

転ヘラケズリ、H・ 回転糸切 り→回転ヘラケズリ、Ⅲ・回転糸切 りの 3種がある。土師器の 1

部、黒色土器は外面ナデ b、 内面はヘラミガキa, bで調整され、須恵器は内外面ナデ bで調

整される。土師器で内外面ナデ bで調整されるものもある。黒色土器 bはナデ b後内外面共へ

ラミガキを施すものも見られる。

杯 C―-3種共にロクロ成形、回転糸切 り底である。土師器、黒色土器は外面ナデ b、 内面ヘラミガキ

aで、須恵器は内外面共ナデ bで調整される。

杯 D一―土師器のみに見られるもので、 ロクロ成形で、 ロクロ形成痕、 特にナデ bの痕跡を顕著に残

すもの。底部は回転糸切 り。

杯 E一―杯 Dに 高台が付いたもので土師器のみに見られる。高台は比較的高い高台が付 くことが多い。

杯 F―一有稜杯で古墳時代の土師器、黒色土器に見られる。ほとんどがナデ a、 ヘラミガキ a、 b、 ヘ

ラケズリa、 bで調整される。 I～ Ⅶに分けられる。すべて丸底か丸底的な平底である。

I――口縁部はやや内側に傾むき、稜を境に深い丸底の器形になるもの。

H――口縁部はほぼ直に立ち上るが外傾し、口縁端部が外反し、稜を境に丸底の器形になるもの。

Ⅲ――口縁部が短かくやや外反し、稜をなすもの。

Ⅲ――口縁部が稜から内湾ぎみに外反するもので、稜がはっきりしているもの。

V一―杯A的な器形であるが内側に稜を残すもの。

Ⅵ――杯 A的 な器形であるが外面に稜を残すもので杯 Aよ りは平底的な丸底である。

Ⅶ―一底部が小さく稜から口縁部が大きく外傾する皿状の浅い器形のもの。

Ⅷ一― 口縁部が直に立ちあが り、日縁端部が気持ち外反する。やや深い丸底の器形のもの。

杯 G――底部に本の葉痕を残す底部が厚い平底的な、杯 Aに類以する器形のもの。

杯 H―一 口縁部が大きく外傾する皿状の浅い器形で平底的な丸底である。

椀 A――土師器、黒色土器に見られ、杯 Aでも深い口径 と器高の比率が約 2:1の もの。調整は杯 Aと

変らない。

椀 B――黒色土器に見られるのみで、杯 Bで も深い口径 と器高の比率が約 2:1の もので高台付のもの。

椀 C一―土師器、黒色土器に見られ、杯 Cでも深い口径 と器高の比率が約 2:1の もの。調整は杯 Cと

変らない。

椀 D――古墳時代土師器に見られ、丸底で口縁部が外反する。口径 と器高の比率が 2:1以 上のもの。

皿 B――土師器、黒色土器に見られ、高台のつ くもの。調整は杯 Bと 同。
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皿C―一中世土師器の元祖的な小皿。ロクロ成形で、ナデ bで調整され、底は回転糸切 り。

蓋は須恵器のみである。

蓋A一一つまみのつかない蓋を一括する。

蓋B一一つまみのつ く高さが高い蓋で、稜をもつ。

蓋C一―身にかえりをもつ、つまみのつ く蓋。

蓋D―一偽宝珠のつまみのつ く、高さの低い身にかえりをもたない蓋。

蓋E―一杯蓋以外及び蓋A～ D以外の蓋を一括する。

煮沸形態の土師器甕は、甕A～ Gは古墳、奈良時代のもの、H～ Mは平安時代のものである。

甕A一一不定形な球形胴の甕でナデ a、 ヘラケズリa、 b、 ヘラミガキ b、 ハケメ、)ヽ ケナデ等で調整

される。    
｀

甕B  不定形な球形胴のやや長胴形の甕で、ナデa、 ヘラケズリa、 b、 ヘラミガキb、 ハケメ、ハ

ケナデ等で調整される。

甕 C一一長胴甕で胴部にゆるやかな脹らみをもち、口縁部は大きく外反する。ナデ a、 ヘラケズリa、

b、 ハケメ、ハケナデ等で調整される。

甕 D一―長胴甕で胴部がゆるやかに脹らみ、口縁部はゆるやかに外反する。調整は甕 Cと 同様である。

甕 E一―長胴甕で胴部がゆるやかに脹らむが底部にむかって小さくなる。日縁部はゆるやかに外反する。

胴部が最大径 となる。

甕 F一一長胴甕で胴部が円筒形で口縁部がゆるやかに大きく外反するか、くの字形に外反し口縁部が最

大径 となる。

甕G一―長胴甕で胴部が円筒形で口縁部が短かく外反する。ナデ a、 ヘラミガキ a、 b、 ハケメで調摯

されるものと、ナデ a、 ハケメで調整されるものがある。

甕H―一長月同甕で胴上半部が最大径となり、頸部で鋭くくびれ、口縁部は外反する。ハケメ、ナデaで

調整される。

甕 I一一長胴甕で、口縁部が最大径 となり、日縁部がやや厚 く、大きく外反する。底は丸底で、口縁部

内面、胴上半部外面にカキロを施 している。胴部は縦位のハケメである。

甕 」一―長胴甕で口縁部が最大径をもち、口縁部は くの字形に外反する。口縁部はナデ bで調整 し、口

縁部内面にはカキロが施される。ナデ bが胴上半まで及ぶものもある。胴部は縦位のハケメで

調整している。

甕 K―一甕 」と同様であるが胴上半部に最大径があるもの。

甕 L一― 口縁部に最大径をもち、 くの字形に外反する。底部は小さく、胴部はヘラケズリを多様 し、器

壁は薄い。口縁部、胴内面はナデ bで調整している。武蔵型の甕 と呼ばれるものである。

甕M一一 口縁部は「コの字形」で甕 L同様、底部は小さく、胴部はヘラケズリを多用し、器壁は薄い。

甕 L同様、武蔵型の甕 と呼ばれるものである。

甕 N一一 口縁部はゆるく外反する。甕Mに 近いコの字状ヘラケズリを多様する器壁の薄い甕。武蔵型と

呼ばれるもの。

小形褒 A―一 口縁部はゆるく「 くの字」形に外反し、胴部はゆるく脹らみ、底は小さい。ヘラケズリa、

b、 ナデ aで調整されている。

小形甕 B―一 口縁部はゆるく大きく外反し、最大径で、胴上半部に胴部の最大径がある。ヘラケズリa、
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b、 ナデ a、 ハヶナデで調整されている。

小形甕C一一ロクロ成形で内外面共にナデ bで調整したものである。底部は回転糸切 りである。

小形甕D一―ロクロ成形で、胴部外面をカキロで、口縁部及び内面をナデ bで調整したものである。中に

は口縁部内面にカキロを施すものも見られる。底部は回転糸切 りである。

小形甕 E一一甕M・ Nの小形のもの。
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第 2節 遺構の時期区分 と建物址の分類

遺構の時期区分 (表 4)

遺構の土層、出土した遺物より想定される年代は、借馬遺跡 I(1980)に おいて、第 I期 5C後半前後、

第H期 8C中葉前後、第Ⅲ期 9Cと 想定され、借馬遺跡H(1981)に おいては、住居址で第 1期 3C、 第

2期 5C前半～中葉前後、第 3期 5C後半～6C前半前後、第 4期 6C後半～7C、 第 5期 8C、 第 6期

9C以降、建物址第 1期 4C前後と想定された。今回は、借馬遺跡 I・ H共総括し、周辺地域の編年 (笹

沢1976等 )、 須恵器編年 (田辺1966)、 施釉陶器編年 (檜崎1968、 1971)等 を参照し、第 1節の観察を踏まえ、

検討し想定 される年代を簡単に大別してみた。

(第 I期は弥生時代後半、箱清水式期～御屋敷式期、3C前後頃I(第 H期は御屋敷式期～五領式期、4C

前後、器台、小形丸底舛|、 S字状口縁台付甕等新 しい器種が見られる時期である′!(第 Ⅲ期は五領式期～和

泉式期、4C終末～5C前半、第Ⅳ期和泉式―鬼高 I.式期、5C後半～6C初頭。器台、小形丸底堆等は

Ⅲ期でほぼ終り、Ⅳ期においてはほとんど見られなくなる。Ⅳ期において増は口縁部がやや短くなり、立

ち上がる。甕はⅢ期においては球形胴であるが、Ⅳ期頃から徐々にくずれはじめる。Ⅳ期頃からカマ ドが

一部の住居址に見られる様になる。第V期は鬼高 I～ H式期、6C前半～後半、借馬遺跡33号住居址より

陶邑編年の陶邑H期、T K10～ T K43窯 式期頃に比定されると考えられる蓋付杯が出土している,こ の時

期から力■ ドをもつ住居址が多くなる。)←Ⅵ期は鬼高H式期、6C終末～7C前半、借馬遺跡63号住居址

より陶邑編年の陶邑HttT K209窯 式期頃に比定されると考えられる蓋付杯、67号住居址 より陶邑TK

209窯 出土の台付椀に近似する台付椀が出土している。甕は長胴甕が多くなってくる。住居址にはカマ ド

がほぼ定着する。第Ⅶ期は鬼高Ⅲ式～真間式期、7C後半、須恵器、特に供膳形態が徐々に多くなる時期

である]絆Ⅷ期は真間式期、8C前後～後半、供膳形土師器が減少し、須恵器の度合が一段 と増す時期で

あるめ負Ⅸ期～第畑期は国分 I、 H式期、第Ⅸ期は8C終末～ 9C中葉、須恵器に回転糸切 り手法が出現

する時期で、供膳形態に回転ヘラ切 り、回転ヘラケズリ手法と回転糸切 り手法のものが共存する時期であ

る。供膳形態で土師器はほとんど見られず、須恵器がほとんどとなる
)(第

X期は 9C後半～10C前半、回

転糸切 り手法の底がほとんどになり、土師器 (杯、小形甕等)に もロクロが導入され、甕の口縁部もロク

ロ成形するものが見られる。第測期は10C中葉～10C後半、供膳形態に回転糸切 り底の杯 C、 施釉陶器の

影響を受けたB、 皿B等の黒色土器がはいり、須恵器が徐々に減少していく。第Ⅲ期10C終末～1l C前

半、供膳形態で須恵器が減少し、黒色土器が主流となる時期である。前田29号住居址より、黒笹90号窯式

期の新しい時期頃に比定されると考えられる灰釉陶器ナ宛が 2個体出土している。第Ⅲ期は1l C後半～12C

前半、供膳形態で黒色土器が徐々に減少する。中世土師器の元祖的な小形の皿 (皿 C)、 ロクロ成形を顕著

に残す土師器杯 (D)、 高台付杯 (杯 E)等が見られるようになり、特に灰釉陶器は主要な一要素となる。

この期の灰釉陶器は折戸53号窯式期に比定されると考えられる。以上、古墳時代～平安時代を大まかに第

I期～Ⅷ期まで時期区分したが、問題′点も多く見られ、筆者が浅学で未熟であるため、十分な区分、観察

でない。今後、資料の集成をや り直し、更に資料を集積し、検討を重ねて行きたい。

―-35-―
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第Ⅲ章 出土遺物の分類と遺構の時期区分

引用 。参考文献

田辺 昭正  「陶邑古窯址群 I」 平安学園考古クラブ1996年

檜崎 彰一  「盗器の道一信濃における灰釉陶器の分布一」名古屋大学文学部二十周年記念論集1968年

服部敬史他  「中田遺跡資料編Ⅲ」八王子市中田遺跡調査会1968年

檜崎 彰一  「日本陶器全集 6巻、白金」中央公論社1976年

後、参考文献は第 1節 と同じ。

(島 田 哲 男)

．イ
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〆
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表 4 借馬遺跡 。前田遺跡竪穴住居址時期区分一覧 (一 部建物址, Pit含 む)

時

期 借 馬 遺 跡 一則 田 遺 跡

45住

建27

10・ 15 ・24・ 25・ 26・ 30 ・́36・ 49 056・ 57

59生L

Ⅳ 20)ミ
・31・ 37・ 戸046047・ 48・ 5'・ 53住・書20

V

Ⅵ 35。 39・ 41 ・61 ・62・ 63・ 67・ 71 ・ 74・ 78生L

Ⅶ 14・ 、19・ 17・ lo 0 64 0 72・ 77住 2・ 35住

Ⅷ 2・ 6・ 7・ 8・ 11・ 12・ l10ザ・75・ 76住 1・ 9010015036住

Ⅸ 1 ・ 3 ・ 4 ・20・ 55・ 69。 73生L 8・ 16住

X 5 ・ 65・ 68・ 70・ 83生ヒ・葵彗36 12・ 13・ 18。 25。 33 ・34生L

測 66生L ・葵彗29 ・34

畑 82住 3 ・ 6 ・ 17・ 19。 280291主

皿 葵彗35 11・ 22・ 32住 1・ P170

不
明

。
備
考

21 ・ 22・ 28044 ・80081生L

(80・ 81住 はV期以前 )

(28044住 はⅣ期頃と予想される)

14・ 20・ 30031生L

(14・ 20・ 30住はⅨ期頃 と予想される)
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第 2節 遺構の時期区分と建物創1の 分類

2 建物坦Lの分類 (図 9。 10)

3年度に渡って調査 した借馬遺跡ではA・ BoC地 区計36棟の建物址が検出された。また前田遺跡にお

いても4棟の建物址が検出された。借馬 。前田遺跡計40棟の建物址のうち時期 の分かるものは数少ない。

40棟の建物士止を規模,形状等から分類を試みた。

I一一桁行 と梁行がほぼ同じ長さで正方形及び正方形に近い形で柱穴が並ぶもの。

A
桁行 1間 、梁行 1間の もの。

B

Aと ほぼ同 じであるが、桁行の片側に柱穴がはい り、 1間 の

長 さが半分にな り、片側のみ 2間 の もの。

C

桁行 2間 、梁行 1間 の もの。

D

Cと ほぼ同じであるが、桁行の片側、2間 中の一間に柱穴が

はいり、短かい1間 、1間 と長い1間の片側が計3間 、梁行

の片側に柱穴がはいり、 1間の長さが半分になり、片側が 2

間のもの。

桁行 2間 、梁行 2間 の もの。

H一一桁行 2間 で、中央に柱穴があり、田の字形に柱穴が並ぶ、総柱式の もの。

Ⅱ

A

正方形及びほぼ正方形の もの。

B

長方形の もの。

―-37-―



第Ⅲ章 出土遺物の分類と遺構の時期区分

Ⅲ一一桁行が長 く、梁行が短か く長方形に柱穴が並ぶもの。

Ⅲ

A

桁行 2間 、梁行 1間の もの。

B

桁行 2間 、梁行 2間 の もの。

C

桁行 3間 、梁行 1間 の もの。 , 
‐V V

D
桁行が2間 と3間 、梁行 1間のもので、3間 のPitの lヶ

が外に出るもの。

桁行3間 、梁行が片側 1間 、もう一方が中央に柱穴がはいつ

た2間 のもの。

、　
　
´ヽ

　
ィ

基本は3× 2間 であるが、桁行の片側に柱穴が lヶ なく2間

のもの。

-
)

ー

G

桁行 3間 、梁行 2間 の もの。 「
ゴ

H

桁行 4間、梁行 2間 の大形の もの。
ノ ヽノ

)

、  r、

ヽ

　

　

　

／
、

）

ハ ∩ r

|

桁行 4間、梁行 3間 の大形の もの。

桁行 5間 、梁行 3間 の大形の もの。

Ｑ

Ｃ

Ｃ

―
r

ノ∪ VV~｀
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第 2節 遺構の時期区分と建物理しの分類

Ⅳ――Ⅲ H、 I」 に廂か軒 と思われる柱穴が桁行の一方に平行に並んでいるもの。

V

A

B

桁行に平行に並ぶ柱穴数より多いもの。

建物llLでの棟方向 (桁行方向)に は規則性は

見られないが、借馬A地区は北西より北向きに

なるものが多く、C地区では、北西より西向きに

なるものが多い ?前田遺跡では、北方向に近い

方向のものが 4棟 中 3棟ある。平面積は借馬遺

跡では大小様々であるが、C地区 8棟は、290

32・ 33・ 34がほぼ一致 し、 30・ 31・ 35・ 36がほ

ぼ一致 し 2分割できる。前田遺跡では4棟中、3

棟 (1・ 2・ 4)がほぼ一致する。前田遺跡の

3棟 (1.2・ 4)は 、方向、規模等が一致す

るので同一時期 とも考えられる。借馬遺跡は、

A地区で、(1)1～ 4、 (2)6～ 14016、 (鋤 15。 21

～23、 に)17・ 19024～ 26の 4プロックに分けられると考えられる。(建物址20027は遺物より、2o・ 5C後

半、27・ 4C前半～後半と時期がほぼ決定できる。)C地区でおそらく1プロック(9である。C地区では、

形状、方向等から、(a)32と 33、 (b29と 34、 .(C130と 31の 3グループに分けられる。(axb)は 29が65住 を切り、

32が55住 に切られていることから時期的な違いが見られる。(C)及 び、35036に ついては(a)、 (Dど ちらに属

するかははっきりとしない。(1)～ (5)の プロックは、各時期で構成され、編制したものと考えられる。

―-39-―
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第Ⅳ章 調査遺跡

第Ⅳ章 調 査 遺 跡

第 1節 借馬遺跡Ⅲ

1 位置 と自然環境

1)位   置 (図 I-103・ 40607 写真 1)

借馬遺跡C地点は、大町市大字平字借馬8840番 地外11筆に所在し、通称「くね元」と呼ばれる地籍であ

る。信濃大町駅より北約3.5km、 信濃木崎駅より南0.5kmの 地点で、標高は755m、 発掘区域の両側を大糸線

と国道148号線が通過している。この地域は、西方「ねこはな」付近を扇頂とする鹿島川扇状地の扇状部に

あたっており、約500m東方の扇端部を木崎湖 (イゴ斗三湖)か ら流れ出た農具川が南流している。また松本盆地

の北端で、フォッサマグナの地塁たる後立山連峰、蓮華岳 (2798m)。 爺ヶ岳 (2699m)・ 鹿島槍ヶ岳 (28

89m)。 五龍岳 (2814m)等 々が西にそびえ、中山山地 (800～ 1000m)が 東に続く。これより北は、松本

盆地も終わり仁科三湖が並ぶ山間地であって、この遺跡は山間部と平野部の接点付近に位置しているわけ

である。      ´

またC地
`点

は、54055年度に発掘調査の行われた借馬A地区の北西約300m、 B地区の南西250mの所で、

3遺跡とも一群の集落址 と思われる。農具川沿いには低湿地が多く、沿岸には弥生時代以降の遺跡が分布

しており、分水集落付近では借馬Aを はじめとして、かしわくずれ、あれぼ・清水などの遺跡が農具川を

囲むように立地し、借馬B・ C。 とどめき遺跡も含めて広大な遺跡をつ くっている。C地点は、この遺跡

のほぼ西縁にあたり、規模の大きさを物語っている。

2) 自然環境 と土層 (図 2・ 3)

自然環境の概要については昭和55056年度報告のあった『借馬遺跡 I・ H』 の報告書を参照されたい。

本年度発掘地
`点

は、前年度発掘地点の西およそ300mの 鹿島川によって形成された扇状地上にある。昨年

度と異なる点は扇端でないことと、木崎湖から流れ出し、鹿島川による扇状地の扇端を削って南流する農

具川の影響が殆んどないことである。したがつて、扇状地堆積物の主体をなすものは後立山連峰の酸性～

中性火成岩の砂礫とその風化物である。この黄褐色の砂礫を基盤として、その上にシル ト～シル ト質黄褐

色土と黄褐色砂礫層がレンズ状又は塊状に乗ってくる。これ等は有史以前の度重なる洪水性の堆積物や、

流路の首振 りによる堆積物であり、竪穴住居の床面の多くはこの層中にある。この層を覆うように飾分け

の悪い洪水性の黒褐色砂礫土が特に 7Cの住居址の床面にM N50° W方向から流入している。この層の上
‐

には、飾分けの悪い洪水性の含礫黒色土が遺跡のほぼ全面を覆い、南に行 く程厚 く堆積し遺跡の南150m

付近では河川をも埋めて70cm程堆積している。現在の地表面は、この洪水層の上に約16cm程 の厚さで覆い

水田化されている。本遺跡付近は鹿島川の氾濫による破壊と建設のくり返えしであり、堆積物の上から本

遺跡に直接関係のある洪水は 2回読みとれる。第 1回 は 7Cの 住居群を襲った中規模の洪水であり、 集

落はその後再建されている。第 2回 目の洪水は古代末頃遺跡のほぼ全体におよび,55年・56年度の発掘地

―-40-―
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第1節 借馬遺跡Ⅲ

点で確認された洪水と同一のものとみられる。中世以後の住居跡は確認されていないことから、他へ移転

したものと推定される。現在のようにえん堤が完備するまでは、鹿島川は猫鼻付近でしばしば氾濫した記

録や言い伝えがあり、堆積物に現われたものは、その中で規模の大きなものであったと思われる。なお、

発掘範囲内だけでも扇状地の斜面に沿う小河川が 2本あり、南150mに は河原の礫を伴う河川跡があるな

ど、当時は幾本もの鹿島川からの支流が消長を繰返えしながら存在していたことが確認された。

(森   義 直 )

④① 借馬遺跡の平均的な土層
彗1位cm

表 土 (平均16Cm)

礫黒色土層
洪 水 層 )■■3所に よ り_

1・/薄 あ り、又は磯の
含 まない所 もある。

③ 59L13イす近 発掘区の南約150m
単位Cm単位cm

0

表  土

(`ユ 0ま全 ti:几■址 を覆 っ 一
て い る。)

黒褐色礫土層
1洪水′

“

)場 所により
薄 あ り、 又 は 欠 く
もあ る。(7Cの 11夕:

中 :こ 流 入 して い る。)~

褐色シル ト～
シル ト質層

シル ト質
黄褐色礫層

黄褐色砂礫層
(基盤 をな してい る。)

臨|:翼績雹努案奎層撃蒼揖:rル
ト層～シルト質礫層中こあるが、新し唯居址の1

図 2 借馬遺跡土層柱状図

上部が黒色下部程 -1

褐 色
(溶 脱 物 の 沈 殿 あ り )

シルト質黄褐色土
~

黄褐色砂礫層

::::::1警

I多換栞慧

}究護曾色溶脱物
飾分けの悪い含礫
黒色土

(借馬遺跡を覆う洪水
堆積物)

自色砂礫層
一時河川原であった

ことを物語る。)

褐色基盤礫層

褐色シルト層

旧河川 (河川址 2)

1

徴高地

↓
址河

―
レ

河

１

２

　

３

４

５

６

７

層 表 土

層 含礫黒色土層
(洪水堆積)

層 黒色土

層 黒褐色礫土層

層 含礫シルト質黄土層

層 シルト～シルト質黄褐土層

層 黄褐色砂礫層

(住居址11含礫黒色土層及び黒褐色礫土層の下にある。)

図 3 借馬遺跡南北方向断面概念図

② 65L13付近
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第Ⅳ章 調査遺跡

2 遺構 と遺物

竪穴住居址 (図 4)

借馬遺跡からは、1979・ 1980年 に調査された借馬A地点 (借馬遺跡 I・ 1980、 借馬遺跡Π・1981)、 借

馬B地点 (借馬遺跡H)、 農具川河川改良工事地区 (借馬遺跡H)で 3C～ 1l C代 の60軒の竪穴住居址が

検出されたし本年度新たに 6C～ 1l C代 の23軒の竪穴住居址が検出され、計83軒 となった。各住居址内の

堆積土層と、保有された遺物等から、第Ⅲ章、第 2節「遺構の時期区分」で試みたとおり I期～Ⅲ期に大

―
|

河り!1址 1

「

鰭

30

美筐36  
°

肉 ―V期以前

図 4 借馬遺跡竪穴住居址時期区分図 (1:400)

77住づ
0

81住

◎
。
　

　

９

６６

-44-
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第 1節 借馬遺跡Ⅲ

別された。本年度の23軒はV期以前 2軒、V期 1軒 、Ⅵ期 7軒、Ⅶ期 3軒、Ⅷ期 2軒、Ⅸ期 2軒、X期 4

軒、測期 1軒 、Ⅲ期 1軒 である。借馬遺跡調査地
`点全体を通してみると、Ⅲ・Ⅵ期はA地点北側～農具川

河川改良区が中心となり、V期で一時期住居l」Lが各地に分散し、Ⅵ期でも一部分散するが、C地点北側に集

中する。Ⅶ期になると、 3～ 4軒程度で分散し、Ⅷ期には、分散するものも見られるが、分散ぎみにA地

点に集中する。Ⅸ期でも分散的であるが 2～ 3軒程度で分散する。X期においても、分散するが、C地′点

で4軒が中央～南側に集中している。測・畑期になると所々に分散したものと考えられる。以下、今年度

発掘区より検出された23軒の竪穴住居址について時期別に概要を述べる。

(島  田 哲 男 )

(1)第  V期

① 79号住居址 (図 506,写真16・ 18)

遺構 本住居址はC地区の東北隅に近い位置にて検出された竪穴住居址である。この地点には他に、74

号・77号 。78号 。80号・81号の各住居址が重なり合 う状態で検出されたが、その南端に位置し、西の80号

よりは新 しく、北の78号 よりは古い状態で切 り合 うものと考えられる。

竪穴の残存部分 と見られるものは、西辺が南北2.4m、 東辺はわずか60Cm、 南辺は 3mを 測 り、全体は

不整な三角形である。

壁の深さは15Cm～ 18Cmと 浅 く、これは切 り合い状態の中で生 じた人

為的なものと見られ、当初はもっと深いものであったと考えられる。

遺物 本址より床面から土師器の甕 (215)が発見された。底部の破

片で、小型の平底の下部に、 ドーナツ状の粘土を貼 り付けて高台様の

底部を作ったもので、器を据え置 く時に安定を考えた作 りとしたもの

であろう。器厚は 5 mm～ 8 mmを 測 り、色調は黒褐色で焼成良好である。

0          10m

(原 田  暖 )

図 5 円号住居址出土遺物 (1:4)

②
｀
80号住居址 (図 6,写真16・ 18)

遺構 80号住居址は、C地区の東北端に近 く位置して発見され、この地`点
には、74号・77号 。78号 。79

号・81号 などの各住居址が検出された所の一角である。ここでは切 り合い状態で発見されたので、その西

辺と南辺がわずかに手がかりを残すのみで、住居址全体の大きさやプランは分からないと共に、遺物も特記

するものはなかった。 (原 田   噴 )

③ 81号住居址 (図 6,写真16・ 18)

遺構 本住居llLは C地区の東北隅に近い位置にて検出され、この地には74号・77号 。78号 。79号・80号

の各住居址が切 り合いの状態で発見された所である為、本址の遺構としては、一群の北西隅に位置して、

西辺lm、 南辺1.5mが残存しているのみとなる。

竪穴内部の土層は上下 2層 となり、I層 は多量の砂が混入した黒褐色土で30Cmの 深さを測り、下部H層

は、わずかに砂の混入した黒褐色土が10cmの堆積を見るもので、これは本址の廃絶後の状況を示している

と考える。本l■付近に土砂の流れ込んだと見られる住居址などが見受けられる所であるが、本址も廃絶後
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第Ⅳ章 調査遺跡

しばらくの年月を経過 した後、近 くの川の氾濫により上部まで竪穴が埋まったと見られるものである。

―
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Ⅱ層 黒褐色土(多 量の砂を混入)

田層 砂質暗責褐色土

フア 住
Itt Fe203浸 透砂質黒色土
H層 責褐色土をわずかに含む砂質黒色土
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02m
70 住                  01 住
Itt Fe203を 含む砂質黒色土,帖性がある   I層
H層 砂質黒褐色土              II層

,0・ 00住

l層 量颯言壼多量劣劣:[剣 }離
m層  砂質暗賞褐色±      80住

黒褐色土(少量の砂を混入)

黒褐色土 (多 量の砂を混入 )

図 6  74・ 77・ 78・ 79・ 80・ 814計 生主涯]l■  ( 1 :80)
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第Ⅳ章 調査遺跡

遺物 本址のH層中から黒色土器破片 1個 と、土師器の破片 3個が発見された。黒色土器は幅1.5Cm、

長さ4 cm、 器厚 l Cmで杯の破片と見られるもので、表面やや荒れており仕上げ方法は不明である。内面は

ヘラミガキが行われ炭素吸着が施されている。土師器片は何れも甕の破片とみられるが、この中でもっと

も大きな破片は幅4.5Cm、 長さ4.8Cm、 器厚 8 mmで胴の部分と見られる。表面はヘラミガキをされた後に櫛

状具にて浅い条線を縦方向におろしている。内面はやや荒れており、全体的に赤 く再二の火の使用を思わ

せる所のある破片である。

(2)第 Ⅵ 期

(原  田   噴 )

① 61号住居l」L(図 7・ 8・ 9。 10,写真 4・ 5・ 36)

遺構 C地区の北端に近 く検出された竪穴住居址である。東に約 4m離れて62号住居址が発見されてい

る。竪穴は東西4.2m南北4.4mと わずかに南北に長い方形に近いプランで、磁北に対し長軸は29° 西に振っ

ている。壁はほぼ90b角度で検出面から掘 り下げてあり、高さは20cm～ 25Cmを 測る。全体に遺存状態はよい。

竪穴内部の土層は上部の I層からⅣ層まで確認されたが、I層 の砂質黒褐色土が大部分を占めて堆積し

ている状態を見ると、この竪穴は廃絶後間もない埋没が考えられる。

次に床面は平坦で中央部分を南北に長い固い部分が見られ、東西両壁に沿う面は、これに比べて軟弱気

味であり、屋内の生活面がこのことから見ると、南面を出入口として北壁下のカマ ドヘ通る所を通路とし

て、中央が踏み固められたものであろう。

柱穴は床面に 8個確認されたが、この中で中央寄 りの 4個は形も整い、位置から見て本住居llLと 直接関

係の深いものであろうと考えられるも、他の 4個については外部遺構との切 り合いも考慮する必要があろう。

カマ ドは北壁中央部を切って設けられており、床面より10° の角度で北壁の外側へ長さ40Cm幅 30Cmの 煙道

を出している。内部は石組であったらしく、石と粘土が所々残るのが見え、カマ ド前面には焼土と灰が多

く堆積していた。

遺物 遺物は土師器の杯 1個 と椀 1個 を始め、黒色土器の杯 8個体と無頸壺 1個 などが出土した。

杯(7)は 口径13Cm、 器高6.5Cm、 厚さは口縁部で 3 mmそ れ以下は厚 く作り底部は1.2Cmで ある。器面整形

は内外共にヘラミガキが行われている。色調は内面は炭素の吸着が良く光沢のある黒色を呈し、内黒と呼

ばれる段階の所を見せているが、外面にもわずか滲み出て黒色と褐色の斑となっている。椀に近い器形で

ある。

甕(12)は 口縁部の破片で土師器である。口径23Cmと 推定されるもので、日縁が外反している。内面は横方

向にヘラミガキがされており、外面は頸部から上は横にヘラミガキを行い、下部はヘラケズリの後ナデが

行われている。焼成よく胎土は緻密で色調は赤褐色である。

杯 (5)は 黒色土器で全体の
=程

の破片である。器厚は口縁部先端は 4 mmで あるが、下部は厚 く底部は 1

Cmを 測る。器面成形は、内面は口縁部分が1.5Cmの 幅に横にヘラミガキを行ない、下音附ま斜め右下方へヘラミ

ガキが行われ、外面は横に全体がヘラミガキをされた後縦方向にナデが行われている。内面は黒色をして

いるが、外面は口縁部に沿い幅 3 Cmの薄い黒色部分が見えるのみである。

杯(9)は土師器で口径 14.2Cm、 器高5.5Cmを 測る。 胴の部分にふ くらみを持ち椀に近い形を作っている

もので、底部 も高台様の台を作 り出し、器の安定を考えたものか、後で述べる様に、この土器が最初から

火にかける為のものとして、底部を厚 くしてあるのかも知れないのである。器面の成形は明らかではない

が、口縁部の内外両面に細かい薄い条痕が見えるのみであり、全体に粗製の感 じを受ける。色調は褐色の
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①

第Ⅳ章 調査遺跡

61住 カマ ド

I層  焼上,砂質寅褐色土含む砂質黒褐色土

H層 焼Ji(熟 褐色土を含む )

Ⅲ晴 Frl質 賞掲色土(焼上をわずかに含む )

Ⅳ晴 砂 fi黒 色上をFIF点状に含む砂質責褐色土
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図8 61号 住居llLカ マ ド (1:40)

剛
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61号住居llL 礫・遺物出土状況
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第1節 借馬遺跡Ⅲ

地に煤がかかり、両面共荒れている。こうしたことから見てこの杯は火にかけたことが分かり、それはこ

の器を作る時に考えられたものであろうと思われる。

椀(10)は 土師器で、日径12.4cm、 器高8.6Cm、 器厚は胴部分で l cm、 底部では1.7Cmと 比較的厚手に作ら

れてい
た

もので、器面の成形は口縁音Sの内外にヨコナデが行われているのみで、他の大音5分は荒 く凹凸の多

いケズリを加えてある程度で、粗製の感がする器である。色調は暗褐色の地に煤が全面に付着しており、

これも同じく火にかけられたものと考えられよう。

杯(1)は黒色土器で、日径17.5Cm、 器高 5 cm、 器厚 l Cmの 大きさを測る。胎土は級密で雲母と長石をわ

ずか混じえており、焼成良好である。約÷の大きさが遺存した。器面は内面を横にヘラミガキがなされ、

外面は口縁部を横に 2 Cmの 幅でハケメを施 し、それより下部は縦に部分的にハケメを付けている。色調は

褐色で内面の一部を残 して炭素を吸着させているもので、黒色の部分は多いものの完全 とはいえない。

杯(8)は (7)と ほぼ同様の椀に近い形の黒色土器で、口径13.8cm、 器高6.5Cm、  器厚は口縁部を除き 7

mmを 測る。胎土は緻密で焼成良好である。器面は内外共にヘラミガキがされ、底部 もヘラケズリの後ヘラ

ミガキが行われてお り、全体に入念な作 りである。色調は内面黒色で外面は明褐色を呈する。

無頸壺 (11)は 黒色土器で、口径 12.5Cm、 胴の部分にふ くらみを持ち、18cmを 測る。器厚は胴で l cm、 底

部は1.7Cmと 厚手に作られている。器面は口縁直下 |ごハケメがわずかに見える程度で、他は全面 をヘ ラ ミ

ガキが行われ、入念な作 りとなっている。胎土は緻密で焼成良好であるρ色調は内面の下半部分 と外面の

底部のみ黒色が見えているのみで、他は明褐色で光沢さえある程器面はなめらかである。

以上は本住居址内より出土 した主要な土器であるが、全体に土器は入念な作りのものが多く、中に回転台

図10 61号 住居址出土遺物 (1:4)

t$i I'lll I t
t\ rpl lr
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第Ⅳ章 調査遺跡

の使用によって作られたと見られるものがあり、杯の(1)。 (5)。 (7)・ (8)・ (9)と 無頸壺の(11)な ど

はそれを推察させるものがある。この他重要なことは、土器の胎土が緻密で石粒などの混入がないことと、

炭素吸着の程度が一定の段階にあることなどで、これなどはC地区ばかりでなく、他の地区をも含めて全

体の視野の中で取 り上げられる問題かと考えるものである。

(原  田 噴 )

② 62号住居llL(図 12013014,写 真4・ 5・ 36)

遺構 62号住居址は、C地区の北端中央に位置して検出された竪穴住居址で、約4m西南に61号住居址

が検出されている。竪穴の形状は、南北4.9m、 東西5。 lmの不整な方形で、北壁が内に南壁が外に曲る特

砂質黒色土 (Fe203浸 透 )

砂質黒色土

砂質暗責褐色土含む砂質黒色土

砂質黒色土班点状に含む砂質黄褐色土
砂質黒色土プロック

砂質黒色土含む砂質暗褐色土
カマ ド
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図 11 62号 住居址 (1:80)
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▼‐

■

82住 カマ ド
I層 砂質黒褐色土
H層 砂質黒色土

‖層 鷺士著:賞走警多省暮3む
砂質黒色土

V層  増圭
粒を少し含む砂質熱色土

Ⅵ層 粘土粒・焼土粒・炭llを 多く含む                
‐

図12 62号 住居址カマ ド (1:40)
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殊な形を見せている。竪穴は東西方向がやや大 きいものの、カマ ドの位置から見て、磁北に対 して約40°西

へ振ったプランである。この方向はこれまでに検出された本遺跡内の竪穴住居址に類例が多く、風向き、

日照などが大きな居住の条件 となることから、当時はこの方向に近い形が採用されたことと考えられる。

竪穴の壁は東西両壁が60° 、南壁が70° 、Jヒ壁は崩落が多く30° となっていた。

竪穴内部の土層は V層 まで堆積 し、この中で I′ 層からⅢ層にかけて、床面上まで川原の自然石が散乱し、

更に床面の東南隅には薦石が11個 塊状に集めた状態で発見された。こうしたことから、本住居廃絶後間も

な く、西北方向から流れ込んだ強い水の勢いによって、住居址まで川原石が入ったものと考える。

柱穴址はPl～ P5ま で確認された。この中のPlは径40～ 60Cm、 深さ40cmで下底部は20cmと 細 くなり、

根固めの石か と思われる小石が 7個入っていた。以下 P5ま での柱穴はほぼ同様の遺構状況が見られた。

周溝と見られる溝が、床面の西壁下から南壁東端まで回っていた。幅40Cm前 後、深さ10cm程の所が多い。

更に床面の東北隅にも40cmの 幅で lm程の長さに溝があり、これも周溝の一部を示すかも知れない。

カマ ドは北壁中央に設けられた痕跡があり、その形態は石をほとんど抜き取っているので不明であるが、

恐らく焚田部力・ ら煙道部にかけて、矢沢石 を粘土で組み固めたものであったことが推察される。調査の折

にカマ ド跡前面から多量の灰が検出された。

遺物 本住居址からは、土師器の甕 5個体 と黒色土器の杯 4個体が検出された。

土師器の甕 (22)は 、日径 29。 6Cm、 器高31.2Cm、 器厚は回縁部から胴部へかけて l cm、 底部で2.4Cmを測る。

全体の形は頸部でわずかに折れて口縁がわずかに付けられるもので、口径の大きい所が特徴 といえる器で

ある。器の成形調整は、表面は口縁から頸部にかけて横方向のハケメを行ない、以下胴部下方へかけてへ

ラ状具にて縦方向にナデが行われている。内面は器面が余Jげ落ちて分らない状態である。色調は内外共に
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図13 62号 住居址礫・遺物出土状況 (1:80 遺物  1:8)

明褐色を帯びてお り、焼成はやや もろい感 じを受ける。約半分の残存部が発見された。

土師器の甕 (21)は 、日径 19.8Cm、 器高30:76m、 器厚は口縁部より胴音陶こかけて0,7Cm、 底部で2.76mを 測る。

頸部からゆるく折れて口縁部が作られ、すっきりとした胴部が底部まで続いているものである。器の調整

は、表面は頸部から上が横方向にナデが行われ、以下は底部まで縦方向にヘラ状具又は指頭でナデてある

らしい痕跡がある。内面の口縁部は横方向のナデが行われ、以下はヘラ状具にて自由な方向にナデている。

色調は明褐色をしてお り、焼成はやや もろい感 じを受ける。

黒色土器 (14)は 、口径 14.4Cm、 器高 5 Cm、 器厚 l Cmで、底部は平底であるが、外方へやや上がる形態の

底部をもっている。'器の調整は、表面は磨耗して分 りに くく、内面はヘラミガキの後炭素質を浸透させ、

内黒としている。表面は暗褐色の地に炭素の浸透が所々黒色に出てお り、焼成はよい方である。

黒色土器 (15)は 口径 13.8Cm、 器高4.4Cm、 器厚は口縁部から下向べ 0。 7Cm、  底部では1.4Cmを 測り丸底で

ある。器の成形は、表面が入念なナデを行ない、内面はヘラで ミガかれている。色調は表面が黄褐色で内

面は炭素吸着で黒色をしている。焼成はやや もろい。

薦石が11個床面の東南隅にて発見された。

この地方で俵石 ともいい、安山岩系の自然石である。何れも長さ10～ 13Cm、 幅 4～ 6 Cm前後の角柱状の

石を選んである。                             (原  田   噴 )

一
一
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図14 62号住居址出土遺物 (1:4)

③ 63号住居址 (図 15・ 16・ 17・ 18・ 19,写真405・ 6・ 27・ 28036・ 37)

遺構 本址はC地区の東に検出された。北には77・ 78079・ 80081・ 84号住居 l■ 、西には70071・ 72号

住居址,南には64・ 68・ 69号住居址が、それぞれ隣接 している。東西 6m、 南北6.2mの 方形であり、 主

軸方向は磁北より45° 西を向く。

壁高は東壁20Cm、 西壁20cm、 南壁20cm、 北壁20Cm程であり、ほぼ垂直に立ち上がる。周溝は検出されて

いない。

床面は住居址中央部が貼床されており、堅 く良好な状態であったが、周辺では軟弱 となる。住居址中央

部東側及び西側には、厚さ 2-4 Cmの焼土が検出された。

主柱穴は、Pl・ P2・ P3・ P4の 4本が検出された。 P5・ P7は貯蔵穴の一種かと思われる。

カマ ドは北壁中央部に設けられた石組粘土カマ ドである。石組の遺存状態は悪 く、ほとんど原形をとど

めていない。

本址 には、多 くの炭化材及び焼土が散在 している。最長の炭化材は長 さ150Cm、 幅10cm、 厚さ 9 Cm

であり、柱状のものが多い。焼土は床面に密着す るが、炭化材は 5 Cm程床面より浮いた状態で検出され

―-55-―



第Ⅳ章 調査遺跡
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63住内 P
I層  砂質晴褐色土(炭粒・黄褐色土地 を

わずかに含む)

‖層 砂質黒褐色土(炭粒・賞褐色土粒を
わずかに含む)

Pte Pr Prz 
- n.l.

フ

・WY
63住重複 P他

_R3-

V

V

―R2R・ ―

一　了
-PrPs

--qY
II

- B'-
M

一

　

Ｔ

Ｈ

ド Y

Y ｀
=/

_ R7    RI_ _ R _円 。m

∪

図15 63号住居址 (1:80)
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第 1節 借馬遺跡Ⅲ

た。火災に遇って廃絶したと思われる住居七Lである。

埋没土は、 I層 で、自然的埋没であると思われる。

④

ざ

ざ

ヽ ●
ち

63住 カマ ド
I層 熱色土

||′層 螢総8士 1燈圭通:農こを5:「逸土粒
わずかに含む)

H■ 黒褐色土(砂・褐色粘土粒を含む)

I「層 黒褐色土(黄色砂粒多く含む)

‖I層 黄褐色土(焼 土粒・粘土粒を多く、黒色
土粒を含む )

‖r層 責褐色土 (粘 土粒・焼土粒・灰粒・炭粒
をわずかに含む)

Ⅳ層 褐色土(帖 上粒・黒色土粒・焼土粒をわ
ずかに含む,やや帖性 )

Ⅳ電 褐色土(黒 褐色土を含む,粘性 )

「

層 褐色土(焼 土粒を含む,粘性 )

V層 暗褐色土(焼 土粒・砂粒少量含む)

Ⅵ層 黄褐色土(黒 色土粒・炭粒・焼土を含む)

0,す _¬_____一 ヨ m

図16 63号住居址カマ ド (1:40)
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遺物 本址からは、多量の土師器及び須恵器が出土した。図示可能な資料は次の通りである。

土師器・杯 (28・ 29・ 30・ 31・ 32・ 33・ 34・ 35。 36・ 37)口 縁部から底部に至る破片で、残存部は全体

の50～ 20%程度である。図示可能な資料はすべて黒色土器であり、内面には横位及び斜位のヘラミガキが

施される。

0           1           2●

図17 63号住居 llL炭 化物・礫 。遺物出土状況 (1:80 遺物 1 :8 49050 1:4)
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第Ⅳ章 調査遺跡

0        5m
0          10m

図19 63号住居址出土遺物 2(1:449050 1:2)

土師器 甕 (39。 41042・ 43・ 45・ 47。 48)41042・ 43・ 48は ほぼ完形であるが、39は 口緑部、47は 底

部の破片である。長胴の甕 (41◆ 42・ 43)の外面は縦位のヘラケズリが施 され、内面は横位のハケメ及び

ナデが施 されている。45・ 48は 内・外面共にハケメののちヘラミガキが施 されている。

土師器 壺 (38・ 40・ 44・ 46)38は無頸壺である。外面は斜位のヘラミガキが、内面は口縁部上半にへ

ラミガキののちハケメが、下半に横位のヘラケズリがそれぞれ施 されている。40は 短頸壺で外面は横位の

ハケメ、内面は斜位のハケメが施 されている。38・ 40共 に口縁部だけ残存していた。44・ 46は 共にほぼ球

形であり、外面には'ヘ ラミガキ及びハケメ、内面には横位及び斜位のハケメが施 されている。

須恵器 杯 (23・ 24・ 25・ 26)23は蓋付杯である。杯蓋は検出されなかったが、杯身は完全な状態であ

る。内外面共に左回 りのロクロ整形である。24・ 25・ 26は 共に破片である。25026は内外面共にロクロ整

形であるが24は ロクロ整形ののち、ハケメが施されている。24の底部は回転ヘラケズリが施され、25は 付

高台の上から回転ヘラケズリが施されている。26は 回転糸切 りである。

須恵器 横餐 (27)口 頸部から胴部上半にかけての破片である。日縁部にはロクロナデが、胴部上半の

内外面にはタタキメが施 されている。

土器のほかに紡垂車・鉄鏃が出土 した。

―-60-―
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紡垂車 (49)紺色の滑石製で、裁頭円錐形を呈 し、中央に径約 6 mmの ほぼ真円な孔があけられている。

大きさは下部の径4.2cm、上部の径 1.8cm、 厚さ2.3cmで 、上部 と側面には研磨の折の条痕がついている。

出土遺物のうちカマ ド内及びカマ ド周辺より出土 したものは、28・ 29。 30・ 31・ 32・ 33・ 34・ 37・ 39・

41・ 42・ 43・ 44・ 45。 46・ 47・ 48であり、図示可能な遺物の61%を 示める。横盆及び鉄鏃は東南隅、紡垂

車及び蓋付杯は南壁中央部際よりそれぞれ出土している。須恵器杯 (25)は 流れ込みであると思われる。

(寺 鳴   仁 )

④ 67号住居址 (図 20021・ 22・ 23,写真11012・ 31)

遺物 67号住居址はC地区中央のやや北寄りに検出された竪穴住居址で、この地点付近には66号・70号

V層  炭化物焼土含むⅢ層
Ⅵ層 責褐色砂
Ⅶ層 カマ ド

0'住内 P
I層 砂質黒色土

R"・ R“
I層 砂質黒褐色土 (Fe203浸 透 )

I′層 砂質A色土
H層 砂質暗責褐色土
II層  砂質責褐色土含む I層
Ⅳ層 砂質暗賞褐色土含むI層

_Pr _ - 
Pr _ _ Ps

丁 U tt W
図20 67号住居址
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第Ⅳ章 調査j童跡

67住 カマ ド
I層 焼土少量含む砂質褐色土
1.層  焼上を含まないI層
H層 粘土
Ⅲ層 焼土炭化物
ⅡI■ Ⅲ層よりやや焼上が少ない
Ⅳ層 砂質黒色上を班点状に含む黄褐色土
V層 砂質黒褐色」1

Ⅵ層 砂質黒褐色土と灰を含むII層

Ⅶ層 灰を多量に含む

図21 67号 住居址カマ ド (1:40)

。71号・72号・63号などの各住居llLと 、掘立柱による建物址の遺構が多く検出されており、長い期間にわた

り居住地として利用された地帯である。

竪穴は東西及び南北の何れも5.4mの隅丸方形プランである。壁は原形が保たれ、東西両壁は75° ～80° と

強い角度をとり、南北両壁も60° 近い角度をもって堀 り込まれている。

竪穴内部の土層はⅦ層まで堆積が認められ、この中でV層 中に多量の炭化物が埋もれているのが分った

為、注意して検出した結果、本住居の建築材が火災によって崩れ落ちた状態で埋没したものであることが

判明した。

本住居址のカマ ドは北壁に設けられており、家屋としては南面する建物であったと見られる所であるが、

検出した炭化物も家屋の上部構造がある程度は察知出来る状態にあるものと見られる。ここで炭火した建

築材を見ると、太さは4～ 15Cm程 に焼けのこり、当時の原形は推察するしか出来ないが、それぞれの検出

状態と位置によって用途が分かるものもあることから、この点について見て置きたいと思う。

最初に床面の東側に南北方向に検出された炭化木は、やや太くて長いものであり、その位置や大きさか

ら、本住居の東側にある2本の柱の上に渡された梁ではなかったかと考えられ、次に床面の中央に東西方

向に検出されたおよそ10本の炭化木は、梁の上に渡された 2本の桁と、屋根の棟木ではなかったかと見ら

れるもので、更に以上の炭化木の外側で放射状に検出されたやや細めの炭化木は、垂木であったと考えら

卜
ざ
・‥
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れるものであり、これらのことを総合的に見ると、焼失当時に相当な家屋材は失われたものの、この住居

は、入母屋造りの構造で建てられたことが推察されるものである。

床はカマドの所でやや深く凹みをつくる。大部分は平担であり、その中央部はよく踏み固められている。

柱穴址は床面に 4個 と北壁のカマ ド近 くに 1個発見された。床面の 4個は形が整然としており、建築構

造を推測させるものがある。

柱穴址を見るとPlと P2の 間隔は3mで、P3と P4の 間隔は2.95mと これに近 く、Plと P4及 びP2と P3

の間隔は何れも2.4mで同じであり、これは東西にやや長い構造の屋根をつけた家であったことが考えられる。

カマ ドは北壁中央に位置して築かれており、カマ ドの焚口部が崩れた状態で発見された。このカマ ドは

石組粘土カマ ドで、石組に近 くの川から集めた細長い矢沢石を使用しているのが特に注意される所である。

カマ ドの石組は、北壁から南に 2列に石を立てならべ、片側 5本ずつの支え石とし、その上に同様の石を

横に 5本架け渡して骨組をつ くり、これを粘土で厚 く巻いて作ったものである。この形で当初の大きさを

推測することとすれば、おおよそ焚口部の口径は縦横共に30cmの 方形状で、奥行は60cm程で北壁に達し、

北壁に掘られた溝を経て屋外に続き、約60cmの 煙道部も小形の筒状に石と粘土で築いて連結させており、

焚口と煙道部がこれによって効率のよい働きをしていたことが考えられる所である。

＼ _____慶警薔諄レ
104

フｒｒ・・・・・・ロロ，０５

0             2m

図22 67号住居址炭化物 。礫・遺物出土状況 (1:80 遺物
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遺物 住居址床面より30～ 40Cm浮 いた I層 中に平盆(107)が 出土した。これは住居址廃絶後t何らかの要

因により入ったものと思われる。平盆は73号住居llLか ら出土した破片と接合した。器の成形は体部残存部

分の上半分はロクロナデとし、下半分と底部は回転によるヘラケズリが行われている。胎土は砂粒を含む

も焼成はよく、色調は内面白灰色で、表面は灰色の地に緑色をした自然釉が滲み出ているb

須恵器の台付椀(102)は 焼けひずみの大きい形をしており、床面のカマ ドの右側近くで発見されたもので

ある。半球形の体部は最大口径12.OCm、 中央でやや』、くらみ32.5Cmを 測る。椀をのせた脚部は小型であり

有段であるものの、透しは見られない。全体の器高は12.6Cmで ある。焼成はよく、色調は内面青灰色、表

L__十"____一~早an

図23 67号住居址出土遺物
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面は暗緑色で自然釉が所々滲み出ている。                       ,

土師器の杯(103)は 口径12.4cm、 器高4.2cmで 、底部は丸底である。器の成形は、内面の底部はナデが行

われ、それより上部から口縁部にかけては、ヘラミガキの後一部ハケメが施され、表面は底部全体にヘラ

ミガキが行われ、口縁部はヘラミガキの後、横方向にハケメがつけられている。器厚は平均0.3cmと 薄く焼

成はよい。色調は内面褐色で表面は暗褐色を呈する。

土師器の甕(109)は 口径17.8cm、 底部径6.5cm、 器高25.3Cmの 大きさで、頸部で新れた回縁部が2.5Cmと 短

かいつ くりとなっている。胴部はほっそりとして下部は細く、器厚は口縁がやや薄く0.7cmと し、胴部は平

均 l cmを 測り、底部は2.5Cmと厚いつくりとしている。器の成形は、内面は 6本 を単位とするやや荒いハケメ

で自由方向に仕上げ、表面は同じ器具にて縦方向に仕上げを行っている。日縁は内外両面共に横方向にナ

デが行われている。焼成はややもろい感じを受けるも、ほぼ完形で出土した。

次の土師器の甕(108)も 、ほとんど同形品で、日径 17.5Cm、 器高25.3cmで、内外両面に 4～ 6本 を単位 と

するハケメ痕が残されている。これもほぼ完形品であり、住居の火災に取 り出すことの出来なかった遺品

であると考える。                       ・          (原  田   噴 )

⑤ 第71号住居址 (図 24・ 25・ 26・ 27,写真12・ 13・ 32・ 36)

遺構 本址は、70・ 72号住居址に東北隅を切 られた状態で検出された。東西6.6m、 南北7.4mの隅丸方

形である。主軸方向は磁北より20° 西を指向し、70号住居址 とほぼ同じである。

壁高は東壁35Cm、 西壁45Cm、 南壁45cm、 北壁35Cm程 であり、西壁以外はほぼ垂直に立ち上がっている。周

溝は検出されていないが、東西隅に、掘 り込みが検出されている。

床面は、住居llL中 央部が貼床されてお り、堅 く良好な状態であったが、周辺では軟弱 となる。

主柱穴はPl・ P2・ P4・ P7の 4本が検出された。 P8は P7の支柱穴と思われる。P3・ P5° P6・ P9

は壁際に掘られていた。

カマ ドは北壁中央部に設けられた、石組粘土カマ ドである。粘土部はほとんど崩れ落ちていたが、石組

の遺存状態はよく、僅かに天丼石が持ち去 られたのみで、両袖石は完全な状態で遺存していた。

本址には、多くの炭化材及び焼土が散在 している。最長の炭化材は長さ150Cm、 幅20cm、 厚さ5cmで あり、

柱状のものが多い。焼土は床面に密着するが、炭化材は 5 Cm程床面より浮いた状態で検出された。火災に

遇って廃絶したと思われる住居址である。

埋没土は、自然堆積であり、Ⅲ層に大別できる。

遺物 本址からは、多量の土師器及び須恵器が出土 した。図示可能な資料は次の通 りである。

土師器 杯 (143・ 1440145。 146)143・ 146は 口縁部の破片、144・ 145は 口縁部から底部の破片である。

図示可能な資料はすべて黒色土器である。

土師器 甕 (147・ 148・ 149。 150。 151015401550156・ 158)1540155。 の底部の破片、 158の 胴部から

ら底部にかけての大きな破片のほかは、すべて口縁部から胴部上半にかけての破片である。 155に はロクロ

による整形が施されているが、そのほかの資料には、ナデ、ヘラミガキ、ハケメが施されている。147、

149は 黒色土器である。

土.師器 高杯(153)脚 部の破片である。黒色土器であり、外面にはヘラミガキが施 され、内面には指圧痕

が見られる。

土師器 甑 (152)ほ ぼ完形である。内面には横位のヘラミガキののち一部にハケメが施 され、外面には斜
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_ P. R,_ _R3_ _P40_"ぃ

VT

砂質黒色土 (Fe203浸透 )

砂質暗責褐色土 (砂質黒色土含有 )

協穫踏要織量プ
層より砂質黒饉 が少なり

砂質暗責褐色土 (やや18色土が少ない)

砂質茶褐色土

炭化物大量に含む砂質暗責18色土
砂質暗黄褐色土 (責褐色土を大量に含む )

砂質嗜賞褐色土 債 褐色土を少量含む )

カマド

砂質暗褐色土(若 千の炭化物を含む )

炭化物

I層 砂質嗜褐色土
H層 砂質明褐色土,焼土・炭化物を含む
Ⅲ層 砂質暗責褐色土 炭化物を多量に含む
Ⅳ層 焼 土
V層 砂質嗜黄褐色土プロック 焼土を多量に含む

佳７０
嘲
嘲
嘲
―‐‐層
嘔
嘲
瑚
瑚
噸
明

住７２

‐

Ｈ

K′

H′

Q′

・72号住居址
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第Ⅳ章 遺跡調査

位のヘラミガキののち一部にハケメが施されている。

須恵器 杯 (140・ 141・ 142)140は 蓋の破片で、ロクロ整形である。1410142は 共に口縁部の破片で、ロ

クロ整形である。

須恵器 フラスコ形瓶(157)は 、反時計回りのロクロ整形である。西に隣接する67号住居址から破片が出土し、

出土レベルも高いことから、住居址外からの流れ込みであると思われる。

土器のほかに砥石、不明鉄製品、俵石が出土した。

祗石(159)形は12× 10× 13cmの直角三角形。厚さ4cmの安山岩で三面が磨かれて凹み、表面に掻き疵 と思

われる細い条痕が認められる。色は灰白褐色である。

(寺 嶋 仁 )

/r｀
 ヽ ヽ

IL、

ハ

ハ、

ユ
■
・
３

71住 カマ ド
I層 焼土少量含む砂質暗褐色土

H層 焼土 多量に含む砂質暗褐色土

11層  I層 よりやや黒い

Ⅳ層 I層 に帖土少量含む

V層 砂質黒褐色土
V堀 焼土少量含む V層
Ⅵ層 やや粘質暗責褐色土

Ⅵ'層  焼土含むⅥ層
Ⅷ層 灰色砂
Ⅷ層 焼粘土
Ⅸ層 砂質黒褐色土に I層 を班点状に含む
Ⅸ層 .Fe,03浸 透部分

図25 71号住居址カマ ド (1:40)
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o_2m

図26 71号住居址炭化物・遺物出土状況 (1:80 遺物  1:8 160 1:4)
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140

:42

3

口
 149

55

158

|

([三ラ
:::二f::Lこ≧:(【

:;三
〕〉

160

L―一十~―~―Jm

0          10論

図2771号住居址 出土遺物 (1:4 159。 1601:2)
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第1節 借馬遺跡Ⅲ

⑥ 74号住居址 (図 6・ 28,写真16・ 33・ 36)

遺構 本住居 l」Lは C地区の東北隅に近い位置で検出された竪穴住居llLである。竪穴の南端を77号 と78号

の両住居址によって切 り合いとなった為、南壁の大部分は失われている。現況では、竪穴北端で東西4.2m、

南側の東西:両壁間で 4m、 西辺が 5m、 東辺の残存部分が4。 4mと 不整な長方形に近いプランである。

この竪穴は磁北に対 し長軸を30° 東に振ってお り、この近 くの他の竪穴が長軸を西へ30° 前後振るのに比

べ、変った形を示 している。

次に東・北・西の二方の壁は20° から30° の角度で床面に掘 り込まれてお り、床面までの深さは北壁中央

で40Cm、 同両端で20Cmで あり、竪穴の南側では30Cmを 測る。総体的に西側が深いたるみを持った床面である。

柱穴址は床面に 6個 と、北壁の中央部分に 2個並んで発見された。この中で北壁に設けられたものは外

部の他の施設のものではないかと見られ、直接のものではないと考えたい。

この他カマ ドや周溝などの施設は見当らない。

遺物 遺物は比較的少なく、黒色土器の杯 2個 と、他に甕の破片がわずかに出土 した。

杯 (172)は 黒色土器で口径11.7cm、 高さ3.7Cm、 器厚 5 mm～ l cmを 測 り、内面は入念なヘラミガキが行わ

れ、外面も丸底の底部までヘラケズリの後入念なヘラミガキをされている。一見 して手頃な杯である。胎

土は雲母がわずかに見えるのみで、緻密で焼成

良好である。炭素の吸着は内面に充分行われて

黒色をしてお り、外面にも口縁部にわずかなが

ら滲み出ているだけで、この部分は黒褐色を呈

し、他は明褐色である。

(原  田 噴 )

図28 74号住居址出土遺物 (1:4)

⑦ 78号住居址 (図 6・ 29・ 30,写真16・ 17・ 33)

遺構 本住居址はC地区の東北隅に近い位置にて検出され、多数の竪穴住居llLが切り合う状態で発見さ

れた中の一軒である。西北を77号 と81号の両住居址が切っているので、全体の約÷の東南部分を残すもの

で、現在長は東壁4:6m、 北壁2.6m、 南壁3.4mで、東壁に沿う床面を中心に残存した形となっている。

この竪穴の原形は、磁北より西へ45° 程振った長方形であったのではないかと考えられるプランである。

竪穴内部は I層 とH層に分かれて堆積しており、 I層 は10cmの深さで黒色土が見られ、これは粘性があ

って酸化鉄を含むもので、次のH層 は深さ7 cm～ 12cmの黒褐色土で砂を含む堆積状態であった。これらを

見ると、本住居址は廃絶後間もな く水害 と見られる土砂の流入があり、その後長い間に適度な環境によっ

て植物が一帯を覆し、、腐植土の堆積 となったことが考えられる。

本址の柱穴址′ま4箇所に発見されているが、大きさは径20cm程 のもの 3箇所の他に、30cmの ものが 1箇

所発見されている。

遺物 須恵器の杯蓋(209)が発見されている。約÷の破片でひずみの大きい為計測困難であるが、日径

14.Ocm器 高 6 Cm程のものと見られ、器厚 5 mmで色調は灰色を呈し、焼成良好である。器の整形は天丼部の表

面をヘラケズリとし、表面全体と表面の下半分はナデによる仕上げが行なわれている。天丼部表面の中央に

つまみを付けていたものと思われる。

土師器の甕(218)の 口縁部は幅 5 Cm高 さ 4 cmの小破片であるが、頸部で強 く折れる形に特徴がある。器の

0                      10om
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第Ⅳ章 調査遺跡

内外両面をヨコナデとし、頸部より内面はヘラケズリを施 している。色調は暗褐色で、表面は黒 く煤げてお

り、所々に油煙が付着 している。

薦石が床面より11個 発見された。大きさは長さ10Cm～ 15Cm、 幅 7 Cm～ loCm、 厚さ5 Cm～ 8 Cmで 、重量は

300g～ 500g程のものである。何れも近くの小川から拾った自然の転石であるが、この中で2個の石の面

にわずかづつの磨き出した所が見られ、他の用途としても考えられる点、注意したい遺物である。

(原 田   噴)

((〔

::::!〕
)十

0
+ 0

′

“

号

住

居

址

◎

７８

号

住

居

址

◎

◎

◎
００

号

住

居

址

図29 77・ 78号住居址礫出土状況 (1:80)

７９

号

住

居

址
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′::i::::::::::::::::::|::::::::::::::::iilll、

2ヽ14
212

m

図30 78号住居址出土遺物 (1:4)

(3)第  Ⅶ 期

① 64号住居t」L(図 31032・ 33・ 34,写真 7・ 8・ 29・ 36・ 37)

遣構 本住居址はC地区中央の東端に位置して検出された竪穴住居址で、竪穴の東側に沿い68号・69号

の両住居址が切り、東南隅は地区外の為に調査が及ばない所から、現況では約
=の

遺構が確認出来た範囲

である。竪穴の原形を推定すれば、東西 6m、 南北5.4mと 長軸を東西にとり、カマ ドが北壁に設けられて

、あるので、南に面 して構えた住居であったことが考えられる。

竪穴内部の土層はⅣ層まで確認され、その間Ⅳ層から床面上に相当の炭化物が遺存し、カマ ド付近には

土器が比較的多く発見されるに至つたことから、火災を受けて放置された後埋没したものではないかと見

られる。

竪穴の深さは、壁に接 した床面までが30Cm、 床面中央が凹みをもち40cmと 低い。

壁は40° にて床面に達 し遺存はよい方である。柱穴址は計14個発見されたが、これらの中で、P3 ・ P5
。P9は主柱址 と見られる。P3は西北隅に近 く、径26Cm深 さ30cmでぁる。P5は P3に相対 し西南隅で、

径34Cm深 さ30Cmで底は細い。P9は北東隅に近 く、径40～ 60Cm深 さ36Cmで底は平坦である。

カマ ドは北壁のほぼ中央部に作 られ、焚口部前面が崩壊 した状態で発見された。この断面は北壁の角度

が60° で掘られ、
´
その深さが40cmに 達 した所で、ゆるい舟底状のたるみをとっ.て 更に30 cm下 降している。

この面を基盤 として幅90cm奥行70cmの 広さに矢沢石18個 と粘土を用いてカマ ドを築いたものと考えられる。

矢沢石は近 くの川から集めたもので、30cm前 後の長さのものが多い。煙道部は北壁より50Cm北 に張出して

作っている。焚口部前面に土師器の破片と少 し離れて砥石 1個の他に、焚口部東側に土師器の甕が 4個発

見された。

遺物 須恵器の提瓶 (58)は 約÷の破片で体部の扁平な方である。推定の器高は22.5Cmで、器厚 5 mmで あ

る。表面に同心円状のカキロをほどこしてあり、色調は表面青灰色で内面は赤褐色を呈 し、胎土は長石粒

―-73-―
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田

5質綱 は 幽 ヒし3m機の小石猪 千含ω

H層 砂質晴褐色土 (3 Cm程 の小石を少量含む)

Ⅲ層 砂質晴責褐色土

Ⅳ層 は り床黒色土

V層 は り床赤43色土砂ましり

Ⅵ層 砂質晴褐色土 (小石 を含まない)

住
炭化物少量含む砂質漆黒色土

黒褐色土 (F0203浸透 )

砂質鳳色土

砂質黄褐色土プロッタ

砂質黒色土プロック

炭化物含む砂質暗賞褐色土

砂質暗黄褐色土

焼 土
V層 を含む焼土

砂質黄褐色土含む砂質暗責褐色土

６４
‐

■
ｒ

＝

Ⅳ

ｖ
ゾ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

ざ
`"“

:m

‐
… …

Q′ :口

““

64・ 68・ 69号住居址 (1:80)
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vy tL」 Y ttv Iシ W
64住内P
I刷  砂 t7111ヽ 色上
H層 砂質晴賛掲色土 (‖ 色J:含 む)

Ⅲ層 砂質口F賞 褐色土 (H層 より■1い )

鼻
可・Ｒ，一Ｖ工〉・Ｒ‐．Ｖ

瑚 ¨

汀  V

64住付近 P
Ij“  砂 ril‖ 色上

「 層 1/1質 ‖ヽ色Jl(_11部 Fe:01浸 透 )

‖層 l lll含 む砂質Hi賞褐色土
Ⅲ
'M 

砂τ〔‖

`ITN色
上(II層 より黒い )

―R_ _R7_  _R_`“
“

:“

け  `Ⅳ  了

_R・_  _R・ _ _RI_`"嗜.

¬
 T U

_R_ _ R3 _   _R_“
・..

Vy,

プ

7

層

η

層

を含むが焼成よくしまっている。本址の I層 とH層 の境より出土した。

須恵器の壺(55)は 頸部から体部にかけての破片で、全体の形状や大きさは不明である。破片より察すれ

ば、頸部は細 く、体部は球形であり、その肩の所に幅1.5mmの 沈線 1本入れてある。器厚は頸部で 3 mm、 体

部では 5 mmを 測り、色調は内外両面共に黄灰色を呈し焼成はややもろい感じを受ける。

土師器の甕(65)は 口径19.7Cm、 器高33.6Cmで、器厚は口縁部が 7 mm、 胴部はほぼ l cm、 底部は1.8Cmと 厚

いやや大形の甕である。短かい口縁部が外反する長胴型のタイプである。器の成形は、日縁部の両面は横

にナデがなされ、頸部から底部までの表面は入念な縦方向のヘラケズリを行ない、内面はナデの後にヘラ

状具にて叩いてある。底部には木葉痕をつけている。色調は表面暗褐色で内面暗黄褐色を呈して焼成良好

であり、ほぼ完形品で発掘された。

土師器の甕(64)は 口径17.6Cm、 器高23.5Cm、 器厚は口縁部で l cm、 胴部1.5Cm、 底部2.4cmで 、ゃや厚手

な作 りである。整形仕上げは、日縁部の表面は横方向に15本のハケメ仕上げとし、頸部から胴部全面に縦

方向に 7本単位のハケメがなされ、内面は口縁部から頸部は横にナデとし、その下部約 3 cmは ハヶメと横

方向のヘラケズリとが行なわれ、胴部の中央は縦方向のハケメをした後一部にナデやヘラケズリも行われ

ている。底部には木葉痕を付している。色調は両面が暗褐色を呈し、焼成はややもろい感じを受ける。

砥石(68)は 長さ18Cmで 、一辺が 3～ 5 Cmの 六角形の断面をもっている矢沢石である。各々の面に磨耗痕

が見られる。カマ ドの前面右側から発見された。

64住付近P

_R,_  _R`_  _R。 _

V tt v

工
π）
　
・Ｒ３．Ｔ
Ｕ

工Ｖ
　
エン
ニ
Ｕ

砂質濠‖色土

炭化物含む砂質漆黒色土
晴責褐色土含む砂質漆黒色土

―-75-―
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瞑o

G黎0に
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ヽ

I層 黒褐色土 ｀

H層 嗜褐色土
H■ 暗褐色土(黒 褐色土・炭粒含む)

Ⅲ層 焼 土

‖l'層  焼上 (責 褐色土を含む )

‖■ 焼土(fFI上 を含む)

Ⅳ層 責褐色土(やや粘性)

0            1m
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64号住居址カマ ド
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図33 64号住居址炭化物・礫 。遺物出土状況 (1:80 遺物  1:8)
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第 1節 借馬遺跡Ⅲ

② 72号住居t」L(図 24035036037,写真14033)

遣構 本址は、70号住居l」Lに 北西隅を切られ、71号住居址の東壁を切っている状態で検出された。東西

5.4m、 南北4.8mの隅丸台形であり、主軸方向は磁北より36° 西向きである。

壁高は、東壁10cm、 西壁30cm、 南壁20Cm、 北壁20Cm程 であり、南壁以外はほぼ垂直に立ち上がっている。

周溝は検出されていない。

床面は住居址中央部が貼床されており、堅 く良好な状態であったが、周辺では軟弱となる。

主柱穴はPl・ P3・ P6の 3本が検出されたが、Jヒ西部の柱穴は、 70号住居址との切り合いのため、検出で

きなかった。P2・ P5° P7は主柱穴と何らかの関係があると思われる。

カマ ドは北壁中央音陶こ設けられた、石組粘土カマドである。石組の遺存状態は悪 く、ほとんど原形をとどめて

おらず、袖石、天丼石が散乱しているだけである。

本址には、多くの炭化材及び焼土が散在している。最長の炭化材は長さ200Cm、 幅20cm、 厚さ5 Cmであ

り、板状のものが多い。焼土は床面に密着するが、炭化材は 5 Cm程床面より浮いた状態で検出された。火

災に遇つて廃絶したと思われる住居址である。

埋没土は I層である。

遺物 本址から出土した図示可能な資料は 7点である。

土師器の甕(161・ 162・ 163・ 165。 166。 167)で 161は ほぼ完形であるが、162・ 167は 底部の破片。163・

】層 焼土少IIl含 む砂質黒色上

I′ 層 焼土 と灰を多量に含む I層
II層  焼土含む砂質茶褐色土

Ⅲ層 砂質黒色土含む砂質茶掲色土

Ⅳ層 Ⅲ層を少量含む粘質賞褐色土

V層 焼土少fl含 む砂質泥資褐色土

Ⅵ層 砂質安褐色土に少量黒色土 と茶褐色土を含む

④ ■

図35 72号住居址カマ ド (1:40)
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第Ⅳ章 調査遺跡

166は 口縁部から胴部上半に至る破片である。1610162は 輪積であり、162は 底部に木葉痕が認められる。

土`師器 短頸壺(164)口 縁部から胴部上半に至る破片で、日縁部は胴部に貼付けられている。
1

(寺  鳴   仁 )

図36 72号住居llL炭 化物 遺物  1:8)
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0           1 ocrn

図37 72号住居址出土遺物 (1:4)

③ 77号住居址 (図 6・ 29038,写真16・ 17・ 37)

遺構 本址は調査区東北の黄褐色砂層上で検出された。この地点は、本址、78・ 79・ 80・ 81・ 84号住居

址が重複 してお り、これらの住居址中、もっとも新 しい住居址である。本址は、Ⅶ期住居址群 (64・ 72・

本址 )中 では東側に位置する。

平面形は、東西 4m× 南北4.4mの隅丸方形で、主軸は磁北に対 して 1° 西に向いているのみでほぼ南北で

ある。

住居址の埋土は、 3層から成っている。最下層のⅢ層は黄褐色土のわずかに黒色土を含む層で北壁～住

居址中央、西壁～東壁に傾斜をもち床面上に堆積 している。南壁～住居址中央にはこの層は堆積 していな

い。 H層 は黄褐色土をわずかに含む黒色土で北壁Ⅲ層上～南壁床面上、西壁～東壁床面上に傾斜をもち堆

積 している。 I層 は酸化鉄浸透の黒色土で中央から東壁、北壁側の所々のH層上に薄 くレンズ状に堆積 し

ている。Ⅲ・ H層 はおそらく、北及び西側から住居廃絶後、自然流入し堆積 したものと考えられる。住居

址東南側には、床面より5～ 15Cm浮 き30ヶ の挙大～人頭大の石 (集石 )が堆積 していた。これは人為的な

ものか、自然流入かははっきりしないが、おそらくこの部分に集中しているのみであるので人為的な集石

と考えられる。

壁は、東壁26Cm、 西壁30Cm、 南壁28cm、 北壁30cmを 測 り、壁はやや傾斜をもち掘 られている。床面は、

ほぼ平坦で、南西佃1～ 北壁中央直前まで良好な堅い床面が見られ、周囲はやや軟弱な床面であった。ピッ

トは床面に 3個あり、そのうち主柱穴は P2と P3の 2本 と思われる。P2・ 3の埋土は黄褐色砂粒をわずか

に含む黒褐色で共者 とも柱痕は見られなかった。 Plは大きさ、深さ等から、用途は不明であるが別の目的

で掘 られたものと考えられる。 Plの埋土は砂質の暗褐色土である。

カマ ドは、北壁直前に80× 20cmの範囲に渡 り厚さ 2 Cmの 焼土が確認された。おそらく粘土カマ ドであっ

たと考えられる。またこの横にあった30× 18Cmの扁平な方形の礫はカマ ドに使用されたものと考えられ、

一部石 を使用 した粘土カマ ドであったと推定される。

蒙
卜ヽ N‐ 1・ .

:ゞ:｀ 、隻
訟凝
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第Ⅳ章 調査遺跡

本llLよ りの遺物出土状況は、ほとんどHOⅢ 層の下層に集中し約50点の土師器杯・甕の破片と少ない。

床面上及びその直上 (1～ 5 Cm)は 図示できた杯(206)と 高杯(207)の破片のみであった。208の 石器はH層

中でおそらく混入したものと考えられる。

本址は重複関係、遺物等より7世紀後半前後と考えられる。

付記となったが、同時期の住居址は 3軒 (64・ 72・ 本址)であるが、64072号住居址は焼失住居址と見

られるが、本址は火災に遭っていない。これは64・ 72号住居址が同時に火災に遭ったが、本址は火災にな

らなかったか、64住 、72住 、本址で7世紀後半でも年代が異なり火災に遭わなかったか (本址は、遺物等

から見てやや古いタイプのものである。)、 64住・72住が別々の時期に焼失し、本址は火災に合わなかったの

か、いずれにしても 3′点の要因が考えられる。また 3軒中 2軒 (64住、本址)に 埋土内の集石が見られる。

遺物 遺物は横刃型石器 1点の他、黒色土器の杯 1と 同高杯 1が何れも破片で発見され、更に土師器の

甕の破片 5個体程かと見られるものが出土した。

横刃型石器(206)は 長さ1lCm、 幅2.7Cm、 厚さ1.9Cmを 測る大きさで、断面三角型の一つの角を利用してこ

れに刃を付けたも
｀
のである。

刃の部分は横剥ぎ法により両刃を作 り出し、刃長8.5Cmで あるが先端が折損しているのF・
・全体の形状は不

明である。石質は性質頁岩で出来ている。

杯(206)は 黒色土器で口縁部の破片である。日径11。 2cm程 で器厚 5 mmを 測る。内面は横方向にヘラミガキ

がなされ、外面は横にヘラミガキの後、口縁先端に幅 2 mm、 深さ l mmの 凹線を横に入れており、それより

1.5Cm下 って外方にふくらむ段を付けた後ゆるく底部ヘカーブを描いて行 く形をとっている。底部は不明で

ある。

内面は黒色を呈し、外面にも相当黒色の部分が見られるが、残部は褐色をし焼成はよい。

高杯(207)は 杯の部分の破片で黒色土器である。口径11.2Cm、 器厚 5 mmを 測る。内面は横にヘラミガキが

行われ、外面はヘラミガキの後口縁部は横にナデが行われている。炭素は内面全体に吸着がなされ黒色で

あるが、外面は素地の褐色であり、胎土は余 りよくない。 (原 田   噴 )

0                5 cln

図38 77号住居址出土遺物
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第 1節 借馬遺跡Ⅲ

(1)'第 Ⅷ 期

① 75号住居址 (図 39。 40・ 41,写真14015・ 33・ 36・ 37)

遺構 本址は、_発掘区のほぼ中央に位置し、73・ 76号住居址・建物址33と 重複関係にある。76号住居l」L

と建物址33は 本址に切られ、73号住居址は本址を切る形で検出された。この住居址の平面形は、南北辺が

約 6m、 東西辺が 6mの北辺が少し短かく、台形ともいえる隅丸方形のプランを呈し、主軸方向は、磁北

より35° 西を指向する。 覆土はほぼ 6層 にわけられ、レンズ状に堆積 している。

壁はやや斜めに掘 り込まれ、他の住居l」Lに 切られていない、遺存状態の良好な南辺で最高約50Cm東辺で

約40Cmを 測り、周溝は、カマ ド部分をのぞき、幅14cm～ 26Cm、 深さ10cm～ 40Cmで全周する。そして、南辺

のちょうど真中の壁ぎわに、長さ60Cmぐ らいの石と、人頭大の石を組み合わせた踏み台のようなものが検

出された。

床は直接地山を床とし、ほば平坦であるが、ゆるやかに南に傾斜し、住居址中央部からやや南よりと、

カマ ド付近が硬 く踏み堅められているが、壁に近 くなるにしたがって軟弱である。ピットは全部で 9つ確

認されているが、P4・ 6・ 9は この住居l」Lの主柱穴に比定できる。しかしP91あ るいはP102に ついては

本址床面下より、重複関係のある建物址33の ものとして検出されたが、 P4付近からもP2・ 3な どが検出

されていることから数度の建て変えなおしも考えられるであろう。

カマ ドは、北辺の中央部分に煙道と考えられるものが80Cmほ ど76号住居址を切って出ており、焼土が焚

口と思われる付近に検出された。煙道の平面形は細長 く、先端の丸いV字 を呈し、斜めに掘 り込まれてい

る。カマ ド本体の遺存状態は悪 く、他の住居址と同様に、石組みネンドカマ ドであらたと考えられるが、

カマ ドに使用された石や構築土もあまり残っていなかった。これは、住居廃棄後あまり時を移せずしてカ

マ ドが破壊され、石などが持ちさられたためと考えられる。

遺物 本址からは砥石、須恵杯、土師甕、土師高杯などが出土しているが、ほとんど完形のものはなく、

大方破片であり遺物量も少なかった。

砥石 (203)は 砂岩製のやや胴のへこんだ長方体を呈しており、長面 4面すべて使用されているが、二っ

に欠けて出土 した。

須恵杯 (176)は 残部が口縁だけで、ロクロ水びきの痕を残 した青灰色を呈す焼成のよいものである。

須恵杯 (177)は 、ロクロにより成形されたもので底部に回転ヘラケズリ痕を残している。器形は、口縁か

ら緩やかに下 り底部近 くでカープをえがいて底部にとりついている。胎土に長石を多く含み、青灰色を呈

し焼成は良好である。

土師甕 (193)は 、胎土に小石を少 し含み、褐色の焼成のよいもので、口縁部 と胴部の一部を残 している

だけである。しかし、月同部の最大径は 口縁径より大きくならず、緩やかにすぼむものと推定される。口

縁部内外をヨコナデ、器内胴部を描 方向の細かなハケ、器外胴部をヘラケズ リで調整している。

高杯 (188)は 、杯部だけ残し、器内をヘラで磨いた後内黒にして、器外をヘラで磨いたままにしている。

そして、器外の脚部 との接続部近 くにヘラケズリを施 している。ロクロは未使用であり、外面は赤褐色を

呈 し焼成は良い。

土師甕 (189)は 、口縁部内外をヨコナデし、器内口縁部の稜直下にヘラケズリを残 し、その下のタテナデ

がヘラケズリにかかっている。器外胴部はナデにより調整されている。胎土に多くの石英粒 を含み、焼成

は良い。



第Ⅳ章 調査遺跡

75住カマ ド
I層 砂質黒褐色土(やや粘性,一部F e200浸 遺)

I層 砂質嗜褐色土(焼土を含む。やや帖性 )

II′層 砂質嗜働色二(II層 より帖性)

lΠ 層 白色帖土
Ⅳ層 砂質暗掲色土(曖を多く含む)

IV届  砂質暗褐色土(やや帖性)
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I層 砂質漆黒色土

11層  砂質黒褐色土(Fe203浸透層 )
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75住
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11層  砂質黄褐色土少量含む砂質黒褐色土
Ⅳ層 砂質黒掲色土 を含む砂質資褐色土
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第Ⅳ章 調査遺跡

須恵杯 (175)は 、灰色を呈すやや焼きの甘いもので、底部を欠いている。器面にロクロ水びきの痕 を残 し

ている。

P4か ら出土 した土師甕底部は小片だが、器外にヘラナデ、器内底部にヘラケズリを残 している。 底部

は磨滅が著しく、調整など不明である。

これらの他、覆土中から土師甕、杯、須恵杯 。大甕などの破片が出土している。そのうちには、ヘラ記

合をもつ高台付さ須恵杯底部破片、完形でロクロ成形、底部回転ヘラケズリのある須恵杯が含まれている。

(市 川 隆 之 )

ヽ 鵬ピ
197

図40 75。 76号住居址遺物出土状況 (1:80 遺物  1:4)
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第Ⅳ章 調査遺跡

② 76号住居址 (図 39。 40・ 42,写真14・ 15。 33)

遺構 本址は75号住居址に大半を切られ、建物址33を切った形で検出された。75号住居址の北側にごく

一部残っているだけで、大部分削られている。大きさは75号住居址より出ることはなく、おそらく隅丸方

形のプランと考えられ、主軸は磁北より15° 西を指向しているものと考えられる。

壁は、残っている北辺で約25Cmを 測り斜めに掘 り込まれ、カマド、ピット、周溝などは検出されなかった。

75号住内より検出されたピットのうち、本tlLの ものが含まれているのかもしれない。

遺物 大部分75号住居に切られており、遺物はほとんど残されていなかった。

土師甕(205)は 、 75号住のカマ ド脇の76号住覆土を切る壁にくいこむように出土した。 この甕は、 日縁

部から緩やかにすぼみ、口縁部をヨコナデ、器外胴部をヘラケズリ、器内胴部にハケメを残している。

この他、覆土中

より須恵器 (204)

が出土している。

(市 川 隆 之 )

Ocln

図42 76号住居址出土遺物 (1:4)

(5)第  Ⅸ 期

(1)69号住居llL(図 31043,写真32)

遺構 調査地区の東端に、69号・64号住居址 と切 り合って、僅かに北辺 2m、 西辺 5mほ どのぞいてい

る竪穴住居址である。時代は 9世紀の中頃と考えられる。調査可能な部分が僅かなので、遺構については、

柱穴が二箇所検出され、後年になって相当量の礫が流入していることがわかっているだけである。

118

ヽ_1_二
‖3

図43 69号住居址出土遺物 (1
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第1節 借馬遺跡Ⅲ

遺物 '遺物としては須恵器の短頸壺 1、 短頸甕 1、 杯 3、 杯蓋 1、 土師器の杯 2な どがあるが、短頸甕

(113)を 除いて小片である。口径10.2cm、 腹径15。 9Cmで全体がまるみを帯び、ロクロ成形で表面にロクロ

目を残 している。焼成は良 く自然釉が口縁部から肩にかけてかかっている。 (篠 崎 健一郎 )

(2)73号住居址 (図 39・ 44,写真 14。 16)

遣構 本址は、76号住居址の一部を切って、75号住居址の西側に位置する形で検出された。重機により

上土をかなり削られたため、遺存状態はきわめて悪かった。

プランは、長軸を磁北より30° 西に傾けて、西辺約 5m、 東辺約 4m、 北南辺約3.8mと ぃう不格好な隅

丸方形をしていて、壁は先に述べたように上面をだいぶ削られているため、南で15Cm、 北で10Cm残 つてい

る程度である。

この住居址の床は、南西から東北に延びる10Cm程度の段差をもち、全体的に軟弱である。そしてこの住

居址の東半分 も、75号住居址の覆土である。砂質黄褐色土交る砂質黒褐色土層の上に傾斜 して延びている

が、若千の起伏を持っているが、貼 り床 とよべるほど硬 くしまってはいない。

この住居址に直接関係のあるピットは 4つ検出されているが、主柱穴とよべるものはない。 P lo3・ 104・

105は重複関係があり、建物址33の廂の部分に当るとも考えられる。

なお、カマ ド・周溝は検出されなかった。

遺物 本址は掘 り込みが浅 く、かなり上部は削平されているため遺物 も少な く、すべて破片である。

(170)は 、推定回径 20。 4Cmの土師甕で口縁部破片である。内面口縁部にヨコ方向のナデ、少し下ってヨ

コ方向のハケメ痕を残す。外面は口縁部にヨコ方向のハケメ痕を残 し、その下の胴部にかかる部分にヨコ

ナデ痕 を残す。

(168)は 、須恵器蓋であり、ロクロにより成形された後、つまみに近い外面上部にナデ的な回転ヘラケズ

リを行っている。推定回径 15。 6Cmで黒灰色を呈 した焼成の良い製品である。

(169)は 、須恵器杯であり、口縁部のみ残すが、その形はやや直線的に口縁部から下っている。ロクロに

より成形されてお り

推定回径13.8cmで あ

る。

(市 川 隆 之 )

0          1 0ctn

図44 73号住居址出土遺物 (1:8)

(6)第  X 期

① 65号住居址 (図 45・ 46・ 47・ 48,

遺構 本住居 l」Lは 、調査地区の西部にあり

穴住居址である。その中心線は北東に向き、

遺物 遺物には須恵器 と土師器がある。

須恵器は 2個体分の杯 (70071)破 片と杯蓋がある。いずれも灰白色を帯び、胎土 も精選されてお り焼成

168  1==============l―

――一~~~~~――-li1170

写真 9010・ 21023・ 30)

、建物址32を切 り、建物llL29に 東北隅を切られて存在する竪

カマ ドを東辺にそなえた10世紀後半のものである。
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85住 内 P
I層 砂質黒色土
H層  砂質黒褐色土
m層 砂質暗褐色土
Ⅳ層 砂質賞褐色土

0            1m

σ
一

建物址 29・ 32
1層  砂質黒褐色土
I′ 層 砂質黒褐色土 (F e203浸透層 )

H層 砂質漆黒色土
ⅡI層 砂質黒褐色土 (砂少fl含む )

Ⅳ層 砂質黒褐色土 (砂 多 く含む )

V層  砂質責褐色土 (黒褐色土わずかに含む )
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第 1節 借馬遺跡Ⅲ

は良好である。いずれもロクロ成

形である。杯蓋(69)は 径 15。 4cm、

器高3.6Cm。 表面をロクロ成形後、

ロクロによるヘラケズリをし、裏

面はロクロ成形のままである。上

についている宝沐形のつまみは削

り出しているようである。わずか

にめ くれた口縁部には黒色の自然

釉が生 じている。

土師器は小型甕、大型甕口縁部、

大型甕底部、杯 2個体がある。

小型甕(73)は カマ ド内の出土で

口径12.6cm、 底径6.4Cm、 器高12.0

Cm、 まるい胴に頸のほどよくしま

ったよい形である。底部は回転糸

切_り 痕を残 し、全面にロクロによ
′

るハケメがあり、暗褐色を呈する。

内面にもロクロロを残 しているが、

底部はやや作 りが粗 く、厚い底 と

なっている。

大甕(74)底部は7.2Cmの径をもち、

図47 65号住居址礫出土状況 (1:80)

表面には縦方向にやや粗いハヶメがあり、厚い灰の付着が見られる。内面はロクロによる調整を行わず縦

方向に手でわずかになでており、そのことから手づ くねによる成型→ロクロ調整という作り方であろうか

と考えられる。色は外面褐色、内面は暗褐色で、焼成は良い。

(篠 崎 健一郎 )

70

図48 65号 住居址出土遺物
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第Ⅳ章 調査遺跡

② 68号住居址 (図 31・ 49,写真7・ 9)

遺構 調査地区の東端に、 7世紀の64号住居址

を切 り、10世紀の69号 とも切 り合って、北西隅を

わずか lm強ほどのぞかせた住居址である。従っ

てその中心線が南北より20° ばかり東西に偏ってい

ることが推定されるが、その規模も内容のようす

もわからない。

遺物 出土遺物も僅少で、ほんの小部分ずつ数

個体分の甕があるにすぎない。それらをおよそ分

けるに、胎土を精選した器厚のうすい肌のきれい

なものと、砂まじりの土で作った厚 く作りの粗雑

なものとがある。いずれもヘラケズリの後、ナデ

て調整している。
｀
器形もよくわからないが、粗製

の甕は口縁部がわずかに開く、ずんどう型のよう

0品
1:1

図49 68号住居址出土遺物 (1:4)
である。 (篠 崎 健一郎 )

③ 70号住居址 (図 24・ 50・ 51・ 52,写真12・ 32・ 36)

遣構 調査地区の北部から、7世紀の71号 072号住居址の一部を切って検出された10世紀後半の住居址

である。平面形は隅丸の方形であるけれども、西辺 4mに 対 し東辺 4。 4mと 若千長いために、やや歪んだ形

になっている。

図50 70号住居址カヤ ド (1:40)
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第 1節 借馬遺跡Ⅲ

また、'こ の調査地区

から検出された24軒の

竪穴住居址の大部分が、

南北の中心線を南北 よ

りもい くらかずつ東西

に振っている中の一つ

で、この住居址 も約20°

振っている。なぜここ

の住居址がそのように

なっているのか、理由

は明らかでないが、お

そらく当時ここに住ん

だ人たちの、方位の観

念がそうであったので

はないかと思われ、そ

の観念はこの土地の地

形で左右されるのでは 図51 7C号住居址礫・遺物出土状況 (1:80遺物 1:8)

なかろうか。

本住居址のカマ ドは、北辺中央よりやや東寄 りにある。北カマ ドというのも他の大多数の例と同様であ

る。これはこの地の風向きに関係あることとみられる。

住居址の深さは現存40cm強 であるが、壁はやや緩傾斜で、特に東南隅の崩れが著しい。

住居址内の土層は皿状の 9層 になっており、埋没のようすをうかがうことができる。また床面より若千

上層に
°
、中心より少し東北に寄って30個ほどの石の堆積がみられたが、自然流入であるか、人為的なもの

であるかははっきりしない。

カマ ドは、石が抜き取られかなり破壊されているが、煙道などは確認することができるし、焚回の周辺

には焼上が広がっている。カマ ドに向って左に散乱している10個ほどの石がカマ ド石の一部であろうか。

床はよく吟み固められた
_た

たきになっているが、東南部には軟弱な部分がある。柱穴は内部に 2箇確認

されているが、これでは不十分なので、住居址外のものも使われていたのかも知れない。

遺物 遺物は土師器及び須恵器がカマ ド周辺より出土している。器形は甕と杯である。他に鉄製刀子と

みられるものも出土している。

甕はいずれも土師器で 7個体あり、小型の 2個体を除いては手作りである。大型の 5個体(1350136・

137・ 138・ 139)の色調はいずれも明るい褐色であるのに対し、小型の 2個体(132・ 134)は 黒褐色を呈する。

手作 りのものは胴部をヘラケズリ、日縁部を横になでて調整するものが多い。ロクロ作りの 2個体は、表

面にロクロによる細かい調整痕を残し、内部は特に調整せずに大きなロクロロをそのままにしている。底

部は糸切 りとなっている。

杯は12個体分を数えるが、いずれも焼きの甘い須恵器で、すべてロクロ成形である。ロクロは皆時計ま

わりで、底部も回転糸切 り痕になっており、その底部は内部がわずかに上っているものが多い。また 1箇

体(126)(破片)は よく精選された土を用い、よく焼き締められており、付高台の剥離したあとがある。
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第Ⅳ章 調査遺跡

また杯蓋(133)は やや自色を呈 し焼きはあまりよくない。内外面とロクロナデ で先端部分は僅かに反っ

た形になっている。上部には平たいつまみがは りつけられているが、その中央には僅かに宝珠型の名残 り

のような凸部がある。

杯(122)の 口縁外には焼成時にみられる火欅がある。

刀子とみられる鉄器は二つの音Ь分に折れて、厚いサビにおおわれている。いずれにも褐色の鉄サビの浸

みこんだ?本質のものが付着しているが、これは刀子の鞘や柄の残りの部分かも知れない。

(篠 崎 健一郎 )

129

130

＼  
―

0                     10an

281

m6  5叫
図52 70号住居址出土遺物 (1卜 4 280。 281 1:2)

④ 83号住居址 (図 53・ 54055・ 56・ 57,写真20035036・ 37)

遣構 調査地区の東南隅にやや離れて集落の中を、もと東西に流れていた川 (せ ぎ)のあとにかぶられ

て位置する10世紀後半の竪穴住居址である。他の住居址と似て、中心線を南北より20° ほど東西に振り、カ

マ ドを北辺に設けている。約 5m× 5mの隅丸方形のプランを持っているが、南辺と北辺の壁が崩れて、

そこだけ広がった形になっている。

カマ ドは北辺の中央にあるが、すっかりこわれてカマ ド石もわずかしか残っていない。

遺物 遺物は比較的多量で、特に杯の多いのが注目される。

甕は 7個体分を数えるが、須恵器大甕 1、 あとは土師器である。須恵器(261)は 残存部分が口縁の一部

であるが、推定回径は25。 7Cmあ り、外面がやや赤灰色ながら焼成はよい。日縁は角縁となっている。

土師器の甕のうち最大のものは、カマ ド内出土(276)の もので口径21。 29m、 上部が褐色、下部が暗褐色

を呈する。全体をヘラケズリし、頸部以上をヨコナデにようて調整している。器壁はたいへん薄い。底は

平底である。
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図53 83号住居址 (1:80)
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図54 83号住居址カマ ド (1:40)
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第Ⅳ章 調査遺跡

他の甕も大小の差こそ

あるものの、胴の3、 くら

んだ頸がわずかにすぼみ、

口縁を短かく開かせた形

は同じであるが、 1個体

だけロクロ調整をした小

型 (273)の ものがある。

杯は全部で34個体分あ

る。高台のあるもの11、

平底12、 不明11と いう比率

になっており、いずれに

してもその数の多さは異

例といってよく、、この家

の特殊な性格を考えさせ

られる。

高台は全部付け高台で、本体を糸で切り離した後、

部に撃糸切り痕を残しているものもあり、ヘラケズリ

れているものもある。 また高台は付根の部分をえぐ

ゝ≡≡」璽里Jち
60

粘土ひ|を はりつけロク■で成形したもので、中央

をしてあるもの、何の痕跡も残さずきれいにならさ

り取るように削って、高台の断面がハの字形に外に

0             2m           263

図55 83号住居址遺物出土状況 (1:80 遺物 1:8)

また杯は全部ロクロ作りである。
´
多くのものは内外面に大きなロ

糸切 りのあとをそのままに残している。

クロロを残 し、高台のないものは回転

回

[rr,〒_____」Om

83号住居址 出土遺物 1(1:4)
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第Ⅳ章 調査遺跡

張り出す形にしており、さらに高台の底部を平にせずに、わずかに凹字形に削っている点も特徴的である。

いずれにしても高台は十分に広 く大きく作ってあり、たいへん安定した姿になっている。形からみると高

台のない糸切底の杯と高台付のものの 2種類に分類できるが、大小のちがいはあるものの同型である。最

大(255)の ものは日径15.4Cm、 底部10.6Cm、 器高7.2Cmでぁり、最小(251)の ものは、口径12Cm、 底径 8 Cm、

Cmである。          ・

本住居l■のカマ ドの向って左に床面からは砥石が 2枚、さらにカマ ドの中からも1枚出土している。 3

枚とも砂岩でよく使いこまれており、先の 2枚はすっかり扁平になっている。大きさは 1枚 (279)が 17Cm

×12Cm× 4 cm、 他の 1枚 (278)は 22Cm× loCm× 1.5Cmで ある。カマ ド内出土(277)の ものは、手持ちで使用す

る小型のものであるがこれもよく磨 り減っている。

本住居l■の特徴的なことは、杯の出土数が非常に多いこと、また3枚の洒氏石があることなどであろうが、

これらによって、あるいはこの家の性格『例えば村人、一族などの共同使用の建物というような』も想定

することができるかも知れない。                       (篠  崎 健一郎)

(η 第 測 期

① 66号住居址 (図 58・ 59・ 60・ 61,写真10030・ 36)

遺構 調査地区ほぼ中央に位置する11世紀の竪穴住居址である。中心線を南北より西に約40°傾け、カマ

ドを東辺に持っている。平面プランはおよそ隅丸方形であるが、西辺が少し寸のつまらた形をしている。

規模は東辺及び北辺が4.2m、 西辺と南辺が4m、 深さ40Cmである。

住居llLの 内部には、大小の礫 (最大なるもの径約40Cm)が数十箇(中央部に堆積している。おそらくあ

る時期を経てからの人為的なものではないかと思われる。

床面の大部分は広く踏み固められており、北壁とそれに続く東壁の北÷ほどの下部には周溝がある。カ

マドは東辺中心より少し南にはずれて作られているが、カマド石は取り除かれて前面にその一部が散乱し

ているばか り、ほとんど破壊されている。またこの住居址の特徴的なことといってよいが、柱穴が住居址

内部にな くて、住居址外にあることである。この場合推定される家屋の構造は、棟持柱が必要になること

かと思われる。

遺物 遺物の量はかなり多く、須恵器大甕 1、 杯 13、 土師器甕 4、 杯 7、 高杯 1、 鉄器 1と なっている。

須恵器大甕(95)は 、カマド内床面からの出土で口径40.4cmの もので、ロクロでていねいに調整しており、

焼成もよく内外面とも黒灰色を帯びている」残存部分は口縁部の約÷ほどであるが、全体は堂々たる大甕

であったと思われる。由縁部の外方に張り出した二段口縁で、内部には成形直後に垂れ落ちた水滴の流下

した痕跡とみられる、大小6条の黒色の線が口縁近くから縦にほぼ平行についておη、また外面には、こ

の器の製作者のものかと考えられる3つの指紋が残されている。

須恵器杯のうち 3個体はほぼ同型同大のものである。その 1(77)は 口径13.4Cm、 底径6.7Cm、 器高3.8Cm、

ロクロ調整回転糸切底である。胎土は緻密であるが砂を少し含み(焼成はよいが、須恵器の色調ではなく

灰褐色を呈する。日縁外に一条の黒色帯の火欅がみられるが、焼成の際の烙の加減によるものであろうか。

その2(75)は 口径13.3Cm、 底径6.6Cm、 器高3.8Cm、 ロクロ成形で、底には鮮かな回転糸切痕が残る。胎土は

砂粒がやや多いが、焼成は悪 くなく色調は黒灰色半分ほど、半分ほどは灰褐色を呈する。底部には両端に、

平行して一方は凸線、一方は沈線がみられるが、成形してす ぐ置いた所の、下に敷かれたもののあとであ

ろう。また底部の中心から少し端によって、「東」という文字が墨書されている。だいぶかすれているが、

一-100-―



第1範 借馬遺跡Ⅲ

端正な筆跡である。須恵器の杯の3(76)は 、口径14.lcm、 底径6.4Cm、 器高4.OCm、 ロクロ調整回転糸切 りで

ある。胎土は緻密であるが砂粒が少し混じっている。焼成はやや甘 く、色調は灰白色を呈する。器の内外

には縦横に欅状に黒色の線がみられるが、あるいは細縄でからげたまま焼成したのか、縄や藁が付着した

まま焼成したあどかと思われる。また底部には炭化物の付着がみられる。

本住居址からは、須恵器の杯の底部で高台を持つものが 2`点 (83・ 84)あ る。いずれも黒灰色を呈し、焼

成はたいへんよぃ。高台は付け高台で、外部に開き広いので器の安定はよい。高台内部は自由方向のヘラ

ケズリになっている。

６０
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瑚
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多昼譜要烏若壁
点状に含む砂質黒褐色土

幣層I帯晏毒省里〕言
H層

廃籍至響:十省
量含むⅢ層  4■ 7ι

監s〕會サメ
切り合いビット)

濫星農]と ック
燈皇3塁響]露姜毒色土
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測層より焼土を多く含む暗賞褐色土
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0             2m

バ

I層 砂質暗黄褐色土 (上部 Fe203)
H層 砂質黒色土
Ⅲ層 H層 を含む砂質嗜責褐色土
Ⅳ層 砂質漆黒色土
V層 Ⅳ層含む砂質黄色土
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図58 66号住居址 (1:80)
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第Ⅳ章 調査遺跡

66住 カマ ド    ′

1層  Fe201浸 透部 ヽ

H層 砂質黄褐色土班点状に含む熟褐色土
田層 砂質晴黄褐色土
Ⅳ層 焼土灰プロック
V層 灰を含むE書 黄褐色土
Ⅵ層 焼土少it含む喘黄褐色土

淵層 篤圭7品 F`多 く含む

ご・ 争

図59 66号住居址カマ ド (1:40)

弩

図60 66号住居址礫 。遺物出土状況 (1:80 遺物

ゝ

Ｏ

ｔ
ｔ

弩

0,________―
――」m

1:8 101 1:4)
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図61 66号住居址出土遺物 (1:4 101 1:2)
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第Ⅳ章 調査遺跡

土師器甕はいずれも小破片になっているが、そのうち口縁部の形のわかる2個体についてみると、どち

らもよく精選された土で、念入りにたいへん薄手に作られている。その 1(97)は 口径約14.2cm、 その 2

(98)は 口径約19.2Cmで どちらも短かくわずかに外反した口縁を持ち、ていねいにヨコナデによる調整がな

されている。また、どちらにも外面に炭化物の付着がみられる。

土師器甕の2(99)は 、底径7.9Cmの 底部で、内部には大ぶりなロクロロが残り、底にも渦文状となって残

る。外面はロクロによるハケメがあり、底も回転糸切 りである。精選された土で、薄 くていねいな作行き

で (器壁 2 mm～ 3 mm)焼成もよい。内外面ともに炭化物の付着がみられる。

土師器鉢(81)は 口径21.3Cm、 底径6.5Cm、 器高6.8Cmこ の遺跡の出土品の中では稀にみる大ぶりなもので

ある。大きさの割には底が小さく、不安定の感はまぬがれない。ロクロ成形されており、外面にはロクロ

目が残され、少し上った底には糸切痕がある。胎土はよく精選されており、焼きもよい。上部は黒色、下

部は褐色を呈する。

杯その2(92)は 口径14.4cm、 器高31.OCm、 九底で胴も丸 く』、くらんだ器である。ロクロ成形で底部は回

転ヘブケズリになっている。胎土は精選されており焼きもよく、作行きはていねいである。色調は外面暗

褐色を呈し、内面は煤を吸着させた内黒土器である。内面は念入りに研磨されて光沢があり、研磨したあ

とが中心から放射状にかすかに見られる。

杯その 3(91)は 口径11.6Cm、 底径4.7cm、 器高3.3cm内 外面とも黄褐色を帯び、ロクロ成形回転糸切 り底

である。胎土には微粒の雲母が入っているらしく、また焼成はやや甘い。底部には成形直後についたとみ

られる。枯草らしいものの圧痕がつけられているのは、成形作業をする場所の環境がうかがわれる。

杯その 4(93)は 口縁部を含む腹部の小片であるが、径15.8cmに なるやや厚手の器である。ロクロ成形に

より焼成もよい。外面褐色、内面は黒色である。内面には研磨の痕が少しずつ交差をしながらも横につい

ている。この痕跡からすると、研磨具の材質はわからないにしても先の丸 く、なめらかな道具で、例えば

なめらかな石なども用いられたのかも知れない。

土師器高杯(100)は 脚部のみで、古く破損したらしく磨滅している。底径は約 7 Cmほ どと推察される。上

部の底までの高さは約5.5Cmで ぁる。ロクロ成形されており、胎土も焼成もよい。上部の内底はよく研磨

されている。これはカマ ドから出土しており
´
.支脚に再利用されたものと考えられる。

鉄器(101)は 極小部分であるので、全部の姿を推察できにくいが、刀の柄もとの部分ではないかと考えた

い
。

(篠 崎 健一郎 )

(8)第 Ⅲ 期

① 82号住居址 (図 62・ 63・ 64・ 65,写真19。 34)        
｀

遺構 調査地区西端に位置する10世紀末から11世紀にかけての頃とみられる竪穴住居址である。南北3.8

m、 東西3.2mのやや不整な隅丸の長方形のプランである。深さは25Cmぁ る。中心線は南北より約30° ほど

東西に偏っており、東辺にカマ ドを設けてある。住居址内部はよく踏み固められ、四隅に近よって柱穴が

3、 東南の柱穴はやや内部に寄って掘られている。特長としては、いずれの柱穴にも石がつまっているが

これは柱の根をしめるために打ちこまれたものであろう。また北東隅と南東隅にもそれぞれ径60cm～ 80Cm

のピヽ
ィトがあるが、用途はわからない。東辺中央より僅かに南よりに設けられたカマドは、残存状態が比較

的良好で、カマ ド石の組み方をうかがうことができる。
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建 35。 38
1層 砂質漆黒色土
H層 砂質黒色土
II・層 砂質黒色土(F e203浸 透層 )

‖:層  漆黒色土を含む砂質暗安褐色土
Ⅳ層 漆暴色土を含む砂質責褐色土
Ⅳ

.層

 Ⅳ層より漆黒色上が少ない砂質責褐色土
V層  砂質責褐色土
V′層 砂質黒色上を含む砂質黄褐色土
Ⅵ層 砂質責褐色土 を含む砂質漆黒色土
Ⅶ層 粘質賞褐色土

図62 82号住居址 。建物址35・ 36・

82住

m

不明竪穴 1(1:80)
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第Ⅳ章 調査遺跡

82住 カマ ド

1日  優|[協 :蓼量暮暮移標量紀き上

⑭
づ゛r

翫

0            1m

図63 82号住居址カマ ド (1:40)

なお、本住居llLの 北辺には掘立柱の建物址35号の隅が重復し、性格不明の竪穴が接している。

遺物 82号住居址よりの出土遺物は 3個体の甕(221・ 222・ 223)と 6個体ほどの杯である。甕はいずれ

も小型のュ師器で内外ともにロクロ調整を施しており焼きは良好である。色調は暗褐色を呈する。Pl内

出土(221)の ものについて底部をみると、糸切 りをした上をなでて、そのあとを消 してお り、内部は中心が

厚 く盛り上 り、へそ状の部分を残

している。

杯のうち 3個 体は須恵器であ

るゃいずれも胎土にはかなり砂を

含みやや粗製の感をまぬがれない。

ロクロ成形で腹部には数条のロク

ロロを残し、底部む回転糸切 りで

ある。焼きも甘 くいわゅる生焼け

状となっている。そのうち(216)

のものは口径13.OCm、 底径5.7Cm、

器高4:2cmで底部外面が黒色を呈す

る他は灰白色である。口縁はわず

かの部分が外反している。他の杯

に比べて作 りはていねいである。

0             2m

図64 82号住居址礫・遺物出土状況 (1:80 遺物  1:8)
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4個体の土師器の杯(217・ 218・ 219・ 220)は 、黒色土器を作ろうと

成功しなかったようで、部分的に黒色になったにすぎない。

第 1節 借馬遺跡Ⅲ

したらしいが、(217・ 218・ 219)は

(篠 崎 健一郎 )

m

図65 82号住居址出土遺物 (1:4)

2)建  物 址

① 建物l」L29(図 45・ 66,写真9。 23・ 21)

遺構 本建物址は調査地区の西部に、住居址63号の北東隅を切って位置する。最大 (径1.2m)か ら最小

(径600m)の もの まで、16箇 の柱穴が整然と長方形に並び、中心線は南北より20° ほど東西に偏る。これら

の柱穴により東西 3間、南北 5間の掘立柱の建物の存在を知ることができる。建物の性格について断定す

ることはできないが、例えば高床の倉を想定することもできよう。

本建物址の時期については、10世紀前後に比定される65号住居址を切っていることから、それ以後とだ
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第Ⅳ章 調査遺跡

けは言えるだろう。柱穴から出土した若干の須恵器杯の破片、及び

土師器の甕の破片があるが、柱を理め立てる折に混入したものか、

建物の使用時のものか明らかでないので、建物の時期の判定にはあ

まり役立たない。

R55~282
性rrTT¬____―型Oan

図66 建物址29出 土遺物 (1:4)(篠 崎 健一郎 )

② 建物址30(図67,写真21)

発掘区西端北寄りに位置し、北側 2mに建物址31、 西側 lmに建物址36、 4mに建物址35、 不明堅穴 1、

南西 5mに 82住がある。形態は桁行 2間 ×梁行2間 で、中央に柱穴がある田の字形 (建物ljL分類ⅡA)で、

桁行方向はN74° Wを示す。規模は桁行全長3.6m、 梁行全長3.6mで、柱間寸法は、桁行一間1.6m、 梁行

一間、1.5mを 測 り、平面積は12.96m2でぁる。柱穴は黄褐色砂層を掘っており、柱穴はどれもほぼ円形

で、規模は平均60× 63cm、 深さ40Cmを 測る。柱穴はどれもU字形である。柱穴内の埋土は、どれも黒色土

が主体 C、 含有物の違い、わずかな色の違いからH層 に分けられるものが大半である。柱根は検出されな

かったが、P lo9。 190で柱痕と思われるU字形の土層のはいり込みが見られた。これが柱痕だと推定する

と、柱は、約20cm前 後だったと思われる。遺物は全く検出されなかった。

(島  田 哲 男)

"'is.iJ

図67 建物址30(1:80)
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第 1節 借馬遺跡Ⅲ

③ 建物l■31(図68,写真22)

発掘区西端北寄 りに検出され、南 2mに .は 建物l」L30、 南西 7～ 1l mに 建物址35・ 36、 不明竪穴 1、 82号

住后址がある。形態は、桁行 2問 ×梁行 2間 で、中央に柱穴がある田の字形 (建物址分類HA)で 、桁行

方向 (棟方向)は N34° E

を向く。しかし、本址は南

隣の建物址30と 形態、大き

さとも、ほぼ同じであるの

で建物l■30と 似た方位のN

56° Wと も想定される。規

模は、桁行全長4.0～ 4.2

m、 梁行全長3.7～ 3.9mで 、

柱間寸法は、桁行一問1.7m

梁行―1飼 1.55mを朝1り 、平

面積は15.58m2で ぁる。柱穴

は、黄褐色砂層を掘 り込み、

掘 り方は、ほぼ円形で、規

模は、ほぼ平均的で63× 65

Cm、 深さ40cmを 測る。柱穴

はほぼU字形で、底はほぼ

平担である。柱穴内の埋土

は、どれも砂質黒褐色土で、

H層 に分け
´
られるものが

大半である。P231に は
′
、礫

の混入が多く見られた。柱

根は検出されなかった。遺

物は全 く検出されなかった。

(島  田 哲 男)

0  _         2m
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図68 建物址31(1:80)

④ 建物址32(図 45・ 69070,写真21・ 22・ 23)

発掘区西側南寄 りに位置し、 P150、 151、 152を 65号住居址に切 られている。南東1.5mに 建物址34、 北

2.5mに 建物址2jが ある。形態は、桁行 4間 ×梁行 2間 で南側に廂と思われる柱穴が 6ヶ (5間 )が平行に

並ぶ (建物址分類ⅣB)も ので桁行方向はN77・ Wを 向く。規模は、桁行全長8.1～ 8。 4m、 梁行5.2～ 5.5

mで、廂と昼われる柱穴列の全長は9.lmで、柱間寸法は、桁行一間1.5t2m、 梁行一間2.lm、 廂と思わ

れる柱穴列一間1.5～ 177Mを 測り、本体のみの平面積は、44.28m2、 廂と思われる柱穴列を含めた平面積は、

57.18m2でぁる。柱穴は、黄褐色砂層を掘 り込み、掘方はほぼ円形で、規模はほぼ平均的で80× 77Cm、 深さ

50～ 70Cmを 測るが、廂と思われる柱rllの 柱穴は、掘 り方、大きさはほぼ同じであるが、深さが25～ 40Cmと

本体の柱穴よりは浅い。P145は切 り合いかどうかは、埋土が一層のみではっきりとしなかった。柱穴はほ
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第Ⅳ章 調査遺跡

ぼU字形に掘られている。柱穴内埋土は、本体、廂と思われる柱列共、P13901440145を 除き、黒褐色土

を含有物の違いで、二層に分層できた。P145に は礫の混入が多く見られ、P1510152に は、軟弱であった

が砂層の貼床が見られた。柱痕はどれからも検出されなかった。遺物は全 く検出されなかった。

本址は、65号住居址に切られていることから、10C以 前 (X期前)と 考えられる。

(島  田 哲 男)

⑤ 建物址33(図39,写真14022)

本址は調査区、中央やや南に位置する。 P90・ 91・ 92を 、73・ 75号住居l■に切られている。76号住居址

との関係ははっきり|ン ない。′西 6mに建物址29・ 32・ 65号住居址、東10mに 4号住居址、北 7mに 71号住

居址、南西10mに建物坦L34がある。形態は、桁行 4間 ×梁行 3間 で南側に廂と思われる柱穴列が 5ヶ (P

103・ 1040105。 1090112)が 平行に並ぶ (建物址分類ⅣB)も のである。やや南にずれるが P106も 関係

しているとも推定される。本址の桁行方向はN86° Eを 向く。規模は、桁行全長6.8～ 7.Om、 梁行全長5.2

～5.4mで、廂と思われる柱穴列の全長は7.3mで、柱間寸法は、桁行一間1.3～ 1.8m、 梁行一間1.4～ 1.7m

で、廂と思われる柱穴列は一間 1～ 2mと 不揃いである。本体の平面積は、36.75m2、 廂と思われる柱穴列

を含めた平面積は、49.965m2でぁる。柱穴は黄褐色砂層を掘 り、掘 り方はほぼ円形で、規模は、本体のも

のはほぼ平均的で63× 60cm、 深さ45Cmを 測る。廂と思われる柱穴列の柱穴は、規模はやや小ぶりで大きい

ものは、本体と同規模の64× 60Cm、 小さいものは37× 37Cm、 深さは本体よりやや浅 く(25～ 40cmで、P l12

は深さ70cmと 深い。 柱穴はほぼU字形に掘られている。 柱穴内埋土は、 1～ 3分層 された各柱穴に、

堆積物の違いが見られたが、主体は黒褐色土である。柱穴の半数には拳大の礫が多く見られた。柱痕はど

れからも検出されなかったが、P99に は柱痕状のU字形の黒色土が見られた。遺物は小片のみで特に検出

されなかった。

本址は、83号住居llL(第 Ⅲ期、9C代 )、 85号住居址 (第Ⅷ期、8C)に切られているので8C及び、そ

れ以前と考えられる。

本址及び、建物址32、 借馬A地区建物址25(借馬遺跡 H、 1980)な ど廂と思われる柱穴が附属すると考え

られる建物址は、借馬遺跡においては 3棟 目である。建物址の分類で述べられている様に、この建物址(建

物址分類Ⅳ)は 、桁行の柱穴数より、廂と思われる柱穴列の柱穴数が多いものと少ないものの 2種類に分

けられるが、建物の建て方自体には、さほど関係しないと思われ、廂の大きさの違いと考えられる。

(市 川 隆 之 )

⑥ 建物址34(図 69・ 70,写真23)

本址は調査区、中央南寄 りに位置する。北西1.5mに建物址32、 北西6.5mに 65号住居址、北西10.5mに

建物址 29、 Jヒ東10mに建物址33・ 73・ 75。 76号住居址、南東13mに 83号住居址がある。形態は、桁行 4間、

梁行 3間 (建物址分類Ⅲ I)で、棟方向は N51° Wを示す。規模は、桁行全長7.9m、 梁行全長 5mで、柱

間寸法は、桁行一間1.7～ 2m、 梁行一間1.5mを 測 り、平面積は、39.5m2でぁる。柱穴は黄褐色砂礫層を

掘 り込み、掘 り方は、ほぼ円形で、規模は、最大107× 95Cm、 最小70× 65Cm、 深さ60cmを 測る。柱穴はほぼ

U字形に掘 られている。柱穴埋土は、ほとんど一層で黒褐色土で、P129は混入物の違いで 2層 に分層でき

た。柱穴の大半には礫が多く見られた。柱痕はどれからも検出されなかった。遺物は、P124よ り、須恵器

高台付杯 (杯 B)の底部 (284)が出土した。

― ■0-



第 1節 借馬遺跡Ⅲ

本址は P124か ら出土した須恵器杯から想定 して、10C(第 X期 )頃 と考えられる。

(島 田 哲 男)

図69 建物址34(1:80)

⑦ 建物l■35(図 62・ 71,写真23・ 36)

日24~2田
帥

図70 建物址34出 土遺物(1:4)

発掘区西端中央に位置し、P218・ P219。 P220・ P223は 、82号住居l■_、 不明竪穴1を切る。建物址36

と切 り合っているが、柱穴の切 り合いが見られないのではっきりしないが、出土遺物から見て本llLの 方が

新しい。
.東 4mに建物址30、 北 9mに建物址31、 東 8mに建物址29が ある。形態は桁行 2間 ×梁行 2間 で

.

中央に柱穴があるやや長方形の円の字形 (建物址分類HB)で 、桁行方向は N59° Wを示す。規模は桁行

全長4.6～ 5.Om、 梁行3.5～ 3.8mで、柱間寸法は、桁行一間1.85～ 2.Om、 梁行一間1.6mを 測り平面積は

17.76m2で ぁる。柱穴は黄褐色砂層を掘り込み、柱穴はほぼ円形で、規模は最大97× 63Cm、 最小55× 55Cmで

深さ30～ 60cmを 測る。柱穴は、ほぼどれもU字形に掘られている。柱穴内の埋土は黒色土で、混入物の違

い等から1～ 3分層される。柱痕は検出されなかった。

遺物はP223よ り多く出土した。須恵器杯が 4個体(285～ 288)、 大甕の破片(289)、 小形壺の底部(290)

が出土した。285～ 289は埋土 I層 下層～Ⅲ層で、290は I層表面近 くから出土した。285～ 289は 8C～ 9C

代 (Ⅷ期～Ⅲ期頃 )、 290は 10C後半～12C頃 (Ⅲ ～Ⅲ期頃)の ものと考えられる。289は 口縁部のみが図示

ぐ

　

０

m
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第Ⅳ章 調査遺跡

できたのみであるか、胴部破片も見られ、不明竪穴 1か ら出土した破片と接合した。このことから、285は

不明竪穴 1の遺物で、 P223が掘られた時点において混入したものと考えられる。確実に本址に伴なうと

考えられる遺物は290の みである。280は 内面に墨書状のものが見られるが、内面であることや
=し

か残存

してないことから現時点では図示するのみで、結論はさけたい。

本址は、82号住居址を切っている'こ と、280が出土していること等から、1l C～ 12C頃 と考えられる。

(島 田 哲 男)

P223~285
P223~286

P223~287

P223~288

P223~289

キ I J
P223~290

図71 建物址35出 土遺物 (1:4)

③ 建物址36(図 62・ 72,写真24)

発掘区西端中央に位置し、 P209、 210は 不明竪穴 1を切っている。

建物址36と 切 り合っているが、柱穴の切 り合いがなく、はっきりし

ないが、出土遺物より見て本址の方が古い。形態は桁行 2間 ×梁行

2間のほぼ正方形 (建物址分類 IE)で、桁行方向はN27° Wを向く。

規模は、桁行全長3.3m、 梁行全長3.1～ 3.2mで、柱間寸法は、桁行

1間 1.4～ 1.5m、 梁行 1間 1.2～ 1.6mを 測り、平面積は10.4m2で ぁ

る。柱穴は黄褐色砂層を掘っており、柱穴はどれもほぼ円形で、規

模は平均して50× 40cm、 深さ40cmを 測る。柱穴はどれもほぼU字形

である。柱穴内の埋土は総じて黒色tで、含有物で分層される。柱

根は検出されなかった、P206、 P202と 並ぶ P201は東側桁の共端の

同じ位置に掘られているので本址にかかわるものと考えられる。

Om

図72 建物址36出土遺物 (1:4)
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第 1節 借馬遺跡Ⅲ

遺物は P205か ら須恵器杯 C(291)、 P211か ら須恵器杯 C2点 (292・ 293)が 出上した。

本址はP205。 P211の 遺物、切 り合い関係等より、 9C～ 10C代 (第 X期前後)と 推定される。

(篠 崎 健一郎 )

3) その他の遺構 と遺物

(1)不明竪穴

① 不明竪穴■ (図 62,写真23・ 24)

調査区西端中央に、82号住居址、建物力L35・ 36に切 られて検出された。

遺構は、黄褐色砂層を掘 り込んでいる。埋土は 2層 で、下層は、砂質の黒色土が混入する黄褐色土 (H

層 )、 上層は砂質褐色土混入黒色土 (I′ 層)である。プランは不整隅丸方形で、規模は東西2.6× 南北2.7

mである。壁はゆるやかな傾斜をもって掘られてお り、壁高は東壁30cm、 西壁28cm、 南壁20cm、 北壁16Cm

を測る。床面はやや軟弱で、やや南東へ傾斜 してい_る 。南束コーナー直下に95× 85Cm、 深さ12cmの浅い格

円形のピットが検出された。炉及びカマ ド、柱穴、周溝等は見られなかった。

遺物は、土師器甕の破片、須恵器大襲の破片 (P233と 接合 )が少量見られるのみである。また本力Lを

切っているP223に 本力との遺物 と考えられる須恵器が 5′点 (285～ 289)と 土師器片が出土 している。

卜址は、82号住居址、建物址35・ 36に切 られていること、遺物等から8C前後 (Ⅷ期前後 )と 考えられる。

(篠 崎 健一郎 )

② 不明竪穴 2(図73,写真24)

調査区北端中央に位置し、南 lmに 62号住居力L、

南東 7mに 61号住居址がある。

'遺
構は、黄褐色砂層を掘 り込んでおり、埋土は

5層 に分層され、自然堆積を示す。 I層 は砂質の

黒色土で中央に傾斜をもって堆積している。H層

は暗黄褐色土を少量含む砂質の黒色土で I層の下

に I層 と同じく中央に傾斜をもって堆積 している。

Ⅲ層は黒色土を少量含む暗黄褐色土で東側、北側

から中央に向い傾斜をもって堆積 している。Ⅵ層

は砂質の暗黄褐色土で、西側～中央に向って堆積

しているものと、南側壁際にH層上、I層 の端に

堆積しているものが見られる。V層 は砂質の漆黒

色土で東 。西から中央に向って底面に傾斜をもっ

て堆積している。本址の堆積は、始めは東西から、

次に西から、次に東、北側、次に東西・北側から

堆禾責したものと思われる。南側からの堆積はなか

ったと考えられる。プランは、ほぼ円形で規模は

200× 190cmである。壁は、東西南壁はほぼ直であ

るが、北壁はゆるやかな傾斜をもって掘られてい

不明竪穴 2

1層 砂質黒色土
H層  砂質暗責褐色土を少量含む砂質黒色土
Il層  黒色土を少量含む砂質暗黄褐色土
Ⅳ層 砂質暗黄褐色土
V層 砂質漆塁色土

0             2m

―-113-―
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る。壁高はほぼ均一 で50Cm、 深さは最深部で58cmである。底面は中央部がやや凹んでいる。ピット他の

施設は見られない。北壁には40× 15Cmの長い礫、拳大の 4ヶ の礫、北壁直下には25× 7 Cmの長い礫が見ら

れた。本址はおそらく、貯蔵穴的なものであったと考えられる。

遺物は、土師器ヨ〔胴部の破片が I・ H層 から出土した。本1lLは 遺構、遺物等から、61・ 62号住居J■ と同

じⅥ期頃と推定される。

(島  田 哲 男)

(2)竪 穴住居JL・ 建物珈L以外のピット

借馬遺跡C地区に於ては、1住居珈L、 建物JL以外に160基 の大小のピットが検出された。これらのビットは、

古墳時代～近世、近代まであると考えられるが区分がむずかしい。最大は126× 104cm、 最小は20× 20cmで

ある。ここではピット内から実測及び復元実測でき得る遺物を出土したものを記述する。

① Pl(図 5。 74)

本珈Lは 80号住刷 lLに 切られて検出された。黄褐色砂層を掘り込み、プランはほぼ円形で、規模は44× 44

Cm、 深さ20cmを 測る。埋土は砂質の黒色土である。

遺物は甕の口縁部(294)で 、5C後半 (第 Ⅳ期)と 考えられる。

② P2(図 5。 74)

本JLは 74号 lt居址の中央に位置し、住居坦L埋没後掘 り込まれたものである。プランは、ほぼ円形で規模

は、37× 36Cm 深さ44cmを 測る。埋土は貫褐色砂粒を少量含む黒褐色土である。

遺物は、小形蓄[口 縁部～胴上半部 (295)、 杯底部(296)、 土師器袈、杯の破片が10数片出土した。これら

の遺物は8C前後 (第Ⅷ期)と 考えられる。

③ P17(図 5。 74)

木現Lは 、80081号住居力Lを 切る状態で検出された。黄褐色砂層を掘り込み、プランはほぼ円形で、規模

は40× 40Cm 深さ20cmを 測る。埋土は、黄褐色砂粒を少量含む黒褐色である。

遺物は、須恵器の高台付杯の底部の破片(297)で 、8C(第Ⅷ期)と 考えられる。

④ P84(図 30・ 74)

本」Lは 、64号住居JL西側1.8mに 検出された。黄褐色砂層を掘り込み、プランはほぼ円形で、規模40× 28

Cm、 深さ45Cmを 測る。埋土は上部に酸化鉄 (Fe203)の 浸透が見られる砂質の黒色土である。

遺物は、中世土師器の小皿の底部の破片(298)である。

⑤ P86(図 30・ 74,写真36)

本址は、75号住居力L東壁際中央に位置し、住居埋没後掘 り込まれたものである「 東隣にはP85があり本

址を切っている。プラシはほぼ円形で、規模は62× 51cm、 深さ55Cmを 測る。埋土は、黄褐色砂粒を含む黒

色土である。

遺物は、回転ヘラ切 り後ヘラケズリした須恵器の杯(299)で 、 8C～ 9C(第Ⅷ～Ⅸ期 )と 考えられる。

⑥ Pl14(図 39・ 74)

本址は73号住居址の西側 lmに P l13と 切 り合って検出された。本址はPl13を 切っている。 Pl13・ Pl14

共アランはほぼ円形で、規模はP l14は 、126× 104cm、 深さ24cmの 北側がやや深い丸底状である。 P l13は

85× 65Cm、 深さ17Cmの九底である。つ114の埋土は4層 に分層され、 P l13は 1層 のみであった。 P l13・

114に 共通するⅢ層の灰褐色土は分層できなかったが、平面形状から見て、分層されるものと考えられる。
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遺物は P l14か ら土 |「器甕(283)須 恵器杯 3′点(300・ 301・ 302)・ 蓋(303)0短頸壷(304)の 5点で、8C代

代 (第Ⅷ期)と 考えられる。

時期は P l14は 8C、 P l13は それ以前と推定される。

⑦ P148(図 39074)

本址は75号住居理Lの 東壁中央北寄
・
り、住居」L埋土上に検出された。住居址埋没後、掘 り込まれたもので

ある。プランは円形で、規模は30× 30cm、 深さ26cmを 測る。埋土は、漆黒色土である。

遺物は、図示しなかったが、中世の青磁碗の胴部破片が出土した。釉色はコバル トブルーで、釉の厚さ

は l mmを 測るものである。

(島  田 哲 男)

Pl-294

P17~297

P04~298

P00-299

Pl:4~303

Pl14~304
0                      :Oom

片― 【P2~295

Pi14~302

/′ π こ

.                                          Pl14~283

図74 竪穴住居址・建物址以外のビット出土遺物 (1:4)

(3)河川址 (図75,写真20)

本年度の発掘により、河川址が発掘区の北側 (河川址 1)と 南側 (河川址 2)の 2箇所に見られた。

借馬遺跡では、借馬A地点で 3箇所 (I、 H計 )、 農具川河川改良区で 1箇所、B地区で 1箇所、計 5箇所

で検出されている。河川址 1・ 2共に蛇行し t′ぉり、(河川址 1は 蛇行の一部分)西～東へ流れていたと思

われる。堆積状態は 1・ 2共 同じであるし断面図は河川址 1のみ提示した)。 河川址 2は 83号住居址 (9C
後半～10C前半)を切っている。河川址 1は 幅3.5～ 7m、 深さ30cm、 開いたU字形をしている」河川址 2

は、幅3.5～ 5m、 深さ20cm、 開いたU字形をしている。河川l■ 1・ 2は鹿島川分流か、農具川の分流かの

2種類が考えられるが、おそらく鹿島川の分流と思われる。河川址 1の時代ははっきりしないが、河川址

2は 83号住居址を切っていることから10C以 後と考えられる。おそらく河川址 1も 堆積状態がほぼ同じこ

とからこれに前後ずる頃と考えられる。

(島 田 哲 男)

図75 河川址 1横断図 (1:40)
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3 借馬遺跡出上の炭質物・骨片・その他 (表 1)

炭質物の鑑定については前田遺跡出上のものと同様で、双l良実体顕微鏡を用い20倍～40年 で木口面 1柾

目面を調べ決定した。炭化材であるので変形や灰化寸前のものが多くコナラ亜属は断定できるもののみ種

まで記載す。千を越える炭化物を調べた結果,本遺跡付近はコナラ亜属に覆われており前田遺跡付近と比

較して、大部植物相が異なっている。(前 田遺跡の項を参照されたい)骨は全て焼かれており焼かれたとき

のヒビ破れの結果全K破片となっていた。中にニホンジカの角の破片も混在しており、足の緻密な部分の

遺存が多かった。金属については破面を金属顕微鏡により調べた。

(森   義 直)

表 1 借馬遺跡出土炭化物・骨片 。金属 。その他一覧

住居址番号 竪穴住居址内出土の炭質物 0骨片・金属など

63    生主

64  住

構造物の炭化物 (ミ ズナラ材、コナラ材、′、ルニレ材),ク リ材,中型哺乳類の骨片

ミズナラ材, コナラ材,ク リ材 中型哺乳類の骨片

66,住 刀子 (中心に芯鉄,そ の外側に4層 の滲炭層あり,鍛造品)

.67    生三
柱状の炭化物はミズナラが多く次いでコナラ,ク ヌギ,ナ ラガシワなど全てコナラ亜属

の材である。小量のヤナギ材,エ ノキ材,モ ミ?材の炭化物であり……火災住居

68    生L トリの足骨片 (ヤ マ ドリ大 )

70  住 ナラ材

71    生L 柱状の炭化物の全てナラ材 (ミ ズナラ, コナラ),ケヤキ材,ヤナギ材,ク リ材

72   生主 ニホンジカの骨片

75   1主 ニホンジカの角片と骨片,環状鉄製品 (鍛造し,外側に滲炭層あり)
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発掘区域外出土遺物 (図 76・ 77・ 78,写真38039・ 40・ 41)

借馬遺跡は、1979年 ～1981年 3年度に渡って、A・ BoC地区と調査 して来たが、調査区域を改めて概

観すると当時の予想される集落範囲の、五分の一にも及んでいないのではないかと考えられる。短期間の

うちに実施される大規模な圃場整備事業は調査団における力の及び得るものではなく、未調査部分があっ

たと考えられることは、まことに大変残念なことである。

ここにあげる遺物は、発掘区遺構外及び、発掘区域外での採集及び、借馬 丸山好二氏が借馬遺跡中で

採集し、所蔵している遺物である。借馬遺跡の全貌を知るうえでの一資料である6

1は縄文時代晩期前半に比定されると考えられる深鉢である。 2は弥生時代中期か後期と考えられる蓋

で、表面には指圧痕が残る雑な作りである。 3～ 6は 第 I期 、 3は 全面赤色塗彩した片口土器、 4は 雑

な櫛描波状文を施文した甕、 5は 頸部に櫛描簾状文 を、口縁部、胴部に櫛描波状文 を施文 した甕であ

る。 4・ 5共に櫛描文は中部高地型櫛描文 (笹 沢1978)である。 6は 全面赤色塗彩した高杯である。 7～

11、 40、 47は 第H期、 7は高杯、8は東海系 (欠 山式 ?)の壺の口縁部である。40も 東海系、S字 口縁台

付甕の口縁部である。Hは 幾内、布留式系の杯である。 9、 10は 全面赤色塗彩した器台、47は やや小形の

甕である。17、 26、 41、 42は 第Ⅲ期、26は 器台、41は 口縁部がほぼ直立する甕、42は粗雑な調整の甕であ

る。17は 底部中央に凹をもつ小形の杯である。33、 39は 第Ⅵ期、33は 丁寧なヘラミガキをされた光沢をも

つ良好な焼成の増、39は 外面に縦位のハケメをもつ甑である。12、 16、 27、 36、 43、 44、 46、 51は 第V期

である。12、 51は 有稜杯、16は 底面をされいにヘラケズリし、内外面ヘラミガキした底部が小さい平底風

の杯、27は 脚部が短かく、杯部に稜をもつ黒色土器の高杯、36は 底面ヘラケズリした、やや球形胴の小形

甕、43、 44、 46は 球形胴を残す甕である。13、 14、 15、 18、 19、 25、 34、 35、 38、 45、 49、 52、 53は 第Ⅵ

期、13、 14、 15、 18は有稜杯、19は杯Aに類似する内面にゆるい稜をもつ有稜杯で、14、 15は 土師器、15、

18、 19は 黒色土器である。25は 脚部が高く、杯部内面にゆるい稜をもつ、黒色土器の高杯、34は 黒色土器

の短頸壺、35は 土師器の短頸壺、38は 土師器の小形甕、45は ややゆるい球形胴の土師器甕、59、 53は 、胴

中央部が最大径となる土師器甕、52は やや球形胴を残す長胴甕である。20、 21、 22、 28、 37、 48、 50は 第

Ⅶ期、20は杯A(無稜杯 )、 21は 内面にゆるい稜をもつ有稜杯で、20、 21共黒色土器である。22は 須恵器

のつまみのつかない杯蓋、28は 須恵器の杯部が盤に近い高杯、37は 口縁部が最大径の小形甕、48、 50は 、

調整が荒 く、積み上げ痕が残り、口縁部が最大径となる長胴甕である。、23、 24、 29、 54、 55、 56は 第Ⅷ期、

23、 24は 偽宝珠つまみのつく杯蓋 (蓋 D)、 29は 高台の付いた魅、54は 口縁部が最大径の長胴甕で底部には

2枚分の本葉痕が残っている。55は 胴上半部が最大径の回縁部がくの字に開く甕、56は 表面をタタキメ後 t

カキロを施し、内面には内型の青海波文が明隙に残る小型の大甕である。30、 57は 畑期、30は 回転糸切 り

底の黒色土器杯 (杯C)である。57は 隣接する分水遺跡から出土した黒笹90号窯式の新しい時期頃に比定

されると考えられる手付瓶で、釉色はやや深い黄緑色で、把手の表面には文様力咳Jま れている。31、 32は

第皿 期、31、 32共 、折戸53号窯式に比定されると考えられる婉である。32は 隣接するトチケ原遺跡出土の

ものである。58～ 61は 土玉でおそらく土錘と思われる。(個 々の遺物の調整等明細については遺物観察表

を参考されたい。)    .

参考文献

笹沢 浩「中部高地型櫛描文の系譜」「中部高地の考古学」長野県考古学会1978年

一 H7-

(島  田 哲 男)
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第 1節 借馬遺跡Ⅲ

まとめ (表 2)

昭和56年度における借馬遺跡の調査区域は、54年度および55年度が東方の山麓に近い地域を南流する農

具川の右岸地帯であるのにくらべ、ずっと西北方に寄った微高地に位置する。西は国道158号線に接し、す

ぐ東には国鉄大糸線が走っており、200mほ ど北には信濃木崎駅がある。少し高いので、先に調査した地

点をはるかに望むことができる。54年度の地点とは約 l kmほ どの距離、55年度の地点とは700mほ どの距離

がある。松本盆地北端にあった古代農村の西北隅に当っているかと思われる。

調査地区内からは23・4fの竪穴住居址と、 7軒の掘立柱の建物址が検出されている。竪穴住居址はV期以

前 2、 V期 1、 Ⅵ期 7、 Ⅶ期 3、 Ⅷ期 2、 Ⅸ期 2、 X期 4、 Ⅲ期 1、 Ⅲ期 1と いう内訳になるが、建物址

の年代については々、34、 36が 10世紀とみられる他はわからない。ただ建物llL35に ついては、82号住居址

が切っているところからみて、11世紀代以降のものであり、建物址33号 は 8世紀に属する75号 住居址に切

られているところから、それ以前であることがわかる。

この集落の北部を切るようにして一すじ、南部を区切るようにして一すじの、いずれも幅 5mほ どの川

′
堰 )が西から東に向い屈曲して流れているのが検出されたが、南部の川に83号住居址が切 られていること

から、南のものは少くとも10世紀以降のものとみられる。これらの川は、おそらく鹿島川方面から扇状地

上を流れおちてくる自然流であり、す ぐ東方を南流する農具川に入ったのではないかと考えられる。この

集落の人たちは、この川の水を飲み、また水田を作るのにも利用していたにちがいない。

竪穴住居址の分布をみると、北部の川をはさんで古墳時代後期のものが集中しており、規模の大きいも

のが多い%13軒のうち、さらに時期別にすると、前葉 3軒、中葉 7軒、後葉 3軒になる。このうち前葉の

ものは川の南にあり、あとは川の南北にある。やや想像を強くすることになるが、はじめに川の南に住ん

だ人たちが、改築の時期を迎えたとき(り ||を へだてて20mほ どの南東方へ家の位置を移し、しかも大型の

家63号 と71号 を建て、さらに74号の家に分れる者もあった。さらに 7世紀の後半になると分家をしていく

ものがあったと考えられなくもない。

建物址についてみると、北西部にある4軒はいずれも2問 × 2間の小規模なもので、そのうち 3軒 は中

心の柱を持っているのが特徴である。10世紀及びそれ以降の建築になるとみられる2軒のうち、北部に位

置する29号の建物は東西 3間、南北 5間 の南北に長い建物である。34号はおよそ東西に長 く、正確にはそ

の長辺を南東～北東に向けており、長辺が 4間、短辺が 3間 になる。32号・33号 は前面に柱穴列を持って

おり、これはおそらく廂の付 く建物と考えてよいであろう。以上のような掘立柱の建物は、遺物をほとん

ど伴わないところから、住居垣Lではなく、おそらく個人かあるいは共同の倉庫であろう。床があったかど

うか証拠がないが、多分米を貯蔵するのが目的であろうから、湿気や猟害を防ぐために、かなり高い床が

あったのではないだろうか。

また住居址のカマ ドの位置をみると、

3回 にわたる調査で検出された竪穴

住居のうち、カマ ドの位置の判明し

たものについて、時期別にその位置

を示すと次のようになる。これによ

ると時期によりその位置が北あるい

は東におよそ偏っていることがみと

れるが、その理由はわからない。ま

かならず北壁か東壁であり、南や西に設けたものはない。これは

表 2 時期別カマ ド設置位置

5刊L糸己 6刊壁糸己71壁糸己8世JI己 91ヒ糸己1咄 己11週壁糸己

Jヒ     昌占 カ
マ
ド
無
し

8 0

東   壁 4 1

そ の 他 0 0
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第Ⅳ章 調査遺跡

た 5世紀の住居址がカマ ドもなく、炉もない理由もわからないが、想像 としては火を焚く施設を他に設け

てあったのか (借馬遺跡の場合はそういう施設を見出すことができなかった)あ るいは当時の家に床があ

り、床上に炉を設けていたのではないかと考えたい。

さらに住居址の分布をみると、東方の現農具川ぞいに 5世紀頃住んだグループのうち、時代がすすむに

つれ多くの部分が西方へ移転してしΥったとみられる分布を示している。もしそうだとすれば、その理由と

しては鹿島川の氾濫をあげることができるのではないかと思われる。古代末の頃大きな氾濫が、この村を

襲ったことが調査の上からわかっている。その時点はいつのことかまだ細かい検討を要するにしても、そ

の結果住みにくい場所ができ、次第に西方の高みへ移っていく人たちがあったと考えることは不自然では

ない。現在の借馬集落には、̀も
と村はもっと東方の農具川に近いところにあったのだが、鹿島川の氾濫を

さけて現在地へ移っ7こ という伝承がある。そのもとの位置と、発掘調査であらわれた住居址群とは直接の

関係がなく、その間には時間のギャップがあり、位置もさらに移っていることであろうが、移転の原因と

なった氾濫については、遺跡の土層調査の上にもあらわれており、その時期は平安時代末とみられ、伝承と

一致する。村がだんだんと高処へ移って行くきざしを住居址分布に見られるように思う。

さてここにあうた古代の農村は、なんと呼ばれる集落であったろうか。文献もなく、現在残されている

小字名などの地名から推定するより他はないが、仮に現借馬集落が、住居群につながりがあり、そのすじ

を.引 くものであれば、これらの古代農村も「かるま」と称する村であった公算が大きい。またこの名は古

代に生じた名にふさわしい響きをもつように思われるのである。

(篠 崎 健一郎 )
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表11 借馬遺跡出土編み物用石錘一覧

番号 図 版 番 号 住居址番号
長 さ

(mm)

幅

(mm)

厚 さ

(Ilm)

重 量

(g)
備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

37-1 62桑難主雇弘止

119

121

138

174
158
137

127

140

135

142

136

105
139
163

148

68
81

84

75

59

59

76

64

66

65

69

82

77

67

81

35

43

52

39

47

63

35

60

55

45

53

40

50

49

53

641
776
734
650
815
875
532
1,030

730
746
774
536
1,030

742

678

16

17

18

19

20

21

22

23

24
25

26

27

28

29

30

31

37-2 71■観 趾

120
130

141

140

125
123

123

147

169
139
117

138
146

98

134
121

80
74

73

68

77

82

67

77

71

72

83

73

66

62

67

71

54

55

45

60

47

43

62

62

54

24

65

52

50

66

46

66

754
847
658
825
762
652
1,070

909
944
460
840
720
815
885
778
974

小さい子L多 し

枷けた跡炭化物付着

32

33

34

35

36

37

38
39

40

41

42

37-3 78卸

128

127

109
151

163
141

120

155

152
120

153

8

80

45

58

46

36

45

55

31

46

42

43

50

680
744
548
642
624
722
388
820
810
880
851
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第Ⅳ章 調査遺跡

追分遺跡は、大町市大字平字借馬7384番地外7筆の地

籍に所在する。本遺跡は、借馬遺跡C地点の西約300mと

隣接しており、借馬遺跡に含まれ、借馬遺跡C地′点と同

様に遺跡の西縁部に立地しているとみられるので、第 1

節「借馬遺跡C地点の位置」の項を参照されたい。なお

標高は763mである。

追分遺跡附近を旧糸魚川街道が通過しているが、ここ

で木崎湖西岸ルー トの 2つ に分かれる。著名な北佐久郡

軽井沢町、南安曇郡穂高町の場合 と同様、ここでも道路

の分岐点に関わる地名として「追分」が使用されている

のは注目すべきであろう。

(劾 環  境 (図 1)

]iル]欺
[iil'て

いる♪

+黄褐色粗砂

第 2節 追 分 遺 跡

位置 と環境  (図 I～ Ⅲ 2・ 5・ 6・ 8,写真42)

(1)位  置

土

黄褐色土
漸移層)   (_32の

面に20Cm前後の礫

図 1 追分遺跡土層柱状図

自然環境については、借馬遺跡に隣接 してお り同様で

あるので、第 1節 1を 参照されたい。ここでは柱状図のみを提示するにとどめる。

0～ -67Cmま では小石の殆んどない飾分けの良好な推積物であり、洪水時に本流となったことはないと

考えられる」-32cm付近に所々に存在する偏平な礫は、自然堆積 としては不 自然であり、人為的なもので

あると推定される。 Pl γ P14も この面に掘 り込まれている。            (森    義 直 )

遺 構 (図 2,写真43・ 43・ 44)

調査区中央北側にPl～14が、黄色シル ト質砂層上に検出された。 Pl・ 2・ 7・ 8・ 14は 、平面形力`ほぼ円

形で、規模が径20～ 30Cmで 深さが10Cm前後と浅いピットである。P12は 前者と同じ大きさであるが深さが40

Cmと 深く柱穴状である。P3・ 11・ 13は 、平面形がほぼ円形で、規模が径50～ 80Cm、 深さ10～ 30cmの 中型なピ

ピットである。P5は 、平面形が120× 110Cmの 方形で深さ10Cmのやや大形なピットである。P5は P4と 重復

しP4に 切られている。P5の 50cm北 には20× 20cmの 円形の偏平な石が見られる:Ploは平面形が 110× 100

製のほぼ楕円形のピットで深さは10Cmで ある。 P4・ 6・ 9は 、礫を多く含むピット (集石ピット)である。

P4は 150× 140の 不整形な平面形のピットで、深さ15Cmの皿状のピンヽトで、挙大～人頭大の礫が26ヶ 集積

されている。P6は 60× 60Cmの 円形、深さ10Cmの ピットである。上面には ,人頭大の礫 3ヶ 、挙大の礫 2

ヶが見られる。P9は 100× 100cmは ほぼ円形、深さ5cmの大形な浅いピット内には、16ヶ の礫が集積されて

いる。Pl～ 14すべて埋土は黒色土が主体となっている。遺物はどれからも検出されなかった。。
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図 2 追分遺跡発掘区全景 (1:80)

Pl■ 14の時期は不明であるが、埋土が同一の黒色土が主体 となっているのではぼ同一時期 と考えられる。

ピットの用途 も浅いものが多く何の為のものかはっきりしない。

遺構外よりも何も出土遺物は見られなかった。
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第Ⅳ章 調査遺跡

追分遺跡表面採集の遺物 (図 3)

1～ 5の土器は借馬、九山好一氏が調査前に追分遺跡で表面採集し、所蔵している遺物である。

1は 第Ⅵ期頃の杯蓋、2は 第Ⅷ期の須恵器杯 B、 3、 4は 第畑期、折戸53号窯式に比定されると考えら

れる灰釉陶器の1宛 である。5は 口縁部がやや外反する中世 (15C前後頃)の内耳鍋である。
‐
1～ 5の遺物

から考え追分遺跡は、借馬遺跡に含まれるか、す圭続する一遺跡と考えられる。

(島  田 哲 男)

図 3 追分遺跡表面採取土器 (1:4)

今回の調査では、出土遺物は何 もなく、14ヶ のピットが検出されたのみである。14ヶ のピット中、 3ヶ

には礫の集積が見られ、集石を伴なうピットであった。他のピットは何 も見られなかったが、P12は 柱穴状で

ある。これらの用途は不明であるが、周辺で表採された遺物等より考えて、借馬遺跡 と同じく、土層の良

好な地区を選び生活していたと考えられる。今回の調査区は遺跡の中でも端の部分に当るものと考えられ、

工事区外 (調査区外)南 4員]、 借馬遺跡、 トドメキ遺跡寄 りに遺跡の中心があったと考えられる。

(篠 崎 健一郎 )

)内 は復元実測,H― 土師器 。S一須恵器・ Ka一灰釉陶器
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表 1 追分遺跡表面採取図示土器一覧

図番号器種 器形
法 重

色 訪 胎 土
成 形 ・ 整 形 上 の 特 徴

備 考
口径 底 径 高 さ 外 面 内 面

3-1 S・ 蓋 0 ( ro.4 天白色
展石粒 。副
粒を含む

ロ ク ロナ デ ロ クロナデ

3-2 S。 杯 B (10.4 青灰色
艮石粒・砂
粒を含む

氏部回転ヘ ラケズ リ修

け高台 。ロクロナデ
ロクロナデ

自然釉色 :

灰白色

3-3 Ka・ 碗 (e.0) 天白色
長石粒 ・砂
粒 をわずか

に含 む

氏部 回転 ヘ ラケ ズ リ後
け高 台 ´回転 ヘ ラケズ
リ

ロクロナデ
灰色

色

随

禄

3-4 Ka。 す宛 (8.3) 天白色
長石粒をわ
ずかに含む

嘆部 回転 糸切 り後 回転
ヘ ラケ ズ リ後付 高 台・
ロ クロナ デ ・ l回 転 ヘ ラ
ケ ズ リ

ロクロナデ
灰色

色

随

禄

3-5 H・ 内耳錦 32.8 茶褐色
石英粒 。長

石粒・砂地

を多 く含も
ロ クロナデ 。一部ナデ ロクロナデ ,一部ナデ

法量



第3節 南原遺跡

第 3節 南 原 遺 跡

1 位置と環境 (図 I～ Ⅲ2・ 5 8,写真45)

南原遺跡の位置は、大町市大字社字宮本小字南原にある。大町市の東方に連なる中山山地は、新生代に

なると海底火山の活動と地盤隆起によって、現在見るような複雑な山容を形成した。この西縁に南北に走

り連なる大峰山は、西側一帯に崖錐地形を発達させ、それらは高瀬川などの強い侵蝕を受け、現在では細

長 く連続する段丘地形となっている。南原遺跡はこうした段丘端にあり、海抜640～ 645mに立地している。

南原遺跡の東方約 l kmに は、 7世紀より12世紀にわたり、35戸の竪穴住居iLと 多数の建物址やピットなど

と、多くの遺物が出_Lし た前田遺跡や、北方約800mに は、日本最古の神明造 りとして、国宝に指定されて

いる仁科神明宮があり、南原遺跡はこうした環境の所にある。仁科神明宮の仁科という地名は、埴色をし

た段丘地形から名付けられた古名であること、仁科神明宮を中心としたこの段丘一帯が、平安時代後期よ

り、伊勢神宮 (内 宮)領 となっていることなど、歴史上から見ても重要な地域であるといえる。

2 遺構 と遺物

(1)遺  構 (図 1,写真45046)

本遺跡の遺構 としては、柱穴址と見られるピットが総数20箇所検出された。これはPlよ りP8ま での 1

群、P9か らP13ま での 1群、P14と P15の 1群、P16か らP18ま での 1群 、 P19と P20の 1群 で計 5群のピッ

ト群によってぃることが判明した。それぞれ各ピットの計数値は表示した通りである。ピットは特別大型

のものは確認されなかった。又、ピット内部の土層は I層 が黒色土で、次のH層 は I層 よりやや赤みのあ

る黒色土で,Ⅲ層は黄褐色を含む黒色土である。そこで 5群に分れたピット群であるが、これらは特定の

建物l」Lと して考えるにはやや困難である。中でもPlか らP8ま でのピット群が集合体を取り、何らかの建物

址とも考えられないことはないが、これはとても完全とはいえない。強いて考えれば、耕作地の近 くに設

けられた小屋という見方も考えられる。これらの決定は後考を待ちたいと思う。

(2)遺  物 (写真47)

本遺跡から出土した遺物 としては、黒曜石片 4、 土師器の小破片 5、 須恵器の甕破片 1、 灰釉陶器小破

片 2、 常滑壺口縁部破片 2、 染付腕破片 1である。

3 まとめ

前述の如 く、本遺跡は段丘端に立地した遺跡であり、柱穴llLと 考えられるものが、5群で20箇所を数える

のみで、遺物としても、古代から江戸時代に至る遺物が出土したものの、何れも小破片で量的にも少ない。

これらを考えると、本遺跡は生活本処の場と考えるより、日常生活の農作業に附随した柱穴群として見た

方がよいのではないかと思われる。

―-153-―

(原  田   噴 )
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第Ⅳ章 調査遺跡

第 4節 前 田 遺

位置と遺跡付近の自然環境 (I～ Ⅲ,図 2・ 5

本遺跡は、大町市社・前田地区にあり、北安曇郡のいわゆる安曇平の東端で、高瀬川によって作られた

左岸の館の内段丘面に、東山の崖錐が沢によって押し出されてできた小扇状地の緩い斜面上にある。本段

丘付近の地形は、安曇平が南北方向に高瀬川に沿って開け、西は飛騨山地の3,000m級 の後立山連峰にさえ

ぎられている。東側はフォッサマグナ西縁の第二紀層よりなる1,000m前後の中山山脈と接している。

(1)高瀬川と段丘

北安曇平を作った高瀬川は、源を槍ヶ岳の北側に発して束筑摩郡の明科付近で合流するまで、1全長は

70km以 上流域面積は400kmを 越し、旧第二発電所付近で河川の勾配は急に変り、それより上流は発の急勾

配である。したがって安曇平を出ると急に緩やかになるので、土砂の運搬力が劣ろえ、広い扇状地を作っ

ている。その他多くの支流を合 しているが、いずれも急流である。そのため水量の変化は屈指で、大洪水

と冬期の渇水 とをくり返 し、膨大な土砂を運び出し安曇平を形成している。礫の岩質は上流の地質によ

り決まり、火成岩では花聞岩が一番多く石英班岩、流紋岩、安山岩、玲岩などとなっており、堆積岩は火成

岩の÷～÷程度でチャート、硬砂岩、粘板岩などと熱変成岩のホルンフェルスなどである。しかし、流入す

る支流の流域の地質により場所毎に多少変化しているのは当然である。

この高瀬川水系によって形成された段丘は、東部山地の山麓に二段あり、上から海抜800m前後の所に一部

残っている大町公園面と、その下の750m前後の所によく残っている館の内面とである。大町公園面は乗越

沢から大町公園、松崎を通 り南へ伸びているが現在では所々しか残っていない。ロームの状態から洪積世

末頃の形成と推定されている。

館の内面は、 大町公園面より50m～ 60m下位にあり南へ行 くにしたがって段丘面は広がり、 社地区の

集落の多くはこの段丘面上にあり、 前田遺跡もこの段丘面上にある。 現在の高瀬川の河床との比高

は、 大町市の東側で約20m、 南へ行 くに従って低 くなり前田付近では10数 mと なっている。 この段丘

面が形成された時期はロームが乗っていないことから、沖積世 (約 1万年以降)に なってできたものとみ

られる。この段丘面の東1員 1は 、フォッサマグナ西端の新生代第二紀層よりなる中山山脈が南北に連なって

さえぎり、この段丘面上に崖錐として、また小扇状地として押し出している。中山山脈の地質は、この山

脈の中央を南北に走る中山断層により束と西では異なり、本遺跡に関係する西側は、大峯累層と呼び、礫

岩を主体とし東側に約30度傾斜した単斜構造をなし、その間に火成活動による石英安山岩と凝灰岩をはさ

み、石英安山岩地帯は浸食が遅 く鷹狩山などの残丘となっている。この中山山脈には所々に旧河床である

平担面が残っており、その上に西山から運ばれてきた花こう岩を主体とする旧河床礫 (山砂利とも云う)

の巨礫が乗 り、更にその上にロームがかぶっている。この旧河床礫の分布は、鷹狩山、南鷹狩山付近に多

く大峯山付近には少ない。

8)
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第 4節 前田遺跡

(2)前 田遺跡について

発掘地点は館の内段丘面上に、林道山寺線に沿って中山山脈から西流する沢により形式された小扇状地

状の台地にあり、海抜は659m前 後で南西方向に緩く傾斜している。現在この小扇状地を形成した沢は、

本遺跡のある扇状地及び段丘面を切って西流し、高瀬川の河床面に微小な扇状地を形成しつつある。

遺跡での堆積物は、前述した中山山脈の主体をなす大峯累層と、その中にはさまれている石英安山岩の礫

とそれ等の風化物、及び大峯累層上に乗っているロームなどにより混成された有機物の多い堆積物となっ

ている。堆積物の供給源が近 く、沢の水量が年間を通じて不安定なため、洪水時の堆積物は特に飾分けが

悪く、その他の時期の堆積物は、ある程度飾分けられている。このため堆積物は数mも 離れれば大きく変

化している所もあリー定せず、地下1.5mま での深さに湧水性地下水面が 2面～ 3面存在している。

生活面は現地表面ができるまで何面もあるが崖錐性扇状地の常として、場所がわずか異なっただけで土

層が異なリー定していない。一般的な土層柱状図は次のようになる。

(森 義 直 )

① 60R3α可駈 ④ 35R20f可睡
位Cm

表  土

② 50L204寸近
11位 cm

(下 部は褐 色を帯び

る。)

灰 色土 (溶脱層 )

黄 褐 色 土
(こ ″)層 の_L部 と可r部

に小礫層あ り。中Hl
に は 風 化 し て 黄 色 く

軟 化 した 石 英 安 山 岩
の 礫 多 し。 Fe2 03な
ど 溶 脱 物 の 沈 殿 が 散

在 して い る。

含礫黒色土
(φ 4～ 5 Cm)

砂質暗黄褐土

15住 ▲

黄褐色砂礫

16住 ニ

土

田 )

黄褐色斑を含む灰

色土

(溶 脱層)

く湧 水〉

黒色土

湧 水〉

黄褐色土

図 2 前田遺跡の土層柱状図

表
鉢

黒褐色土

黒色土 と風化 した

山岩の環

色砂

灰黄色砂礫 (湧水)

(風化していない曖
"%、 風化した安山岩

の礫50%)

砂質黄色土

青色粘土
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第Ⅳ章 調査遺跡

遺構 と遺物

竪穴住居址

前田遺跡の発掘区内からは、竪穴住居36軒 を始め建物址 4そ の他約300に及ぶピットなどが検出された。

各竪穴住居址検出土層と保有された遺物等から判断し、各住居址の営なまれた時期を大別した結果、第Ⅲ

章第 2節遺構の時期区分で試みた通り、借馬遺跡の時期区分と重複することが判明し、この地方の時期区

分を考えるうえで、よい資料の蓄積 となり、第 I期から第Ⅲ期の大別の一例をまとめることができた。以

下、前田遺跡に該当する第Ⅶ期から第Ⅲ期を時期別にその概要を述べる。

(1)第 Ⅶ 期

①  l号・ 2号住居址 (図 3・ 4・ 5,写真50。 71)

遣構  1号及び 2号住居址は、本遺跡において検出された竪穴住居址で、両住居址は切 り合い状態であ

ることと、南側の部分が上層撹乱の為不明であることなどにより、1号住居址は第Ⅷ期に考えられる竪穴

住居址ではあるが、ここで一括して述べることとしたい。

1号住居址は北辺が4.5m、 西辺の残存部分3.7m、 東辺の残存部分3.9mで 、これからすれば全体は、方

形又は長方形であったと考えられる。竪穴内部は北辺の深さ10Cmを 測るも、東西両辺は南行するに従って

浅くなり、 6 Cmか ら次第に不明となる。内部の土層は1層 からⅥ層まで認められたが、強粘土地層の為土

層確認は困難をきたした。

カマ ドは西壁中央部を切って設けられた痕跡がある。幅60Cmで先端を細く三角形に長さ40cmの切 り込み

をつくり、煙道部分としている。カマ ドの石組などは抜き取 られて見えないが、前面に焼土が1.5m×

1.5m程の広さに堆積 していた。

2号住居l」「_は 、 1号住居址の床面とほぼ同じレベノL/1こ 焼上の残存がみられ、その後の検出から周溝等も確

認されたので竪穴住居址の痕跡として認める状況のもので北辺が3.6m、 西辺の残存部分はわずか lmであ

り、東辺は消失した状態である。住居 lllの プランは隅丸方形と考えられ、その後の重複したピットなども

多数あることから規模や主柱穴などにおいても不明な′点が多い。なお周溝は壁の残存する部分には確認さ

れていることから全周していたものではないかと考えられる。

遺物 1号住居址の床面より多くの土器が出土した。土師器の甕(7)は 口径15.5Cm、 器高23cm、 器厚0.8

Cmを 測る大きさである。全体の形状は、口縁の少し開いた長胴で丸底である。器の整形は、表面の口縁部

は横に、それ以下は底部までハケメ痕が縦方向に残っており、内面は口縁部をハケメが横走し、以下は全

面にナデが行われている。色調は表面が暗褐色を呈し、内面は明褐色である。胎土は砂粒を含んでいるも

のの焼成は良好である。

須恵器の杯r3)は 口径13.5Cm、 器高4.8Cm、 底径6.5Cmで器厚は口縁部が0。 2cm、 底部では0.4cmを 測る。九

底気味の下底部はタタキメがわずかに見られ、一段 くびれて直線状に口縁が立上がる形をとっている。胴

から口縁部にかけて三段に巻き上げ成形がなされ、内面共にナデによる仕上げが行われている。胎土に砂

が混入されており、色調は自色を呈して焼成不良である。次に須恵器の高盤(5)は脚部が欠失して出土し

たが、日径20.5Cm、 底径12cm、 器厚は底部で l Cm、 口縁部で0.5Cmで ある。全体の高さは不明であるが、

やや小形の脚部が付けられていたものであろう。器は巻き上げ成形の後ロクロ仕上げが行われている。両
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第4節 前田遺跡

面にナデ仕上げ痕が残り、前者同様に形は整っているものの色調は灰色をして焼成不良である。以上の他

須恵器の杯 2個 、杯蓋1個の破片が出土し、2号住居l」Lか ら土師器の高杯の脚部(6)が出土した。

(原 田   噴 )

蟄助

|‖

図 5 1・ 2号住居址出土遺物 (1:4)

② 35号住居址 (図 6・ 7・ 8,写真53・ 67・ 79)

遺構 本址は調査区中央やや北寄 りに位置し、北側は 6号住居址に、西側及び南側は 7号住居址、東側

は 8号住居址に切 られる形で重複 し、北及び西壁の一部とコーナーが残る形で検出された。住居址は砂礫

層を掘 り込んでいる。埋土は I層 で、砂礫をわずかに含む黒褐色土が堆積 していた。

壁は北及び西壁の一部が残っているのみであるが、ほぼ垂直で壁高は西壁15cm、 北壁30cmを 測る。床面

はやや堅 く、ほぼ平坦であるが、わずかに南西に傾斜 している。床面からは、北壁より約 lm、 南西に95

×50Cm、 深さ10cmの ゆるやかな丸底の楕円形のピットが見られる。カマ ドは重複 し7住か、 9住に削 り取

られた部分にあったと思われ、見られなかった。

遣物 須恵器杯 3点 (236～ 237)、 須恵器高盤脚部 (246)、 須恵器短頸甕 (242)、 土師器椀 (239)、 土師器高

杯脚部 (241)、 土師器甕略完形品(245)、 日縁部～胴上半部 (復元実測できたもの)2点 (243、 244)で あ

った。
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第4節 前田遺跡

遺物の出土状態は重複しているにしては、床面残存部には良好に残っていた。241の 高杯はコーナーか ら

80cm南の床面で立った状態で、242の短頸甕はコーナー直下に口縁部を上にして、245の 甕は口縁部が北に

あ り、横たわって潰れた状態で、239、 の椀は245の東横から出土した。241、 242は 床面、245、 239は床面

より3～ 5 Cm浮 いた位置に見られた。

本址は重複関係、遺物等から7C後半～ 8C前半 (第 Ⅶ～Ⅷ期前半)と 考えられる。

(島  田 哲 男)

型

`

0_2m

図 7 6・ 7・ 35号住居址遺物出土状況 (1:80 、ョ牛勿  1 : 8  79  1 : 4)

０

号

住

居

址

）”
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第Ⅳ章 調査遺跡

図 8 35号住居址出土遺物 (1:4)

(2)第 Ⅷ 期

① 9号住居址 (図 6・ 9010,写真53・ 54・ 74・ 81)

遣構 9号住居址は発掘区の中央部で東端にて検出された竪穴住居址で、竪穴の西北隅を8号住居址が

切っている為、南北7.3m、 東西7.2mの隅丸方形に近いプランであったと考えられるものである。竪穴内部

はV層まで分けられるが、V層 は本址の東壁中央付近の床面を西南に向かぃ掘られた溝である。I層 は地表

より床面まで竪穴の大部分に充満した黒褐色土で、炭力ヽ混入しており、H層 も南と東の壁に付着した層で、

炭が混入していた。壁は強い角度で上がリー部分はえぐられたようになっている所と、丸みを持っている

所などがある。壁に沿い床面に周溝が掘られている。

先づ北壁から東壁にかけてのものは、幅20Cm強 にて、深さは中央で10Cmを 測り丸底となっており、長さ

6mである。次に南壁から東壁中央近 くまでのものは、幅20Cm、 深さ10Cmで長さ7mを 測る。更に西壁に

沿う所にも幅10～ 30Cmの 溝が認められたが 8号址にて切られていた。床面に主柱穴と見られるものを含め

て、23個のピットが検出されたしカマ ドは東壁中央部につ くられた痕跡があり、外部に幅40cm、 長さ約80

Cmで先端の細い切 り込みが見られた。これは煙道部であったと考える。尚床面に lm× lmの広さの焼土

。灰 。炭などが検出された。カマ ドの石組は抜き去ったのか、わずかに 3個程遺存しただけである。

遺物 土師器の甕(113)は 、口径21cm、 底径 7 Cm、 器高は破片より推定して32cm、 胴径20cm、 器厚0.7Cm

の大きさである。器の成形後口縁部から胴部にかけての内面は、ハケ状工具にてヨコナデが行われ、表面

は縦にナデを行なっている。又底部の表面は縦にヘラケズリとし、内面は粗雑なナデを施している。胎土

は長石や雲母をわずかに含み、茶褐色で焼成は良好である。土師器の杯(105)は 口径12.6Cm、 器高4.8Cm、

器厚0.9Cmの 大きさで、丸底から大きく口縁部まで開く形をとる。胎土に長石や砂粒を多く含み、色調は黄

褐色で焼成は悪い。

須恵器の甕(108)が I層 より出土したd口 縁部から胴部の上までの破片である。口径19.5Cm、 器厚 l Cm
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程で、胴部で大きく球形となるらしい。巻き上げ成形の後、胴部の表面はタタキ締めの痕があり、日縁部

から内面にかけてはロクロナデが行われている。色調は黄灰色で焼成は悪い方である。須恵器の杯蓋(107)

はつまみの取れたもので、径17cm、 器高 4 cm、 器厚は天丼部で l cm、 下の方では0.5Cmでぁる。成形後は表

面の上部 5 Cm幅に回転ヘラケズリとし、下部はロクロナデを施している。胎土は長石や砂粒を含み、色調

は赤褐色で焼成は悪い。黒色土器(106)は 内黒の高杯で、脚台部の欠失したものである。日径13Cm、 杯部の長

さ4.5Cm、 器厚0.4Cmである。胎土に石英粒を多く含み、色調は内面に炭素質を吸着させて漆黒色を呈し、

表面は赤褐色で焼成は良い。尚全面にヘラミガキがなされている。以上の他、本址から土師器の甕の底部

や須恵器の壺の底部など多数の破片が出土した。

台石(114)は 石皿とも考えられる凹みを持ち、表面に磨滅痕のあるもので、長径28.5Cm、 短径21cm、 厚み

最大で 8 cm、 中央で7 Cmを 測りtゆがんだ円盤状をなしている。石質は花商岩である。この用途について

は、藁などを叩く台石とした場合は中央の凹みが問題で、むしろ中央は凸形に丸く高くなっていなければ

ならず、そのことから見れば石皿 とした方がよいかも知れない。

鉄器 (114)は 刀子 と見られるものであるが、長さ 6 cm、 幅0。 7～ l cm、 厚さ0.4cmを 測る。

状態は悪い。 (原

図 9 9号 住居址・ P196遺 物出土状況 (1:80 遺物
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0                       1 0crn

0                5 cm

図10 9号住居址出土遺物 (1:4 114 1:8 270 1:2)

② 10号住居l」L(図 11012,写真55。 75)

遺構 10号住居址は発掘区中央よりやや北佃1に 寄って検出された竪穴住居llLで 、東・西 。南 。北の四辺

共に 4mを 測 り、隅丸方形に近い形でやや歪んだ形状をしている。

竪穴内部の土層は I層 からⅣ層まで分けられるが、この中でH層 の下に細分 してHと H′ の 2層があり、

更に下のⅢ層ではIIr層 が細分層に細分されることが確認された。この堆積状況より見れば、自然ではなく

人為的に埋められた可能性が大きいと考えられる。

4辺の壁はよく残存するものの、西壁の北側半分 と北壁の西側半分に若千の崩落が見られる。

床面に柱穴址が検出された。 Pl～ Pllま であり、 この中で、 Pl・ P2・ P7・ P9の 4個が主柱穴では

ないか と見られる。この他カマ ドについては見当らなかった。

遺物 須恵器の蓋(119)が発見され、破片の為全体の大 きさは推定であるが、日径 17cm、 器高3.5Cm、 器厚
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0.5Cmで ぁる。全体にゆるく内湾し未端に

かえりを作っている。器は成形の後ロク

ロの回転により、上部はヘラケズリとし、

表面下部から内面にかけてナデが行われ

ている。色調は灰色で焼成は良い。次の

須恵器の杯 (116)は 破片で、大きさは推定

すれば口径 13Cm、 器高 3 Cm程 と考える。

底部からゆるい角度で口縁部まで上る形

とし、上部は0。 3Cmと 薄くなる。器の両面

にロクロナデが施されている。色調は黄

灰色で焼成は良い方ではない。須恵器の

杯 (117)も 破片である。口径 14.6Cm、 底

径 10.4cm、 器高3.6Cm程の大きさで、 器

厚は下部で0.4Cm、 日縁先端で012Cmと な

る。底部は平底でここに厚さ0.5Cm、 高さ

0.7cmの 高台を付けてある。口縁部の表面

はロクロ回転でナデが行われている。色

調は灰色で焼成は良好である。

(原 田   3/A)

10住内 P
I層 黒色土
H層 灰黒色土
II'層  責褐色混 しり灰黒色土
Ir層  環泥 しり灰黒色土
Ⅲ層 灰褐色土
Ⅲ掘 磯混 しり灰褐色土
Ⅳ層 焼土混 しり黄褐色土

41.

0             2m

VT ~｀
Ci17r_           _、 く,lilf-,,,,5x J-'=

-=

図11 10号住居址 (1:80)

5  7 1

m

図12 10号 住居址出土遺物 (1:4)

③ 15。 16号住居址 (図 13・ 14015,写真57・ 76)

遺構 15号及び16号住居址は、発掘区中央の西端にて検出された竪穴住居址で、15号址の南に16号址が

設けられた為に、切 り合い状態となり、更に両址の西から南にかけて調査の地区外となっているので、全

体の遺構については不明であることから第Ⅸ期で述べるべきである16号住居址についても、ここでとりあ
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図13 15016号住居址 (1:80)

げることとした。

15号住居址は北辺が4.7m、 東辺が2.8m遺存するのみで全体のプランは不明である。竪穴内部は地表よ

り30cmの 深さに褐色土が充満し、北壁は45° の角度を保ち、東壁がやや崩れた状態である。床面に 2イ固のピ

ットが検出された。何れも平面は円形で、直径60Cm、 深さ30Cmで底部は平坦である。

16号住居址は15号住居址の南側を切ってつ くられたもので、遺構 としては前記のように地区外の中に大

部分が入ってお り、不完全の調査 となった。遺存部分は北辺3.2m、 東辺2.2m、 西辺はわずかに60cmを 測

―-172-



1昴

1鍋

図14 15号住居址出土遺物 (1:

るのみとなっている。竪穴内部は60cmの 深さに褐色土が充満しており、人為的に埋められた可能性が大き

い。壁は40° の角度で掘られており、床面に径40cm、 深さ40cmの ピットが 1個検出された。

遺物 15号址から土師器の甕の底部(138)が 出土した。平底で底部の径 4 cmで 、底から40° に開いて胴音陶こ

移行している。器の表面は斜状にケズリが行われ、内面は縦にナデが行われている。胎土は長石と石英粒

が混入され、色調は赤褐色で焼成良好である。

須恵器の杯蓋(136)は 上部の破片である。器のつまみはボタン状の形のものが付けられ、ロクロナデが行

われており、続く表面の2.5Cm幅 では回転ヘラケズリで、次はロクロナデとなり、内面は全体にロクロナデ

がなされている。色調は灰白色で焼成は良くない。以上の他、本址から須恵器の杯蓋の破片や杯類の破片

が出土した。

16号址から須恵器の杯蓋(140)が 出土した。日径10cm、 高さ 3 Cm、 器厚0.5Cmを 測り、宝珠形のつまみがつ

けられている。器は成形の後全

面にロクロナデが行われている。

胎土は砂粒 を多 く含み、色調は

青灰色にて焼成は良い。この他

本址から杯 と杯蓋の破片が出土

した。
Ocrn

図15 16号 住居址出土遺物 (1:4)

1     266

第 4節 前田遺跡
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141

(原  田

④ 36号 ?住居址

(図 16,写真79)

遺構 調査地区の西

北隅にある住居址であ

るらしい。らしいとい

うのは調査のはじめ、

土の色から住居tlLと み

てチェックしておぃた

ところ、その後地下水

の湧出のため水没して

しまい、調査不可能 と

なってしまったのであ

る。それでも水底の泥

じrrTTT____コ OCIn

図 16 36号住居址 ?出 土遺 物 (1:4)
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の中から僅かながら遺物を拾得 している。また、炭も多く見られた。

遺物 遺物は須恵器片 4、 土師器片 4である。須恵器は高盤底部 と杯底部、杯蓋、甕である。

高盤 (265)は 底径12.5Cm、 脚部の高さ 4 cmで 、焼成はよく青灰色を帯びる。盤の形状はわからない。

杯 |(266)は 暗褐色のものでロクロ成形し焼成もよい。底径12Cmほ どのものらしい。底部 もロクロ調整をし

ており、高台はない。

杯蓋は表面に黒色の自然釉がかかり焼成が良い。

甕は生焼けの腹部で灰白色を帯び、平行タタキメがある。

は炭化物が多く付着する。

(鋤 第 Ⅸ 期

土師器は厚手の大型の甕(267)ら しく、表面に

(篠 崎 健二郎 )

① 8号住居址 (図 6・ 17,写真53・ 54・ 74・ 81)

遺構  8号住居址は発掘区の中央部よりやや東寄 りに検出され、東に 9号西に 7号の各竪穴住居址 と切

り合いで検出された竪穴住居址である。東西6.lm、 南北 6mの 隅丸長方形プランと考えられ、磁北に対 し

て長軸を東に95° 振っている。竪穴内部の土層は I層 よ'り V層 まで確認されたが、最下部の V層 はわずかに

堆積 し、その上に礫の多い黒褐色土のⅣ層が東南方向より流入し、東壁中央近 くのカマ ド前面から竪穴中

央部まで埋没して、その上に炭のⅢ層 と焼上のH層 が形成され、更に最上部の黒褐色をした混礫層 となっ

ていた。これらを見ると、本来の竪穴住居による生活面が最初にあって、その後東南方向よりの土砂の埋

没があった後、その中央付近で更に火を燃や した行為があったことである。床面にピットが 8個検出され、

この中でPlか らP5ま でが主柱穴ではないかと見られ、ほぼ 4箇所に対応する位置と考えられた。カマ ド

・は東壁中央にあったと考えられ、この部分の壁が外方に約10Cm出 ているのが見られる。カマ ドの前面 と見

られる位置に焼土塊が堆積 してお り、東西1.2m、 南北1.4m、 厚さ約10Cmが確認された。

遺物 土師器の甕 (99)は 口縁部から胴部にかけての破片である。口径14.4cm、 器厚0.8Cmを 測 り、短かい

口縁部が外反 し、球形の胴部に移行する形である。器の調整は、内面は回唇部がナデを行ない、以下は横

方向にケズリを施 し、表面は横方向に ミガキを行っている。胎土に砂粒が混入され、色調は茶褐色で焼成

は良い。

須恵器の壺 (100)は 肩から胴部にかけての破片で、肩の部分の径13Cm、 器厚は0.5Cmを 測る。巻 き上げ成形

で両面ナデが行われている。胎土は長石粒を含み、色調は赤褐色で焼成良好である。

須恵器の杯 (96)は 口径 9 Cm、 底径5.5Cm、 器高4.5Cmを 測 り高台付の器形をしている。ロクロによる巻 き上

げ整形を行ない、仕上げを美しくしている。色調は褐色を呈 し焼成良好である。

須恵器の短頸甕 (101)は 、下半部が欠失 したもので、日径26.5Cm、 器厚0.7Cmを 測る。肩の部分が張 り、短

かい頸部が外反する器形である。器は巻 き上げ成形後、表面の頸部 と胴部にタタキメを入れ、その上をロ

クロナデを行っている。色調は赤褐色で焼成は不良である。

須恵器の杯 (263)は 口径 13.5Cm、 器高3.6Cm、 器厚0.4cmを 測る。巻 き上げ成形の後、底部は糸切 りを行な

い、内面全部と表面の口縁部はロクロナデを行っている。胎土に長石を含み、色調は青灰色で焼成は良い。

須恵器の壺(102)は 下部の破片である。器厚は胴部 l cm、 底部で0.8Cmを 測る。巻き上げ成形後に表面は ロ

クロナデを行っている。胎土に長石粒などが含まれ、色調は灰色地に黄黒色の自然釉がかかり、焼成良好

である。
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鉄製品で(104)が 出土 した。鎌の先端か鳶回の先の部分 と見られるもので、腐食も相当に進んでいる。現

在の寸法は、長さ4.5Cm、 幅の最大で 2 cm、 厚さ0.5Cmである。次の(105)は 鉄釘ではないかと見られるもの

で、0.4Cmの角柱状で長さ3.5Cmを 測 り、両端を欠いている。

他に類品が 5点 出土 した。                         (原  田   噴 )

０
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269

図17 8号住居址出土遺物 (1:4 444 1:2)

② 14号住居址 (図 18,写真66)

遺構 調査区の北西側の東隅に検出された。本址は13号住居址に大半を切られ、一部は発掘区外に入っ

ている。褐色土層を掘 り込み、平面形は、東側を13号住居IILに切られているのではっきりしないが方形を

呈すると思われる。住居llLの 南北は4.9mを 測る。

住居址埋土は 1層 で、砂質の礫混入黒褐色土である。東佃1の上層は客土された土層の黄褐色土層が見ら

れた。

壁はほIF垂直に掘られ、残存している北壁 6～ 13Cm、 東壁 6～ 12cmを 測る。床面は西から東へやや傾斜し

ており、やや軟弱である。床面には柱穴は検出されなかった。西壁北側から北壁にかけて、幅 7～ 10Cm、 深

さ2～ 3 cmの周溝が見られた。本址床面西側中央、13号住居址に切られる部分の直上には36× 25Cmの楕円

形の台石が 1個見られた。カマ ド等は検出されなかった。

遺物 遺物は少なく、破片のみで、平行叩き目文が施された黒灰色の焼成の良好な須恵器甕の破片、須

恵器甕の口縁部の小片、土師器の小片の 3片のみであった。これはおそらく平安時代のものと考えられる。

本址は、13号住居t」l_に 切られていることから考えて、X期以前、Ⅸ期頃に推定される住居址と考えられ

る。

ヽ

＝

＝
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が

ヽ
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13・ 14住

I層 客土層(小礫混入寅褐色土)

H層 砂質小礫i昆 入黒褐色土

Hη 砂質黒褐色土
II層  賞褐色土

0             2m

図18 13・ 14号住居址 (1:80)

③ 20号住居址 (図 19,写真58・ 59)

遺構 調査区南側中央に、17・ 19・ 21号住居址に切 られて検出された住居址である。西壁を暗渠 2、 東

壁、北壁を暗渠 3に 切 られている。本址は褐色砂礫層を掘 り込み、平面形は、西側、南側を切 られている

のではっきりしないが、隅丸方形を呈すると思われる。住居址東西は3.4mを 測る。

住居址埋土は、 I層 のみで砂礫混 りの黒褐色である。

壁は西、南壁は、19・ 21住に切 られてお り不明であるが北壁 6 Cm、 東壁 6 Cmを 測る。床面は平坦である

がやや軟弱である。床面には北側中央にピットが 1個検出された。規模は25× 25Cm、 深さ20Cmでぉそらく

主柱穴と考えられる。カマ ドは検出されなかった。周溝等の施設も検出されなかった。

遺物 遺物は少な く、須恵器甕の小片 2点 、須恵器杯の小片 2点 、_L師器杯の小片 2点 で、おそらく平

安時代のものと考え.ら れる。

本址は、17・ 19。 21住に切 られていることから考えて、測期以前、X期かⅨ期に比定される住居址 と推

定される。

一-176-―

(篠 崎 健一郎 )



O *'*.,,. a e'.*.,,-

2lElEEil.. u p. lt€'fiFiil:,,. .. p,altEl.i,.Eff,,, p, ,r.

--. v llr N 
- 

r rr' v tr florr,rr. 
---.- ilt--_\ /rr efiP \,/

I層  礫混 しりの灰掲色 Jl
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出層1牌士十年撃曹↑)
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図19 17・ 18・ 19。 20・ 21号住居址 建物址 2(1:80)
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④ 30号住居址 (図 20,写真60。 64)

遺構 調査区東側中央に位置し、東側を25号住居址に南側を27号住居 l」Lに切 られ、北西コーナーのみが

残存する住居址である。本址は黄褐色砂層を掘 り込み、壁高は30cmを 測る。カマ ド等の施設は25027号住

居址に切 られた部分にあったらしく検出されなかった。床面は平坦であるがやや軟弱である。出土遺物は

何 も見られない。 X期の25号住居址、測期の27号住居址に切 られていることから、本址はX期以前と考え

られる。
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に)第 X期

① 12号住居l」L(図 21・ 22)

遺構 調査地区のほぼ中央部に、

他のグループから少 し離れて一軒だ

けであり、南東隅及び東壁を調査不

可能地域に切られている竪穴住居址

である。南北の長径は4.6m、 東西も

その位かと思われる。平面形は隅丸

方形というより、四壁が外部にあ、く

らんだ形で異例といってよい。深さ

は30Cmで礫混りの黒色土が入ってい

た。床面には柱穴もなく長径20Cmほ

どの楕円形の石が置かれているばか

りである。カマ ドの有無は不明。

遺物 出土した遺物は須恵器の小

片10個ほどと、20個ほどの土師器片で

ある。須恵器は甕の口縁部一片と底部

一片を含むバラバラな個体である。そ

のうち口縁部は外反する角のある口縁

で、径およそ2∝mに 及ぶ大甕である。

胎土には長石粒をかなり多量に含むが、

焼成良好で灰色を呈し、外面には自

然釉がかかっている。他の破片にも

自然釉の出たものが多い。時期は11

世紀とみられる。

(篠 崎 健一郎 )

② 13号住居址 (図 18・ 23,

写真56・ 75)

遺構 調査地区の北部にある住居

址群の東端に14号住居址をほとんど

覆うように、またそのおよそ
=を

調

査区域外に出している方形の竪穴住

0             2m

図21 12号住居址 (1:80)

図22 12号住居址出土遺物 (1:4)

居址である。南北は長さ5.2mであるから本遺跡で検出された住居址の中では大型の部類に入る。東西の北

側は2.6m、 南側は1.2mが残存している。深さは35Cmほ どで小礫の混った砂質の黒色土が入っていた。柱

穴も3箇が残存 していた。

遺物 遺物では須恵器の杯および杯蓋が主なところであるが、他に須恵器の甕や杯の底部の小片がある。
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杯 (132)は 径12.3Cm、 器高3.7Cm、 底径 7 Cmの 比較的浅 く底の大きい形である。器腹の下部はプこきく二条にロ

クロでヘラケズリをおこなっている。底部には糸切痕があり、少し上 り底 となっている。色調は灰黒色で

焼成はよい。

杯蓋(131)径 13Cmのかぶせ蓋で、前

記の杯 と対になるものではない。上

のつまみは平たく中心に小突起をわ

ずかに残 している。色調は灰黒色で

焼きは良好である。土師器の小破片

はおよそ30片 ほどであり、杯や甕で

中に内黒の杯の破片もある。

(篠 崎 健一郎 )

③ 18号住居址 (図 19。 24,写真58。 76)

性rT〒〒十____コ Om

図23 13号住居址出土遺物 (1:4)

遺構 調査地区の最南端に位置 し、東北隅を17号住居址に、南西隅を溝状遺構に切 られている10世紀後

半に属する竪穴住居址である。大きさは北辺4.6m、 南辺5.6m、 東辺4.6m、 西辺4.Omの 東南隅の広がっ

た長方形の形になってお り、東壁の中心部あたりにカマ ドを設けてある。床面のピットは10箇 をかぞえる

が、柱穴址とみられるのはそのうち7箇ほどであろうか。特に南東隅のものは広 く浅いものであるいは物

置などの用途も考えられる。

遺物 遺物は土師器と須恵器で灰釉陶器などは見られない。

土師器はほとんど甕で、杯の小片がわずかある。

甕(153)は 口径22.5Cm、 器高は33Cmほ どの大型のものである。底はけずってまるく小さく作られており 、

自ら立つことはできない。穴に据えるか、支えて置いたものであろう。日縁は短かいがかなり強く外反す

る。外面は上部に於ては横方向に、下部では縦方向にハケメを残し、口縁部はされいにナデて調整してい

る。内部はかなり自由な方向にハケメをつけており、ナデはおこなっていない。胎土には相当量の砂がみ

られるが、焼成はよく全体の色調は黄褐色を呈する。また内外面に炭化物の付着がみられる。

甕(151)は わずかの底部を含む∵片で、底径はおよそ10cmほ どとみられる。底には圧痕らしい線がみら

れるが、何の痕であるかわからない。外面は縦方向のハケメが残り、内面はナデて調整している。焼成は

よく黄褐色を帯びている。

甕(150)の底部である。底径は6.5Cmで 器壁が厚手なのと対応して、底部もいちじるしく厚い。また底部

には朴の葉の圧痕がついているが、かなり磨減している。外面はかなり大きく削ったあとがはっきりと残

り、内部には粗っIFい撫でがこれも大きく明瞭にみえる。胎土にはかなり多量の砂がまじっているが、焼

成はよく赤褐色を呈する。もう一点の底部破片も厚手なもので、内音附こはやはり朴の葉圧痕が鮮明に残され

ている。朴の葉裏面の右上方の部分であるが、底部全体には葉の主脈も痕がついていたものであろう。

このように他の家には無 く、この家だけに本の葉の圧痕を持つ甕が 2個体あるということの意味をどの

ようにとらえたらよいであろうか。ひとつには甕の製作者の習慣というか、成型したものを置く癖のよう

な問題があり、さらにそのようにして作ったものの分布範囲のことも考えられよう。また見方を変えると、

木葉痕をぜひつけなければならないという信仰的な問題もあるのかも知れない。

須恵器は壷 3個体分以上、杯 4個体分以上がある。壺(148)は 底の一部であるが長頸壺であるかと思われ
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第Ⅳ章 調査遺跡

る。底径7.2Cmで 糸切 り後に高台をつけており、内外面ともされいにロクロナデをおこなっているが、内面

は紐作りのあとがはっきり残る。胎土は比較的よく精選されており、焼成も良好で内外面とも青灰色を呈

する。

長頸壺(149)であろうが、前者と同じ手法によっている。しかしたいへん厚手で、内部の調整はやや粗雑

であ る。底径 は8.7Cmであ る。

47
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卜

「

TTT〒____型 Dcln

図24 18号住居址出土遺物 (1:4)
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壺 (152)は 高台のない平底で、円盤状の底を作 り、その上に粘土ひもを巻き上げて後、ロクロによる調整、

叩きじめて作ったようである。底径は12cmで ある。

杯は全形の復元できるものが 1個体、あとは破片である。

(145)の ものは口径13.6Cm底径5.5Cm、 器高3.4Cm、 回縁の開いた浅い形である。底は糸切りの平底で、内

外面ともロクロ調整をおこなっている。焼成はまず良く、灰白色を呈する。

(146)は 薄手のやや粗雑な作 りのもので、生焼けで灰白色を呈する。底径5,7Cm、 糸切り底で外面のみロク

ロナデを行っている。

杯(147)は 底径 6 Cm、 糸切 り底で内外面ともロクロ調整、灰黒色を呈しており、焼成は良好である。

本住居址の出土遺物としては他に砂岩の砥石(154)がある。破片であるが研磨のあとがみられる。

(篠 崎 健一郎 )

④ 25号住居址 (図 20025,写真60・ 61・ 77・ 81)

遺構 調査地区の南東部に位置し、その東辺を24号住居址のために切られている住居llLで、中心線はわ

ずかに東に偏る。南北5.8m、 東西 6mの規模で、部分的には少しの出入りはあるがほぼ正方形のプランで

あったと考えられる。東辺の大部分を24号に切られているが、24号の対角線が、非調査地区との境界にな

っており、もし調査範囲が広げられれば、24号住居址は、25号住居址の中にすっぽりと入ったかたちにな

るものと見られる。従っておそらく東辺に作られていたと考えられる本住居址のカマ ドは見ることができ

ない。深さは現存40Cm、 内部はよく固められている。柱穴とみられるものは 4箇あるが、南西隅に近いも

のには 6箇の礫が入っているのは、根詰めの石かも知れない。本住居址は10世紀代のものと考えられる。

遺物 遺物は土師器及び須恵器と一点の鉄製品がある。

土師器は数箇体分の甕と若千の杯の破片である。甕はみじかく口縁が外反した、薄手のていねいな作り

ものもが多い。

甕(185)は 口径15Cm程の胴のまるいものらしく、腹部にはロクロによるカキメが残り、頸部から上部は

ロクロによるナデが見られる。表面は褐色、内面は暗褐色を呈する。杯はいずれも小片で全形がつかみに

くい。中の内黒のものが 3片 ある。

須恵器は大甕破片約 5個体分程である。どれを見ても作り方はていねいで、焼成もよく焼きの甘いもの

はなく、青灰色あるいは黒色を呈する。

(188)の ものはロクロ成形のあと肌を叩き締めているが、肩から下方に残る縦の平行タタキメは、意識的

に並びを揃えて叩いているようである。頸部及び口縁部はロクロによるナデを行ない、腹部内面にはおさ

えのあとが見られる。他にも平行タタキメが多いが、一片だけ格子目のものがある。

杯もいずれも焼成がよく青灰色あるいは黒色を呈する。杯の底は糸切 り痕をそのままにしてあるもの、

それを消してあるもの、糸切底に高台をつけてあるものがある。

(183)の杯は口径13cm、 底径6.3cm、 器高3.5Cm、 の大きさで、青灰色を呈し、焼成はやや悪い。表面はロクロ

ナデをしてあるが、底部は糸切 り痕を鮮に残す。

杯蓋は 6個体分 6片がある。うち4片は縁が下方に折れ曲っているものである。また上部のつまみの有

無はわからないが、 1片だけつまみの剥離したあとを残している。どれもロクロ成形を行なっているが、

1点はその上をロクロによるヘラケズリをしている。

ただ一点の鉄器(189)は 現状長さ5.5Cm、 幅平均 5 mm、 厚さ3 mmほ どのもので、断面は長方形を呈するが、
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先端は薄 く刀の切先状 となっている。この形状からは用途その他明らかでない。

(篠 崎 健一郎 )
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図25 25号住居址出土遺物 (1:4 189 1:2)

⑤ 33号住居址 (図 26・ 27,写真65・ 66・ 81)

遺構 調査地区の東北隅に、32号住居址に切 られてわずかにあらわれた竪穴住居址である。隅丸方形の

プラン,ら しいが、詳 しいことはわからない。

遺物 遺物は土師器甕及び杯の小片、須恵器甕の小片がそれぞれ10片 ほど、古瀬戸瓶子の小片が 1片 、

砥石破片 1がある。

土師器甕は手づ くねのていねいな作行のもので、口縁部は横ナデ、腹部は横あるいは斜方向のナデによ

って仕上げている。薄手で褐色を呈する。

須恵器は格子 目及び平行の叩き文を持つ ものと、そうでないものがあり、また焼成の甘いものが目立つ。

古瀬戸瓶子は肩の部分であるが、内部のロクロ調整もていねいであり、表面に施された灰釉 もよく定着

し、斑状の黄緑色が美しい。おそらく後世の混入であろう。

砥石 (233)は 8 cm× 9 cm× 3 cmほ どの硬砂岩で上下の部分は割れ口になっているが、表裏 と左右には使用

痕が残されている。殊に左右の木口部分は、たとえば刀子か鎌でも研いだような減 りかたであり、一方の

面には例えば錐のような細い刃物の先を研いだような、線状の痕跡がある。 (篠 崎 健一郎 )
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第Ⅳ章 調査遺跡

⑥ 34号住居址 (図 28・ 29,写真66)

遣構 調査地区の西端に近 く、11号住居址に近接 して、

竪穴住居址である。北西よりに中心線を向けているらしく

l■ と同じく東辺にあるのかと思われる。平面形は、ただひ

や不整な隅丸方形ではないかとみられる。北西隅

の壁面に接するようにして、二箇の柱穴がある。

時期は9世紀から10世紀にかけての頃とみられ

る。

遺物 遺物は少量で須恵器 と土師器がある。

須恵器では特長的なものとして高盤(235)の 破片

がある。盤の底部から脚部にかけての部分である

が、 原型の大きさや形はわからない。 さらにこ

の器の持主は、破損した盤の底部を削り磨いて、

径7.2cmの まるい台を作 り、再利用しているようで

あるが、果してどのようなことに使用したのかは

わからない。

須恵器としては他に大甕の小片 3個体と、杯の

小片 2個体分がある。いずれも厚手で表面に平行

タタキメがあり焼成も良好、一片には黒色の自然

米由がある。

土師器は甕の小片 1

個体と内黒の杯 1個体

がある。

北辺約 lm、 西辺約 2mほ どをのぞかせている

、カマ ドもあらわれていないが、多分他の住居

とつあらわれている北西隅でみる限りでは、や
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図28 34号住居址 (1:80)

甕(234)は砂の多い胎

土で焼成もよいといえ

ないもので、底部は褐

色、腹部は灰褐色を呈

し、 二部には黒1色 の音6

分もある。成型は手づ

くねで、表面には縦方

向のハケメがついてい

る。(篠 崎 健一郎 )

(4)第  Ⅲ 期

m

図29 34号住居址出土遺物 (1:4)

① 4号住居址 (図 30・ 31・ 32,写真51・ 52・ 72・ 81)

遺構 調査地区の東北隅にあり、溝状遺構を切って作られた竪穴住居址である。付近には東北方 6mを

へだてて同じ10世紀の 5号住居址、北 2mの所には11世紀の 3号住居址、南 2mの所には12世紀の11号住

居址がある。 また本住居址は北西隅 をわずかに建物址 1に切 られるかっこうになっている。 本住居址
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第4節 前田遺跡

の方向は北より約 15° ほど東に振 り、規模は南北4.3m、 東西3.9mの 隅丸で、東南隅が少し張り出した形の方

形である。カマ ドは東辺の中心より南よりに作られている。住居址の床面には全面に炭や灰の堆積がありt

柱あるいは梁材 とみられる炭化物が 4点 もあることから、火災にあった家 と見ることができる。なお柱穴

と炭化物 との関係からみて、柱などは南東方向に焼亡倒伏 したものと考えられる。

遺物 遺物の出土量はかなり多量であるのは、あるいは火災にあってこの家の住人たちが、器物を持ち

出すいとまがなかったため とも考えられる。また遺物はカマ ドを中心 とした住居址の東壁の下に集中して

出土 している。

遺物は土師器が多く、若千の須恵器 とごく少しの灰釉陶器が加わる。

土師器は杯が約20個体分、甕が約 7個体分である。杯は内面黒色のものが大部分を占め、そうでない杯

は少量である。また高台をもつ ものも2点にすぎない。

杯 (28)は 最 も大ぶ りなものである。口径 17.5Cm、 底径7.5Cm、 器高5.5Cmで、ゃや浅めの杯である。胎土に

は相当量の砂が含まれているが焼成はよい。内面はよく研磨 してあり黒色である。外面もロクロ調整をお

こない、なめらかになっている。底は糸切 り底、外面の色は灰褐色を呈する。

杯 (27)は 胎土へ砂の混入も多く、やや粗製の感のあるもので、内面黒色、外面は灰褐色を呈するが、日

縁より器腹にかけて黒色を帯びる。ロクロ調整をし底は糸切 りになっている。器腹の下部は幅 2 cmほ どの

段状を呈 しているが、あるいは削っているのかも知れない。また口縁部は他の杯に比べて外反が強い。

杯 (25)は 口径 12.3Cm、 底径 5。 7cm、 器高4.5Cmのわずかに小ぶ りなもので、胴部に3、 くらみを持ち、日縁が

少 し外反する形である。ロクロ調整をし、糸切 り底、内面黒色である。            ¨

杯 (22・ 23・ 24)は ほぼ同形同大の品である。口径 12.5Cm、 底径5.2cm、 器高4.8Cmほ どでロクロ調整、糸切

底である。

甕 (45)は 底径8.8Cm、 底が小さく背の高い甕のようである。胎土にはかなり多量の砂を含み、焼成はよく、

外面は明るい褐色、内面は褐色を呈する。外面にはかなり磨滅してはいるが縦方向のハケメが残 り、内面

にはナデが見られる。底は磨滅していてはっきりしないが、糸切 り痕などはないようである。

甕(46)は 口径22.8Cmの 大型のもので、焼成はよいが、胎土にはかなり多量の砂を混入している。外面は

上部が灰褐色、下部は黒色を帯びる。内面は褐色だが黒色の部分もある。外面の頸部から下は縦のハケメ、

内面はナデて調整し、外反する短かい口縁部は、内外面ともヨコナデを行っている。

甕(40)は 小型のもので、日径14.9cm、 底径7.9Cm、 器高15。 4cm、 まるくふくらんだ胴を持つ形のよい甕で

ある。日縁部は短かく外反している。胎土にはかなりの量の砂を含むが、焼成はよい。色調は内面が灰褐

色、外面は黒色を呈する。器面の調整には櫛歯状の工具を用いているらしく、ロクロ調整のあとは粗いロ

クロロが外面全部から口縁部の内部にまで及ぶ。内面の口縁部から下は普通の布 ?に よるロクロナデにな

っている。底部は糸切 りである。

須恵器は10数片の小破片が、全部ちがう個体のものとみられる。

長頸壺 2個体はいずれも頸の付根の部分で、胴部と頸部を別に作って接着する手法がみられる。あとは

甕および杯である。甕には叩き文のあるものが多く、平行、格子日、斜格子、内面に青海波がみられる。

また 1片は平行タタキメの上をさらにロクロナデをしている。

灰釉陶器は壺の胴部一片で、紐作 りの上をロクロ整形しており、内面には紐のあとがみられる。焼成は

よく胎土もよく精選されており、灰白色を帯びる。釉はやや黒ずんだ黄緑色で、器の上部だけにハケぬり

をしている様にが見られる。
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両端には敲打痕もあり、磨った痕

(篠 崎 健一郎 )

第Ⅳ章 調査遺跡

本住居llLか らは長さ18.5Cm、 径 5 Cmの 直方体状の石(47)が 出ている。

跡もみられることから、道具 として使用されたものと考えられる。

図32 4号 住居址出土遺物 (1:4 268 1:2)
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第 4節 前田遺跡

② 5号住居址 (図 33034,写真52073)

遺構 本住居址は調査地区の北部に、その南辺を非調査地区に入れた形で、まっす ぐ南北に向っている

10世紀から11世紀にかけての頃の竪穴住居址である。 1辺が3.5mほ どのやや不整な形の隅丸方形のプラン

であったらしい。ピットは住居址内に大小 7つ あるが、そのうち4つが柱穴となるであろう。カマ ドの位

置は明らかでないが、西辺あたりにあったのかも知れない。

遺物 遺物は土師器、須恵器その他がある。

土師器はいずれも小片で、器の全形をうかがうことができないが、甕およそ10個体分、杯等は個体数の
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第Ⅳ章 調査遺跡

見当もつきかねる。甕にはロクロ成形、回転糸切り底のものと、全くロクロロをとどめないものとがある。

須恵器は四耳壺 2個体を含む、甕あるいは壺の多いのが目立ち、皿 1個体、杯片僅少、杯蓋2個体、そ

れに混入かとみられる灰釉古瀬戸 (壺 ?)片がある。

四耳壺(52)は 、底部及び頸部以上を失っているため全形を明らかにしない。肩の部分に断面三角形の凸

帯をめ ぐらし、長さ 3 cmの不整形の耳を凸帯に吊り下げるような形に貼りつけている。外面は平行叩き文

を磨 り消しており、内面には押えのあとがある。全面暗褐色を呈する。

四耳壺(53)も やはり肩と腹部の一部分だけである。肩の部分に貼りまわした凸帯は断面三角形であるが、

耳の形は知ることができない。外面は平行叩き文を磨 り消しているかと思われ、内面には押えと、上方に

ロクロによるナデがみられる。胎土には砂がかなり入っているようだが、焼きはよく一部に不十分ながら

自然釉が見られる。色調は内面が灰色外面は暗灰色を帯びる。

甕(51)は 底径推定13Cmの もので、内外面ともロクロ成形をしており、殊に内面の底部に近い部分は、粗

っぱいロクロロが残されている。焼成はよく内面は灰色、外面には黒色の自然釉が一面にムラなくかかっ

ている。

杯蓋はいずれもロクロ成形してあり、ひとつには端のめくれ上った、平たい宝珠形のつまみがつけられ

ている。他はやや粗製の厚手のもので甕の底かも知れない。           (篠  崎 健一郎 )

~「

召
／
ル

′′［／

‐′‐―

覗

図34 5号住居址出土遣物 (

一-194-―



第4節 前田遺跡

③ 7号住居llL(図 6・ 7・ 35,写真53・ 54・ 74・ 81)

遺構 7号住居址は、本遺跡中央のやや北寄りに検出された竪穴住居llLで、 6号 08号 。9号・35号の各

住居址と切り合い状態で発見された。本址の北端を6号住居址が切 り、東壁から南壁東側は8号住居址を切

り、東壁北側は35号住居l■ を切っている。竪穴は東西4.3m、 南北5.8mで隅丸長方形プランをとり、磁北

に対し長軸を42° 東に振っている。床面のレベルはゆるい傾斜を見せて、南側が約 9 Cm低 い。内部は I層よ

Ⅷ 瞬  ¬
90

2

降 ― ― 十 ~十 ~― J Cmn

図35 7号住居址出土遺物 (1:4 95 1:2)
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第Ⅳ章 調査遺跡

りⅥ層まで確認されたが、主体は I層 で、小礫を多量に混入した黒褐色土であることから、住居廃絶後に

人為的か自然の力によって表土が多量に入り、竪穴が没したものと考えられる。このことは、近 くの住居

内部の土層とも関係するので、比較して考察すべき問題であろう。床面に南壁下から西壁下の南端にかけ

て、周溝とも考えられる帯状の凹みが検出された。幅は一定しないものの、一方は壁に沿い30Cmか らlm

程で、深さは10Cm前後である。この凹帯の土層は礫のない黒褐色土で底は軟弱である。床面にピットが 6

個検出されたが、この中で大きいP5は楕円形で、長径70Cm、 短径60Cm、 深さ65Cmを 測り平底である。又、

東壁のほぼ中央部にカマ ドがあり、東西40Cm、 南北60Cmの 広さに焼土が堆積していた。

遣物 黒色土暮杯(81)は 内黒で、日径12.4cm、 器高3.4Cm、 器厚0.5Cmでぁる。ロクロ成形が行われ、底

部は糸切 りがなされている。内面ロクロナデの後炭素の吸着を行っている。表面は茶褐色で焼成は普通で

ある。

黒色土器椀(84)は 内黒で、日径16Cm、 器高5.5Cm、 器厚0.5Cmで 、底部中央がやや上げ底とし、普通の杯

より深めに成形され、口唇部が杯よりやや大きく外反する。調整はロクロ仕上げとし、内面は炭素の吸着

により黒色を呈し、外面は褐色の地に煤状の付着物が見えている。胎土中に砂が混入されており、焼成は

普通である。

須恵器の双耳壺(93)と 思われる破片は、肩の部分から胴部にかけてのもので、縦18Cm、 横20Cmの 大きさ

の破片である。全体の器高は36Cm程 になるかと思われる。器厚は肩の部分で、0.8Cm、 胴部で0.6Cmと なる。

表面はタタキメが全面に見られ、肩に 1個の丸い穴のある耳が付けられている。内面はタタキメに以た器

具の跡がやはり全面に見られる。胎土は長石粒などを含み、色調は、表面が暗緑灰色の自然釉がかかり、

内面は灰色で、器の断面は赤紫色を呈して焼成は良好である。

鉄鏃 (95)と 見られるものが出土した。腐食が多いので全体の大きさは不明であるが、残存の大きさでは、

長さ、 3 Cm、 幅1.5Cm、 厚さ0.4Cmを 測る。                 (原  田  噴 )

④ 21号住居l」L(図 19・ 36,写真58・ 59)

遺構 調査地区の南端に近 く、他の住居址に切 られて北壁 と西壁をわずかに残す。隅丸方形の竪穴住居

址で、その中心線はほぼ磁北を指 している:規模は一辺約4.4mほ どである。柱穴やカマ ドなどは残存部分

にはないが、おそらく東カマ ドであろう。

遺物 遺物はいずれも破片で、原型をうかが うことのできるようなものはない。須恵器は 9片 (9個体

分)で甕の破片 7片 (う ち口縁部 2片 、底部 1片 )、 杯 2片 (底部、日縁それぞれ 1)である。土師器は甕

の小片約10(う ち口縁部 1、 底部 1)杯の破片 9片 (う ち黒色土器 3)であるが、個体数はわからない。

須恵器底部 (169)は 高台の径 9 Cmで付高台であり、底に糸切 り痕を残 している。胎土も精選されてお り焼

成 も良 く黒灰色を呈する。口縁部の一片はT字形の口縁をもつやや薄手のもので焼成良 く外面には自然釉

がかか り黒灰色を呈する。他の甕の頸部は大型の甕で器壁の厚さは l Cmほ どの厚手のものである。胎土に

は砂を含む。焼成がよく灰色を呈 し、肩の部分には自然釉がかか り始めている。杯はいずれも灰色でてい

ねいな作 りであり、底部には糸切 り

痕がある。

轟華1::::::ノ 1田

0                       1 0Ctll

図36 21号住居址出土遺物 (1:4)
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第 4節 前田遺跡

⑤ 23号住居址 (図 37・ 38039,写真60076)

遺構 調査地区の東端に、ほぼ同時代の一群 6軒の住居址の中の北のはしに位置する10世紀の竪穴住居

址である。ほぼ南北を向き、南北4.4m、 東西 4mのおよその方形で、北東隅がまるい。他は、三隅ともだ

いたいきちんとした直角に近い角になっている。深さは現存25Cm、 東辺中心より少し南寄 りにカマ ドが設

けられている。柱穴とみられるものは、北辺に近 く3、 南辺近 く1み られるが、並び方が不規則であり、

家の構造の判断に苦 しむところである。

また北壁には他の建物t」Lの柱穴 ?と みられるP199がある。カマ ドはほとんど完全に破壊されて、カマ ド

_R,_・ II"m

ヽ ｈ
朝
輌
　
　
臨
蠅

暗褐色土 (環 少lL含む )

責褐色土含む I婿

暗褐色土 (礫 少il含む )

23住内 P
I層 砂質嗜褐色土 (賞 褐色Jl,む )

V 当

図37 23号住居址 (1:80)
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第Ⅳ章 調査遺跡

這 」 ヨ

'1,2

降 ____― m

図38 23号住居址遺物出土状況 (1:80 遺物 1:8)

石の残 りが数個散乱 しているばか りである。遺物 もカマ ドの周辺に集中して出土 している。

遺物 遺物は、須恵器の杯 2個体、同壺小片、土師器の甕 1個体、杯 1個体が主なところで、その他に

甕や杯の小片が数十片ある。

杯 (173)は 、日径 13.5Cm、 底径5.7Cm、 器高3.5Cm、 色調は内外面 とも灰色で焼成はよい。成形はロクロに

より底部は回転糸切 りになっている。

杯 (174)は 、日径 14.6Cm、 底径6.2cm、 器高4.lcm、 成形は前者 と同手法により焼成もよい。色調は内外と

も青灰色である。

壺 (175)は 環状の耳の基部を含む肩の部分であるが、推定回径は10Cm程の、丸い肩の壺であるかと思われ

る。色調は灰色で焼成はよい。

土師器の甕 (177)口 径22.4Cm、 底径3.5Cm、 器高26.3Cmで、大きく開いた口縁、短かい頸部、ゆるやかに

ふ くらんだ腹部 と小さな不安定な底を持ち、内外ともに赤褐色を呈するものである。内部 と口縁部はロク

ロナデを施 しているが、腹部は大きくヘラケズリによって調整 している。焼成は普通である。

黒色土器の杯 (171)は ロクロ成形、回転糸切 り底をもつもので、内部は黒色、外部は茶褐色である。口径 13

Cm、 底径6.4cm、 器高3.8Cmを 測る。

硼
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第 4節 前田遺跡

=fl?uz

m

図39 23号住居址出土遺物 (1:4)

⑥ 24号住居址 (図 20・ 40,写真60)

遺構 調査地区東部の住居址群の東端に、中心をやや北東に向け、北壁 と西壁をのぞかせ、あとの部分

を調査地区外に出している竪穴住居址である。北壁は約 3m、 西壁も同じ程である。南西隅には楕円の平

たい石が 1箇置かれている。深さ約40Cmで、25号住居址を三角形に切っている。

遣物 遺物の量も少な く須恵器 3

片 (甕底部 1、 杯口縁部 2、 杯蓋片

1)土師器は甕底部の他 8片 である。

須恵器口縁部(181)の一つはていね

いな作 りで、焼きもよいが内面は褐

色を呈する。

杯蓋 (178)は 砂のやや多い胎土Q

焼成はあまりよくない。

甕底部 (180)は 青灰色を呈するよい

焼きのものである。10世紀の住居 l」L

であろう。 (篠 崎 健一郎 )

⑦ 26号住居l」L(図20041,写真60・ 61・ 64・ 77・ 81)

遣物 調査地区東部の住居址群の南端に、 27号住居址を切り、 29号住居tlLに その大部分を切られて、

北壁 と東壁だけをあらわしている10世紀の竪穴住居址である。 中心線をほぼ南北に向けた、 東西3.8m

Oan

図40 24号住居址出土遺物 (1:4)
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第Ⅳ章 調査遺跡

南北 3mほ どの隅丸長方形である。残存部分は北及び束の部分が鍵状に約80Cmの 幅の帯状で、東壁にはカ

マ ド址がある。北東隅にある2箇のピットのうち南のものは、やはりこれらの住居址群に重なる建物址 4

号の柱穴とみられ、その北西に並ぶピツトがこの住居址のものであろう。

遺物 遺物は須恵器の甕の破片数個体分約30片 と若千の杯片 (う ち底部に墨書銘あるもの 1)。 土師器は

甕及び杯の小片数十片 (う ち内黒の杯数片)、 鉄器 1がある。

須恵器甕は比較的大型のものが多く、また腹部にタタキメのあるものが多い。タタキメは平行なものと

格子目のものだが、同じものはない。墨書銘をもつものは杯の(281)の 底部÷弱の部分であるが、回転系切

り痕の上に大きく2字 ?を書いてある。下の文字は明に「長」であるが、上の文字 1ま その下部をわずかに

残すだけで、十分に読めない。強いといえばその末端部分の形から「大」と読めるかも知れない。灰色の

焼成不良の須恵器杯である。

土師器はあまりに細片で全形をうかがい得るものは少ない。

鉄器(192)は 長さ8.5Cm、 幅最大1.5Cm、 厚さ最大約 3 mm、 槍の穂先状で断面クサビ状のものである。クサ

ビ状になっているが刃のついていたようすはない。あるいは刀子のナカゴの部分かとも見られるが、用途

については後考に待つ。 (篠 崎 健一郎 )

く    1    192

281

0                5 cm

crn

図41 26号住居址出土遺物 (1:4 192 1:2)

⑧ 27号住居址 (図 20・ 42,写真60・ 62・ 77・ 81)

遺構 東部の住居iL群 にあって、北西端を26号に、東北隅を25号に切られ、その上、東壁部分を調査区

域外にとられている10世紀後半の竪穴住居址である。その規模は南北4.8m、 東西は少し大きい、壁の張り

出した隅丸長方形の住居址らしい。カマ ドは東壁にあったと思われるが焼土のみで残存していない。また

この住居は火災にあったとみられ、床面には灰や木材の炭化物の堆積がみられた。炭化物の中には木材の

形状を残しているものもかなりある。

遺物 遺物は須恵器と土師器、鉄器であるが量は多くない。須恵器は甕・杯 。杯蓋の小片約20片 である。

甕は外面に平行のタタキメのつ くものが多く、その一つは丸底である。また一片には外面に黒色、内面に

―-200-―



第4節 前田遺跡

緑色の美しい自然釉の生 じたものがある。

土師器は甕 と杯であるが甕はいずれも小片で全形をうかがえるものはない。杯は復元できたものが 3個

体あるがく杯(193)は 黒色土器である。これは径15.OCm、 器高4.8Cmゃゃ大ぶりのもので平底、回転糸切 りで

ある。外面にはロクロロが残る。腹部があ、っくらとあ、くらみ、日縁がわずかに外反する形のよい杯である。

外面は褐色を呈する。もう一つの杯 (196)は 径 12.8Cm、 器高3.7Cm、 回転糸切 りによる平底、灰白色を呈 し

焼きはよくない

`他
の杯 (194)は 、ロクロ成形である。

鉄器 (199)は 刀子で、きっ先 とナカゴの上部を失っている。

(篠 崎 健一郎 )

ごI=   :  19

L_______J Crnan

図42 27号 住居址出土遺物 (1:4 1991:2)

(6)第 Ⅲ 期

① 3号住居址 (図 30・ 43・ 44,写真51・ 71)

遺構 前田遺跡の調査地区の西北隅に位置する11世紀前半の竪穴住居llLである。東辺 3m、 西辺3.4m、

北辺3.6m、 南辺3.4mと ゃゃ東北隅の張 り出した、少し長方形に近いプランの小型の住居址で、中心線は

南北より10° ほど東に振っている。カマ ドは東カマ ドで中心よりわずかに南に寄っている。なお本住居址は、

建物址 1を切ってお り、なお細い溝に東壁を切 られたかっこうになっている。

住居址内の柱穴は西北隅にあるものが 1箇 と、南東隅のものがあるが、後者は柱穴の感 じはうすい。そ

の他の柱穴は不明である。

遺物 遺物は土師器と須恵器 。灰釉陶器がある。土師器には先ず甕(19)がある。口径21.Ocm、 底径10.2cm

＼___二ぃジ '14
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第Ⅳ章 調査遺跡

がt砂の多く含まれた胎土といい、作り方の粗雑さといい、

は黒色土器 )三点はいずれも長年使い古されたという感 じで、

になっている。これは土中に埋没し

ていたからではあるまい。一点は白

色を呈するが、おそらく使用した土

の性質によるものであろう。

・須恵器は二個体分ほどの甕の小片

であるが、いずれも焼成がよく、一

個体(17)の ものには黒色の自然釉が

かかっている。また底部は糸切 り痕

を残したまま高台を付けている。他

の個体はかなりな大甕であったらし

く、外面に叩き目文がついている。

灰釉陶器はロクロ成型、糸切 り底   、

の杯の破片で、日縁部に僅かに灰釉

が見られる。

いかにも粗製の感をまぬがれない。杯 (二′点

器の内外面ともに器胎が景J落 し薄 く軽いもの

◎ ◎孝°
1

④

浙
珈

(篠 崎 健一郎 ) ）‐２

図43 3号住居址遺物出土状況 (1:80 遺物 1:8)
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3号住居址出土遺物 (1:4)
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第 4節 前田遺跡

,②  6号住居址 (図 6・ 7・ 45,写真53・ 73・ 81)

遺構 6号住居址は本遺跡中央のやや北寄りに検出された竪穴住居iLで、7号・ 8号・9号の各住居址

と切り合い状態を示して検出され、直接としては7号住居l■の北端部分を切って設けられたものである。

大きさは東西5.3m、 南北3.3mで四周は凹凸の多い形状の、隅丸長方形プランである。竪穴の長軸を85° 東

に振っている。内部の土層は I層 が西壁に沿う縁で、酸化した赤褐色土が堆積し、H層 は竪穴内部に充満

している黒褐色土で、Ⅲ層は東壁に附着した黄褐色土であり、Ⅵ層は西壁の下部に黒褐色上が砂利を多く

田
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図45 6号 住居址出土遺物 (1:4 78・ 79 1:2)
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第Ⅳ章 調査遺跡

含んでわずかに堆積していた。床面までの深さは、東壁に近い部分で20Cm、 西壁の近くで30Cmと 西側に傾

斜をしている。四周の壁は何れも崩れて原形を留めない状態である。床面にピットが124固検出された。こ

の内、P8は平面が桁円形で長径60Cm、 短径50Cm、 深さ40cmで、底書Кは漏斗状をしており、他は大部分浅

い丸底である。

遺物 遺物は、土師器・黒色土器・須恵器と2点の鉄器、その他がある。本住居址出土の遺物では、土

師器黒色土器の杯の比較的多いのが特長である。

土師器・黒色土器は杯が18個体と甕が 6個体ほどである。杯(55)は 口径12.7Cm、 底部6.5Cm、 器高4.lCm

で、内面はうすい黒色を帯びる。外面は黄褐色である。内外面ともロクロ成形で、底は糸切 り底である。

杯(54)は 口径16.2Cm、 底径6.8Cm、 器高5。 7cm、 外面は明褐色、内面は黒色である。外面はロクロナデを

施しているが、剥落が目立つ。内面は磨いてある。

杯(59)は 口径15.9Cm、 底径6.5Cm、 器高4.6Cmで 、外面は明褐色、内面は黒色である。ロクロ成形で糸切

り底、内面は磨かれている。

杯(65)は やや浅い形で、ロクロ成形、糸切底、色調は内外面とも灰褐色である。

土師器褒(72)は 、短い口縁部が外反し、腹部がまるくメ、くらんだ形である。内外面ともされいにロクロ

調整をしてあり、色調はやや暗い褐色である。日径13.6Cm。

(71)も ほぼ同型の器とみられるが、やや大きく口径は15.5Cmに なる。

須恵器は大甕破片数個体分、杯数個体分、杯蓋 3個体分がある。

甕(76)は 外面に平行タタキメを持つ厚手のもので、内部には指でおさえたあとがいくつか残る。焼成は

悪 く褐色を呈する他、火度も十分上っていないようである。同様なもの底部がもう1個体分だけある。

(75)は 肩に凸帯をめ ぐらせた四耳壺であるらしい。内面はロクロナデ、外面は平行叩き目文である。焼

成は甘 く、須恵器らしい金属的な音もせず、色調も外面は灰色、内面は褐色である。須恵器の甕には他に

焼きのよい厚手の破片が数個体分ある。平行あるいは格子目状の叩き目文を表面に持つものが多く、黒色

の自然釉のかかったものもある。須恵器の杯の破片も4個体分ほどあるが、胎土もよくなく焼成も甘い。

成形はロクロ成形により、底部は回転糸切 りになっているが、成形はやや雑である。さらに杯蓋もあるが

同様なものが多い。そのうち1片 は時期が下るもので、灰釉陶器片小量とともに後世の混入とみられる。

本住居址の床面からは鉄製品が 2点 出土している。

(78)は 長さ3.6Cm、 大さ約 3 mmほ どの (錆が厚 く付着しているので、そのものの大さは明でない)釘状の

ものであるが、何に使われたのかはわからない。

刀子(79)は 比較的遺存度がよくて、本来の姿を大体うかがうことができる。長さ15Cm、 幅は基部の所で

1.3Cm、 厚さ4 mm、 刃部の長さ10Cmで ある。柄の部分には、本質の痕跡を見ることができる。

(篠 崎 健一郎 )

③ 17号住居址 (図 19・ 46,写真58・ 81)

遺構 調査地区南端にある住居址群の中にあり、18号および19号・21号住居址を切って存在する10世紀

中葉の竪穴住居llLで ある。 長軸を正 しく南北に向け、 南北5.4m、 東西4.4mの 隅丸長方形で、東部を斜

に幅約40Cmの 暗渠排水溝に切 られている。これは勿論近年のものである。住居址内にはピットが18個 ほどあ

るが、その並びかたは不規則で雑然としている。カマ ドは東壁中央に焼土の散布がみられた。

遺構 遺物は須恵器 。土師器・鉄器である。須恵器は甕・杯・杯蓋のいずれも小片である。甕はおよそ
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第4節 前田遺跡

4個体分であるが、そのうち同 1個体の 2片に注意したい。この 2片は甕の口縁部で、外反してさらに口

縁が内面に向くもので、頸部以下には平行の叩き目文が縦に頭をそろえて並んでいる。この甕は何らかの

理由により、焼成途中で止めてしまったらしく、割れ日から成形の手法をある程度うかがうことができる。

まず胎土は幾種類かの粘土を混合して使っているらしく、内部に自色の土が層状にあるいは線状に見える

ことである。そのような状態であることは、おそらく練りが不十分でよく混和をせずに使用したのではな

いかと思う。さらに割れ口が層状を呈しているのは、成形が水引きでなく、紐作りあるいは輪積みにより

ロクロ調整で作っているということであろう。焼成途上で破損したものとすれば、多分前者も原因の一つ

にあげられるであろう。

鉄器(144)は 刀子の刃部と茎の中間部分である。 (篠 崎 健一郎 )
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図47 19号住居址出土遺物 (1:4)

0                        1 ocrn
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0                5 crn

図46 17号住居址出土遺物 (1:4 144 1:2)

④ 19号住居址 (図 19047,写真58・ 59・ 76・ 81)

遣構 調査地区南端の住居址群の中に、20号住居iLを切 り、17号住居址に西半分ほどを切 られ、中心線

を北東に向けている10世紀代の竪穴住居址である。幅40Cmほ どの近年に作られた暗渠に、中心部 と東端に

近い部分を割 られている。東壁の長さおよそ4mでぁるが、北壁と南壁の状態からみて西壁の部分はかな
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第Ⅳ章 調査遺跡

り広がるらしく、全体の形は東西に長い不整形ではなかったか と推察される。壁の線も後からの破損 もあ

るか と思われるが、かなりこまかい屈曲がみられる。カマ ドは東壁の南端近 くに設けられているが、この

位置は、住居址全体の形状 とともに異例である。床面にはピットが 6箇みられるがやや並びかたは不規則

である。

遣物 遺物は須恵器の甕及び杯の破片約40`点 、土師器甕及び杯の破片約50′点、灰釉杯片 2個体分、フイ

ゴの羽口 1個体分がある。

須恵器の甕は小型薄手のもの 1個体 と、大型のもの 5個体ほどである。

小型の甕 (163)は ていねいなロクロ成形で底は回転糸切 りである。大型の甕は外面に平行あるいは格子

目のタタキメのあるものと、タタキでなくロクロ調整のものがある。底は平底である。

土師器は甕(164)お よび杯である。甕は小型のまるい胴をもち口縁が外反し、胴の外面にロクロによる

カキロをもっている。大型のものは厚手で 2点の平底に木葉痕がある。おそらく朴の葉のあとであろう。

杯は黒色土器が目立つ。

灰釉は皿であるが内面の底をまるく残して、周辺部に施釉している。

羽口(165)は 基部の径約6.5Cm、 内部の穴の径 2 Cmの 土師質のもので、胎土には多量の砂が混入してある。

あるいは、この住居址が鍛冶職の仕事場であったかも知れない。         (篠  崎 健一郎 )

⑤ 28号住居址 (図 20・ 48・ 49・ 50,写真60063・ 64・ 77・ 81)

遺物 調査地区の東部にある住居力L群のほぼ中央にある。11世紀代に属する竪穴住居址である。 他の

住居址との切 りあいはなく、26号住居址のすぐ北に接して、中心線を南北に向けている。規模は西壁4.4m、

東壁4.2m、 北壁4.2m、 南壁4.Omのやや不整な隅丸方形である。カマ ドは東壁のほぼ中心にある。床には

7箇ほどの柱穴がある他、西部に楕円形の長径 2m、 短径 lmほ どの大きな浅いピットがあり、さらに北

西隅には長径80Cmほ どのピットもある。また住居llLの 縁に沿うようにしてあるいくつかのピットは、ある

いは垂木を支える柱のあとであるかも知れない。住居址の深さは30Cmである。

二 ■ 0柿
図4828号住居址カマ ド (1:40)
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第 4節  前田遺跡

①
m

図49 28号住居址カマ ド付近遺物出土状況 (1:40 遺物  1:8 211 1:4)
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第Ⅳ章 調査遺跡

遺物 遺物は須恵器・土師器・灰釉陶器 。鉄器がある。須恵器は大型の袈の破片数個体分と中型の袈の

破片 2個体分、杯の小片が少しである。大甕はいずれも平行のタタキメを持ち、 1`点は日縁部の直下に、タタキ

メの上から見られる限りでは 5条ずつ 2段の、櫛様の工具による波状文をつけている。中型の袈はタタキ

メがなく、表面にロクロ調整をおこなっている。またいずれの個体も焼成がよく、自然釉のかかったもの

もかなり見られる。

土師器はそれぞれ数個体分の袈と杯である。裂はロクロによらずヘラで表面を削って調整しているもの

と、内外面ともロクロ調整をおこない、底も回転糸切 りになっているものとがある。いずれも内外面に炭

化物の付着がみられる。

杯は復元された限りに於ては比較的浅い形のもので、ロクロを使用したあとは見られず、焼きも良くない。

黒色土器はロクロロがあり、底も回転糸切 りとなっている。内音削まよく研磨されており煤の吸着も十分である。

灰釉陶器は 2個体の椀である。大きさは(206)が 口径16.8Cm、 (207)は 口径14Cm。 ぃずれもロクロ成形によ

り、ていねいな作である。高台は失われているがおそらく付高台かと思われる。焼成もよく灰白色を呈す

る。施釉はどちらも高台を持って少しずつ部分的に漬けがけを行なったとみられ、内外面に波状に釉がみ

られるが、外面はほとんど消えている。内面には緑色を呈する部分が特に釉だまりにみられる。

鉄器は、整で、茎部には本質部が遺存しており、茎部の先端をわずかに欠損する略完形品である。

(篠 崎 健一郎 )

⑥ 29号住居址 (図 20・ 51,写真60。 64・ 78081)

遺構 調査地区東部の住居址群の南端に、 26号住居 llLに かぶさり28号の南に並んでいる11世紀代の竪

穴住居力上である。中心線を南北に向け、北壁4.8m、 南壁4.4m、 東壁及び西壁が 4mと 、隅丸のやや北の

広がった形の方形である。床面には 6箇の柱穴と、西部に寄って長径2.4m、 短径約1.5mの 浅いピットが

ある。東壁の中央にはカマ ドが設けられているが、石組みはすべて取 り去 られて、痕跡 と焼土のみになっ

ている。

遺物 遺物は須恵器 。土師器 と1点の鉄器である。須恵器は大甕数個体分の小片とわずかな杯及び杯蓋

である。大褒は表面に平行の叩き目文を持つものと、ロクロ調整のものがある。杯は 1個体で回転糸切 り

の平底である。杯蓋は口縁を含む小片 1つ であるが、口縁近く、端が少しめくれた様な形状がやや特長的で

ある。土師器は内黒のものを含む50片 ほどの杯 と甕の小片であるが、復元できた 1個体の杯 (212)に ついて

みると、口径13.OCm、 器高4.6Cmの ややまる味を帯びた腹部をもつ もので、底は回転糸切 りである。胎土には

0                  1ocm

図51 29号 住居址出土遺物 (1:4 214 1:2)
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第4節 前田遺跡

相当量の砂を含んでいるが焼成はよい、黒色土器で、黒色部分は内面ばか りでなく外面の中ほどに及んで

いる。

鉄器 (214)は 刃物 とみられるものの破片で、一面は扁平、片面はややまる味を帯び一端に幅 5 mmほ どの

面がついて刃となっている。鈍のようなものの一部ではないかと思われる。

(篠 崎 健一郎 )

(6)第 Ⅲ 期

① ll号住居址 (図 52・ 53・ 54,写真55。 75)

遺構 調査地区の西北部に位置する12世紀のものとみられる竪穴住居l■である。12世紀の住居址は他

に 2軒あるが、現在までに大町市内で調査されたもののうちでは、最 も新 しい時期のものである。

緩傾斜に掘 られている為、南壁は検出されなかったが、規模は東西4.l nl、 南北3.9mの やや不整な隅丸

方形のプランを持つ。また東から西に流れていたらヒ″い幅 lmほ どの溝の跡を切って、この住居址は作ら

れている。

カマ ドは東壁中央やや北寄 りに位置し、焼土が遺存するのみであるが、石組み粘土カマ ドで、カマ ド石

は抜き取 り持ち去 られたと考えられる。
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第Ⅳ章 調査遺跡

遺物 遺物には土師器 。須恵器・

灰釉陶器がある。土師器は杯が一個

体 と3個体の小皿がある。

杯(123)は 口径14.7Cm、 器高6.OCm、

底径6.6Cm、 胴がまるくあ、くらんだ大

ぶりの器である。高台が大きいので

坐りが安定している。成形は紐作り

のもののようであるが、成形も調整

もていねいである。ただ表面の大部

分が剥落して荒れた器肌を見せてい

る。

3個体の小皿は、ほぼ同型同大で

(121)の色調が暗褐色 を呈するのに

対 し、 (120・ 122)が うすい褐色であ

る点がやや異なる。成形手法 もロク

ロ成形、糸切 りと同じである。また

いずれも粗製品である。 図53 11号住居址遺物出土状況 (1:80 遺物  1:8)

須恵器は、 2個体の杯と小皿 1個体、大甕 5個体ほどである。

杯(125)は 、口径12.4Cm、 底径5。 9Cm、 器高4.lCmで、ロクロ成形により、底も回転糸切 りで高台はない。

内外面ともきれいに調整されている。胎土も精選され、焼成もよく、色調は内面が青灰色、外面はやや褐

色となる。他の杯は底部に近い小片だが、青灰色を呈し胎土には砂の混入が多い。月ヽ皿は口縁の小片で、

精選された土で、ていねいに作っている。これらはすべて後の混入品と思われる。

四耳壺(129)は 、耳の部分を含む口縁部破片である。口径は推定14.lCmで 、肩の張った形であるらしい。

耳 (環 )は 、肩の上部、口縁に近いところに付けられている。胎土にはやや多くの砂を含むが、作 りはて
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図54 11号住居址出土遺物 (1:4)
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第4節 前田遺跡

いねいである。焼成はよく、内面は青灰色、外面には少 し緑がかった自然釉が一面にかかっている。

大甕は口縁部を含む、厚手のもので外面には平行タタキメがあり、焼成はよい。 (図示できるだけの資

料ではない。)

灰釉陶器は復元された椀 1個体 と、 2個体分の底部、日縁部小片である。

椀 (126)は 口径 14.8Cm、 底径7.7Cm、 器高5.OCmの もので、 ロクロ成形である。成形後底部をヘラケズリ

をし、その上に高台を付け、ロクロ調整をしている。作 りかたはあまり念入りではない。形が歪んでいる

のは焼きひずみかと思われる。 色調は灰 白色である。釉は内面では、底の部分を径 7 Cmほ どを残して施

され、外面では口縁から÷ほどに施釉されている。釉はうす くかけられているが、内面下部にはわずかな

釉だまりが見られ、 その部分はかすかに緑色を帯びている。 口縁部分の小片は、 胎土 もよく精選 され、

薄手なていねいな作 りで焼成もたいへん良しヽ。施釉の程度はさきのも

のと同様である。 (篠 崎 健一郎 )

② 22号住居址 (図 54・ 56,写真59)

遺構 調査地区最東南端に南北約 5m、 幅約 lmの西辺をのぞかせ、

大部分が非調査地区に埋 もれている12世紀の竪穴住居址である。

中心線を北より20° ほど東に振ってお り、柱穴が 1箇 あらわれてい

るばか りで、カマ ドもわからない。隅丸方形の住居址であろうか。

遺物 遺物は土師器小片10片 ほどと、須恵器片20片 、灰釉陶器片 3

片がある。

土師器は杯の破片が大部分で、どれも磨滅が甚 しい。

須恵器は四耳壺 1個体分を含む甕 3個体分 と杯 1個体分である。四

耳壺 (169)は 耳ひとつを含む肩の部分で、肩をめ ぐる凸帯は断面台形を

なし、耳は全形が不 明である。胎土 も精選され焼成もよい。色調は内

面黒灰色、表面には黒色の自然釉がかかっている。他の須恵器の甕類

はいずれも堅緻であるが、色調は黒・灰 。白色 。暗褐色などさまざま

である。また表面は平行叩き目文がみられるが、 1片 だけ斜格子 目状

0             2m

図55 22号住居址 (1:80)

文もみられる。

灰釉陶器は底部 1片 と2片の腹部である。おそらく1個体と思われる。胎土もよく精選されロクロ成形

もていねいである。外面の釉および底部にたまった釉はうすい緑色を呈している。 (篠 崎 健一郎 )

図56 22号住居址出土遺物 (1:4)
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第Ⅳ章 調査遺跡

③ 32号住居llL(図 26・ 57・ 58・ 59,写真65・ 66・ 78・ 81)

遺構 調査地区の東北隅に33号住居址と、北西から南東へ向ちて流れていた溝を切って作られている竪

穴住居l■ である。ほぼ南北を向き、東西4.7n]、 南北 4 nlの隅丸方形であるが、東辺は3.4mと 短かく、南

辺が中′と、から少し東寄りのところで祈れこんだ形になっている。

カマ ドは、石組み粘土カマドで、西壁南端に大小10個余りの石の集積と焼土の散布が見られた。床はよ

く固められているが、北西隅には少し軟弱な部分があるのは、溝址のあとに作られたせいかも知れない。

またこの住居は火災に会っており、住居址の西半分に炭化した建材の集積があり、床面には灰の堆積がみ

られた。焼けた柱材は西に向って倒伏している。住居址内の柱穴は中心部と西壁付近に集中している。

遺物 遺物は須恵器 。土師器 。灰釉陶器・緑釉陶器、及び若千の石器類である。

須恵器は、甕 (あ るいは壺 )お よそ 4個体分はどの破片と、数個体分の杯破片、 1個体分の杯蓋破片があ

る。甕はいずれも大型のものであったらしくかなり厚手で、ほとんど腹部に平行あるいは格子 日の叩き目

文を持つのが 1片 だけ頸部に波状文らしい文様を持つものがある。また大甕の 1つは生焼けである。杯は

ロクロ成形で、底部も回転糸切 りになっている。杯蓋もよく精選された土で、ロクロでていねいに成形さ

れている。杯・杯蓋は混入品である。

土師器・黒色土器は 6個体分以上の杯と、個体数不明の甕の小片若千である。杯は高台のあるもの 4、

ないもの 2ほ どである。いずれもロクロ調整、糸切 り底で、そのうち(217)(217)は 内黒である。また(217)

の口縁には細い一本の凸帯がめぐらされている。この住居址出土の土器は精製といってよいであろう。

灰釉陶器は、長頸壺 1、 皿 2、 婉 6、 その他である。

長頸壺は肩の部分 2片 で、いずれも頸の立ち上 り部分がわずかに残っている。ひも作り成形後、第二次

のロクロ成形によるものであろう。色は灰白色を呈し、内面は灰色である。焼成はよいが釉は定着せず、

剥げ落ちたようなムラになっている。

婉(221)は 、口径 14.4Cm、 底径6.4Cm、 器高6.lCmの 大きさ、底はヘラケズリの後、高台をつけている。

当 :

く`こ二IIII「ラ
ζi5

｀
1二IIE菫菫rち 10

珈

図57 32号住居址遺物出土状況 (1:80

262

1:4 275 1:16)遺物  1:

一-212-

３３

号

住

居

址

8  271・ 272・ 273



第4節  前田遺跡

―ミ菱?σ―

図58 32号住居址カマ ド (1:40)

(_′ ′
′
′

′́
´
′´

／ｈ
32号住居址出土遺物 (1:4 271・ 272・ 273

--213-―

|

E]59



第Ⅳ章 調査遺跡

素地の色は灰白色で、灰釉は外面に口縁から2 Cmほ どに、内而は底 7 Cmほ どに見られる。釉調はやや縁が

かり、斑状に仕上っている。

す宛(223)は 口径16.2Cm、 底径7.5Cm、 器高6.lCmで底は糸切り後の付高台である。灰白色を呈するが、高台

内部は黒色である。釉は外面は口縁から2 Cmほ どまで、内面はやはり中央部分をまるく残しているが、少

し狭いために、上に重ねた器の底がわずかに争Jがれて付着したようすがみえる。

婉(222)は 、口径15.3Cm、 底径7.3Cm、 器高6.4Cmで、底は糸切 りの後、付高台である。素地は灰白色だ

が、高台周辺は煤が付着し黒みを帯びている。施釉は高台を持って横ざまにつけかけたらしく、波状にな

っており、外面も高台近 くまで釉がかかっている。

灰釉の皿は2個体とも段皿である。(226)は 、日径11.3Cm、 底径5.8Cm、 器高2.6Cm、 口縁部が少し外反する

形で、高台は付高台である。内面の段はあまり際立つものでなく、やや丸まみを帯びている。焼きはあまり良

好ではない。

緑釉陶器は、 同一個体のものとみられる皿の破片 2点 である。

皿(229)の破片のうち1片は口縁部である。ロクロ成形により、釉の下にロクロロをうかがうことができる。

焼成はよく質は堅緻である。釉は均一に内外とも万遍なくかかり暗緑色を呈するが、内面は熔解がやや不

十分なためか、少し粗面をなしている。胎土は須恵器質であり、堅緻な焼成で、おそらく東濃及び猿投で

はなく、京都方面の窯で焼かれたものであろう。

本住居址内に置かれてあった石は砂岩の18Cm× 13Cm× 3 Cmの 分銅形のもので、明らかに火を受けているよ

うす、また炭化物の付着が見られる。特に使用した痕跡はないが、カマドの支脚石と考えられ、そのものの形は

人為的に整えられたものではなかろうか。もう一つの石(233)は 、35Cm× 26.4Cm× 12Cmの楕円形の安山岩で、

周縁部はこの形を得るためであろうか、叩打痕が一面につけられている。また表面には軽く研磨したあと

もある。表面の中心部分から少しはずれて、人為的なものとみられる径 3 Cm深 さ1.5Cmの まるいロー ト状の

凹みがある。おそらく作業台として使用されたものであろうが、その使いみちについては後考にまちたい。

なお本住居址からは 3点の鉄製品が出土 している。 2`点 は刀子であり、他は鎌である。

(272)は 現存の長さ1lCmの もので、そのうち7.5Cmほ どは柄の部分である。またこの部分には本質の付着

がみられる。

(271)は 残存度がよく、なお原姿を十分 うかがうことができる。現存長さ14.5Cm、 切先の部分 と中心頭

の部分が少し欠損 している。刃部の長さは10Cm、  基部の幅1.85Cm、 厚さ 4 mmで ある。刃も棟 も一直線に

切先に向って伸びるくり小刀の形式である。

(273)も 刃先を若千欠損 しているものの、 およその原姿をうかが うことができる。 平打ちの薄手のもの

で、中心よりわずか先によったところが最 も幅広 く、またこの部分で大きく内湾している。柄をすげる部

分は狭いが厚 く作られている。柄は本体の端をめ くり包みこんで装着 したようで、しかも本体に直角でな

く、およそ45度の角度をつけ、刃部 とひらいてつけられたようである。この鎌の用途 としては、草刈 りあ

るいは稲や麦を刈るのに用いられたものであろう。

(篠 崎 健一郎 )

(η 時期不 詳

① 31号住居址 (図 59,写真64)

遺構 調査地区東部に一軒だけ、グループか ら少 し離れ、 3分の 2ほ ど水田耕作時に削 り取 られて、北

一-214-
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壁 と西壁の一部をのぞ

かせている時期不明の

竪穴住居址である。湧

水のため辛うじてその

輪郭 と3箇の柱穴を検

出したにとどまった。

また遺物の出土は見ら

れなかった。

(篠 崎 健一郎 )

ａ
Ｏ

0             2m

図60 31号住居址 (1:80)

建 物 址

前田遺跡からは、計 4棟の建物址が検出された。 4棟中 3棟 (建 1・ 2・ 4)は 、住居址との重複関係、

方向、規模等が類似及び近似しており、これらは同一時期に存在したものと推定される。建 3に ついては、

形態、方向、規模等が異なっており同一時期かどうかははっきりとしない。

① 建物t」Ll(図 30,写真67)

発掘区北西端に位置し、P940950121を 3号住居址に、P101を 4号住居 l」Lに切 られている。南東 6m
には 1・ 2号住居 t」L、 東12.5mに 13・ 14号住居 llL、 東 5mに 5号住居址、南 6mに 11・ 34号住居址がある。

形態は桁行 5間 ×梁行 3間 であるが地表が南に傾斜 してお り、 4号住居IILに 削 り取られてしまったらし

く南側梁行は柱穴が 3本検出されたのみである。桁行方向は、 N6° Wを 向 く。規模は、桁行全長7.6-

7.98m、 梁行全長 5～ 5.lmで 、柱間寸法は、桁行一間1.2～ 1.6m、 梁行一間1.5～ 1.6mを測り、平面積は、

39。 73m2でぁる。柱穴は粘性のある褐色土を掘 り込み、掘 り方はほぼ円形であるが、楕円形のものも見ら

れる。規模は、最大9o× 83Cm、 最小45× 45Cmで深さは35～ 50Cmを 測る。地表が北～南へ30～ 40cmの傾斜が

ある為か、やや南側が浅い。柱穴は底が、ほぼ平垣に掘られている。埋土は、漆黒色土が主であるが、底

部端に黄褐色土が見られるものもある。柱痕はどれからも検出されなかった。遺物は小破片の土師器甕が

見られた。

本址は、 3・ 4号住居址に切 られていることから10C以 前 (測期以前)と 考えられる。

(島  田 哲 男 )

② 建物址2(図 19,写真68)

発掘区南側中央に位置し、 P247と 南側梁行中央のピットを17、 21号住居址に切 られている。周辺には、

18・ 19・ 20・ 22号住居址がある。

形態は桁行 3間 ×梁行 2間 であるが南側梁行中央のピットは21号住居址造成時に削 り取 られてしまった

らしく、見られない。桁行方向は、N2・ Eを 向く。規模は、桁行全長6.8m、 梁行全長5.5mで、柱間寸法
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第Ⅳ章 調査遺跡

は、桁行一間1.6～ 2.5m、 梁行一問2.5mを 測り、平面積は37.4m2でぁる。柱穴は砂礫層を掘 り込み、掘 り

方はほぼ円形で、規模は、80× 70Cmで深さ40～ 50Cmを 測る。柱穴は底がほぼ平垣に掘られており、埋土は

黒色土一層のみで、柱痕等は検出されなかった。遺物は何も検出されなかった。

本址は、17・ 21号住居址に切られていることから、10C以前 (Ⅲ期以前)と 考えられる。

(島  田 哲 男 )

④ 建物址3(図 61,写真68)

発掘区北東側中央西端に位置する。西側桁行の南側 2ヶ の柱穴は発掘区外であるが、後に土手中より検

出された。北東 5～ 10mに は、 6・ 7・ 8・ 9・ 35号住居址、南束 1～ 10mに は24・ 25・ 26・ 27・ 28・ 29

・30号住居llL、 建物址 4、 南西 4mに は12号住居址がある。周辺に大小のピットが20ヶ 見られるが関係は

不明である。

形態は桁行 2間 ×梁行 2間 で、桁行方向はN57° Wを 向く。規模は、桁行全長5.2m、 梁行全長5.Omで 、

柱間寸法は桁行一間2.Om、 梁行1.5～ 2.5mを 測り、平面積は26m2でぁる。柱穴は砂礫層を掘 り込み、掘 り

方はほぼ円形で、最大90× 82Cm、 最小90× 48Cmで深さは30～ 50Cmを 測る。地表が北へ南へやや傾斜がある

為か、やや南側が浅い。

柱穴は、底がほぼ平担

に掘 られている。埋土

は砂礫を含む黒色± 1

層のみである。柱痕は

P213ほぼ中央やや東寄

りからlヶ のみ検出され

た。P135の南隣にP131

・ P213の JL隣にP214

が見られるがおそらく、

補助的な柱穴 と考 え

られ る。 P127の 西

側に P219がり記られる。

これは、おそらく、 2

× 2間の総柱の建物の

中央に位置する柱穴よ

り
=東

側へずれている

ので、この建物の構造

の上で東側半分を支え

る為の柱の柱穴と考え

られる。遺物は何 も検

出されなかった。

本址の時期は切 り合

い関係、遺物等が見ら

＼く′″一、

く ヽ́

m

図61 建物址 3(1:80)
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れずはっきりしない。

第4節 前田遺跡

(島  田 哲 男)

③ 建物址4(図 20,写真68)

発掘区中央に位置する。P138・ 154を 28号住居址に、 P288を 26号住居址に、P289。 160を 27号住居址に、

P155・ 266を 29号住居址に切 られている。

形態は桁行 3間 ×梁行 2間 で、桁行方向は、N8° Wを 向 く。規模は、桁行全長7.Om、 梁行全長4.5～

～5.Omで 、柱問寸法は桁行一問1.8～ 2.2m、 梁行一間1.8～ 2.2mを 測 り、平面積は33.25m2でぁる。柱穴

は、褐色土層、砂礫層を掘 り込み、掘 り方はほぼ円形で、規模は70× 60Cm、 深さ50～ 60Cmを 測る。柱穴は

底がほぼ円形に掘 られており、埋土は、砂礫、褐色土粒混入の黒色土一層のみで、柱痕は検出されなかっ

た。遺物は何 も検出されなかった。

本址は、26、 27、 28、 29号住居l■に切 られていることから、10C以 前 (測 期以前)と 考えられる。

(島  田 哲 男 )

その他の遺構 と遺物

(1)竪穴住居址 。建物址以外のピット

① P25(図 62・ 68,写真69・ 79)

調査地区北東部に検出された95Cm× 52Cm、

深さ12Cmの楕円形のピットである。内部か

らは、須恵器甕の小片 2′点、土師器甕片数

個体分、杯(黒色土器を含む)数個体分が検出

されている。ピットは底部だけ残っていた

ことになるが、その大きさからみて墓墳で

あるかと考えられる。時期は10世紀とみら

れる。

(篠 崎 健下郎 )

② P35(図 1・ 63,写真79)

調査地区北東隅のピット群中の南端にある20cm× 20cm、

深さ15Cmの小ピットから、内耳鍋 1個体が出土 している。

日径21.7cm、 器高12cm、 底径1lcmで 、日縁部より3 Cmほ ど

下ったところに、約1.5Cm幅 の浅い凹帯をめ ぐらす。

この周辺には大小のピットが約20個ほど検出されている

が、おそらく建物址かと思われるものの、不規則な配置で

具体的にどのような形の建物であるか不明である。

(篠 崎 健一郎 )
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P25出 土遺物 (1:4)
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図63 P35出 土遺物 (1:4)
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第Ⅳ章 調査遺跡

③ P89(図 64・ 65,写真70079)

調査地区西端に近 く12号住居址の西にあるピット。56Cm× 51Cm、 深さ17Cmの大きさで、内部は炭化物少

量を含む砂質の黒色土が入っていた。その中から須恵器短頸甕の口縁部破片 1、 須恵器大甕破片約20、 灰

釉陶器蓋 1、 緑釉陶器段皿破片 1が、ピット内に集積された状態で出土した。出土土器の時期はⅢ期であ

ろうが、このようなピットの中にバラバラの土器片が集積されているという意味はどこにあるのであろう

か、後考にまちたい。

(篠 崎 健一郎 )
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図64 P89・ 123(1:40)
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図65 P89出 土遺物 (1:4)

④ P123(図 64・ 66,写真70・ 79)

P89と 2mほ ど離れて位置し、規模は、67Cm× 54Cm、 深さ21Cmの 断面形は皿状のピットである。内部に

は P89と 同様土器片の集積がみられたが、やはりすべて須恵器 と灰釉陶器片で土師器は一点も見当らない。

また須恵器大甕片の中に、P89の ものと接合できるものもあることから、両 ピットの時期は同じとみてよ

いだろう。遺物は、酸化焼成 となったため褐色を呈する須恵器大甕の 1個体 を含む、甕38片 、灰釉陶器耳

皿、および瓶の破片それぞれ 1個体分がある。耳皿は長径9.5cm、 中心部の幅7.4Cm、 器高1.7Cmの もので、

底は回転糸切 りの平底である。灰釉陶器ではあるが、色調は黒灰色で須恵器 と見紛 うほどである。灰釉は

内面に施 してあるが、十分には熔解 していない。

(篠 崎 健一郎 )

0                       10Cm
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図66 P123出土遺物 (1:4)

⑤ P170(図 67・ 68・ 69,写真69・ 80)

調査地区北東隅にあるピット群の中の北東端に、P25の 北東3.2mに 位置するそら豆形のピットである。

中心線は真北に向け、長径 180Cm、 短径 110cm、 深さ16Cmで ぁる。断面は周辺部が浅 く、中心部が深い、一

段の段がついてぃる。

遺物はピットの北側東寄 りに 3グループに集積 された状態で検出され、土師器・黒色土器の 2種があり、

10個体のうち耳皿 1と 小甕 1を 除いて、すべて杯であるのが特長である。耳皿は全体が黒色の高台のある

品で、長径9.4Cm、 器高 3 Cmでぁる。

成形の手順 としては、本体 となる

円盤をロクロで作 り、高台を付け

ロクロ調整をしてから取 り上げて

耳を折 り曲げる。内面を調整する

という順であろう。内面には中心

から放射状に暗文がつけられてい

るが、これは生乾きのとき特に強

く磨 くのである。小型の甕は器高

10Cm、 日径9.5Cm、 丸底である。

手づ くねで表面に指圧痕 を残す。

底部が厚 く口縁に近づ くにつれて

薄い。口縁部はやや作 りが粗雑で

凹凸が多い。杯は小型の(252)と (253)

を除 く6個体が黒色土器である。

また黒色の杯は全個体がハの字形

に開 く付高台を持っているのも特

長的である。最月ヽのNQ 5と NQ 7は

同形同大で口径 10.2cm、 器高 4 cm、

最大のNQ 9は 径 15.8Cm、 器高 7.8 E]67 P170 (1 :40)

―-219-―

m



第Ⅳ章 調査遺跡

cm、 椀形の整った形である。このような器がそろって、しかもほぼ完型で出土していることや、ピットの大

きさや形状からみて、P170は墓墳であることは間違いないであろう。

崎 健一郎 )

OR,

③

③

O

○
○

ORI   OR,

◎

0+
O

図68 P250170遺物出土状況 (1:80 遺物  1:8)

P170出 土遺物 (1:4)
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●P170出 土の黒色土器

P170か らは、7点の黒色土器が出土 している。そのうち、258・ 259の 2点は一般に見られる、外面ロク

ロナデ、内面ヘラミガキの内面黒色の黒色土器である。256・ 260は 、内外面ロクロナデの後に内外面手持

ちヘラミガキした内面黒色 (256は 、外面口縁部 も黒色)の黒色土器、254・ 255。 257は 、内外面ロクロナ

デの後に内外面手持ちヘラミガキした内外面黒色の黒色土器である。254・ 255・ 257は 、一般に見られる黒

色土器 (内 面黒色土器 )と は異なってお り、内外面及び器内まで黒色であり、ヘラミガキも丁寧で、高台

までヘラミガキしている。また底面までもヘラミガキしているもの(258)も 見られる。焼成も堅緻で瓦器質

に近似するものも見られる。これは、幾内で見られる黒色土器の手法に類似 してお り、おそらく256・ 260

も含め、幾内の黒色土器の影響を受けた黒色土器 と考えられる。

(島  田 哲 男 )

⑥ P196(図 6・ 70,写真54・ 81)

調査地区東部の住居址群にある8号住居址と9号住居址の間、切 りあう8号の東壁と9号の北壁にまた

がってあるピットである。96Cm× 86Cm、 深さ23Cmのやや楕円形で、中から小型の甕 1と 不氏石が出土してい

る:褻は口径21Cm、 器高も21Cmの 土師器で、ロクロなどによって調整してあり、焼成良好で明るい褐色を

呈する。砥石は長さ30Cm、 最大幅10.5Cm、 厚さ4。 3Cmの 、扁平な砂岩である。これは荒祗 として使用したわ

けで、例えば刀のような大型の刃物も研磨できるわけである。このピットもあるいは墓墳かも知れない。

(篠 崎 健一郎 )

0                        1 0Crn

図70 P196出 土遺物 (1:4)
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⑦ P194(図 6・ 71,写真79)

本t止は、調査区束部西4員 1に 位置し、 6号住居址南西コーナーに切

られている。砂礫層を掘 り込み、規模は42× 38Cm、 深さ50Cmでほぼ

円形である0埋土は、黄褐争砂粒を含む灰黒色土である。遺物はピ

ット内東側の10Ch程度検出面より下った所で、ロクロ成形を明瞭に

残す須恵器杯 Cが出土した。本址は、遺物等より測期と思われる。

(島  田 哲 男)

③ P202(図 1・ 72,写真79081)

本址は、調査区東部中央東寄 りに位置し、溝3を 切っている。黄

褐色砂礫層を掘 り込み,規模は32× 30Cm、 深さ16Cmで ほぼ円形であ

る。埋土は、黄褐色砂粒をわずかに含む黒色土である。遺物は上層

検出面直下、ピット中央部付近より、黒色土器杯Cと 身の
=を

欠損

する刀子が、重なり出土 した。本址は遺物等よりⅢ期 と思われる。

(島  田 哲 男 )

⑨ P264(図 19073,写真79)

本址は調査区南西部中央に位置し、19号住居址南西コーナーに切

られている。砂礫層を掘り込み、規模は88× 80Cm、 深さ5 Cmでほぼ

円形を呈する。埋土は黄褐色土粒、小礫を含み、炭粒を少量含む黒

褐色土である。遺物は中央付近より、ロクロ成形を明瞭IF残す須恵

器杯 Cと 鉄滓が lヶ 出土 した。本llLは 道物等 よ りⅢ期 と思われる。

図71 P194出 土遺物 (1:4)

(島  田 哲 男)
0                        'Om

図73 P264出土遺物 (1:4)(2)溝

溝址は 1～ 4の 4本すべて発掘区北側で検出された。

① 溝 llL l

発掘区北西で検出された。本址は 3・ 4号住居址を切っており、 1号住居址東西両側～11号住居址北4員1

まで22mに 渡って延びる溝址で、 3箇所 (1・ 2号住居l■南側、 3号住居址東側、 4号住居llL東隅付近 )

で 1号住居址東側～11号住居址北側までの溝に対 して110° ～115° で西へ枝分かれし、 1・ 2号住居址の南

西側で枝分かれした溝に対 し110° 北側へ枝分かれしている。また、所々で小さく枝分かれしている。溝は

幅30～ 60Cmで深さは10～ 25Cmを 測る。本址の埋土は、黄褐色土粒を含む暗褐色土である。遺物は何も検出

されなかった。本址は規則的な角度で枝分かれしているが何の為のものか不明である。

本址の時期ははつきりしないが、中世か、近世頃のものと考えられる。

(島  田 哲 男 )

0                      1 0Crn

5

0            5cm

図72 P202出 土遺物

( 1 : 4  275  1 : 2)

0                        1 0Clll
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第 4節 前田遺跡

② 溝 士止 2(図70,写真79)

発掘区北束隅で検出された。本址は32号住居ll_に切られ、N35° W
に傾むいて10mに渡って延びる溝址である。規模は、幅が北側先端

30cm、 南側先端60Cm、 最大幅90Cmで深さ20～ 30cmを 測る。本址の埋

土は、砂礫を含む黒色土である。本址からは32号住居址南側20Cmで

底部回転ヘラケズリ、一部手持ちヘラケズリの須恵器杯Aが出土した。

本址の時期は、出土遺物等よりⅧ期 (8C)頃 と考えられる。 (島  田 哲 男 )

③ 溝 址 3

本l■は 9号住居址内より南側へ10mに 渡って延びる溝址である。本址は、
=以

上を 9号住居址に切 られ

ている。規模は、幅10～ 30Cm、 深さ10～ 30Cmを 測る。本址の埋土は、砂礫を含む黒褐色土である。本llLか

らは、遺物は何 も検出されなかった。

本址の時期は、 9号住居址に切 られているのでⅧ期 (8C)以 前と考えられる。

(島  田 哲 男 )

④ 溝 址 4

発掘区北東中央、 8号住居址の南壁東寄 りから4.5mに 渡って延びる溝址である。本址は 8号住居址に切

られている。規模は、幅20～ 25Cm、 深さ10～ 20Cmを 測る。本llLの 埋土は砂礫を含む黒褐色土である。本址

からは、遺物は何 も検出されなかった。

本址の時期は、 8号住居址に切 られているのでⅨ期 (8C末 ～ 9C中葉 )以前と考えられる。

(島  田 哲 男 )

⑤ 溝 址 5

発掘区北東中央西寄 りに 7号住居址南側 コーナーから3mに 渡って延びる溝址である。本址は 7号住居

址、P208・ P277に 切 られている。規模は、幅15～ 30Cm、 深さ10～ 20cmを 測る。本址の埋土は砂礫を含む

黒褐色土である。本址からは、遺物は何 も検出されなかった。

本址の時期は、 7号住居址に切 られているので測期 (10C後半)以前 と考えられる。

(島  田 哲 男 )

(3)暗   渠  (図 1)

暗渠は 1～ 3ま で検出された。すべて時期は近代である。暗渠 1は 発掘区西側やや南寄 り隅で暗渠 2、

3は 発掘区南東中央で検出された。暗渠 2は 暗渠 3に切 られている。暗渠 2は T字形に交差 した形態のも

ので、暗渠 1～ 3と もに掘 り方は、底が平なU字状である。暗渠 1は 中央に土管が有 り、周囲をレンガ片、

瓦片、礫で覆っている。幅30cm、 深さ30Cmを 測る。暗渠 2は 、溝を掘 り、底に径 4～ 8 Cmの九太材を 2～

4本 を埋め、その上層を小礫で覆って造 られてお り、南北方向のものは、幅30～ 50Cm、 深さ20～ 40Cm、 東

西方向のものは、幅50～ 60Cm、 深さ30～ 40Cmを 測 り、東西方向の方がやや広 く掘られている。暗渠 3はす

べて小礫で埋められて造られてお り、幅20～ 30Cm、 深さ20～ 30Cmを 測る。 (深 さはすべて、検出面からの

0           10m

図74 溝址 2出土遺物 (1:4)

もの。)
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第Ⅳ章 調査遺跡

3 前 田遺跡 出土の炭質物,骨片,そ の他につ いて

炭質物は殆んど全て木材の炭化物であつたので、その鑑定には双眼実体顕微鏡を用いて木口面と柾目面

を調べて決定した。但し微小片であったり、炭化直前の炭は困難であり、例としてミズナラかコナラか区

別がむずかしく唯ナラ材として記載したものが多い。これ等はコナラ亜属とした方がよいかも知れない。

針葉樹の炭化物は、広葉樹以上に困難でマツのような樹脂道に特徴のあるものは別として、他は断定しに

くいものが多く唯針葉樹とのみ記載した。

(森   義 直 )

表 1 前田遺跡出土炭化物・骨片 。その他一覧

庄居址

番 号
出土炭化物・骨片その他

住居t止

番 号
出土炭化物・骨片その他

1住 ナラ材 15住 アカマツ‖効,マ メガキ材(混入か ?)骨細片

4住

クリ材,針葉樹 1種,哺乳類の足の骨片他

床面の灰中に緑色顔料 Cuc03

P内 にカエデ材,カ マ ド南 P内鉄滓

16住 ニホンジカ雄 (角 と足の骨の一部 )

17住 クリ本オ

5住 クリオ釈勢,針葉樹小片 18住 ナラ材,クル ミ材

6住
中型哺乳類の足骨 (シ カ ?)

壺内にも骨粉

19住
クリ材り,ナ ラ材,マ メガキ材,モ ミ材,

スギ材 ?,鉄滓(ガラス化の部分も付着 )

7住
クル ミ材,モ ミ材その他

中型哺乳類足骨片,マ メガキ材

23(主 ク リ材,ナ ラ材

25イ主 針葉樹材 2種

8住
ナラ材,針葉樹材 2種

小型哺乳類の骨片
26t主 クリ材,カ マ ド内アカマツ材の

27生L 哺乳類の足骨片
9住 クリ材,ナ ラ材,骨細片

28住 アカマツ材り,ナ ラ材

10住 クリ材

291主 クリ材,大 P内 に哺孝L類骨片

11住 ゴヨウマツ材

32生L
クリ材,ナ ラ材,カ エデ材,ヤマウルシ材

アカマツ材∞,他針葉樹材 2種12住 クリ材

13住 ナラ材 Pl内 クリ材り,鉢葉樹材小片

14住 針葉樹材の微小片 P5内 小型哺乳動物の骨片
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第4節 前田遣跡

ま と め

前田遺跡は、大峰山から流れ出る宮け沢の小扇状地の、南向きの緩斜面に展開していた。七世紀末から

12世紀―平安時代末以降までの古代農村のあとである。検出された竪穴住居址の数は36軒、建物址は 4軒

であるが、調査地区の中央にかなり広い面積の調査不能な部分があり、その下にはおそらくまだ数軒の遺

構があるものと思われる。遺跡の土質は北部および西部は粘土質で、晴天には固くしまり、雨が降る。とど

ろどろになって、なかなか乾かない。また南部の低い方からは地下水が湧くという、良くない条件の下で

の作業であった。

竪穴住居址の時期は、Ⅶ期 2、 Ⅷ期 5、 Ⅸ期 2、 X期 4、 測期 8、 Ⅲ期 6、 Ⅷ期 3、 不明 4であるが、

同時に存在 したものは、もっとも住居数の多い10世紀あたりでも、調査地区内に限ってまず 4軒ほどではな

かろうか。さまざまな形で切 り合っている東部の住居址群のうち、 9二 11世紀に属する 7軒、その上の 8

～11世紀に属する5軒につき、切 り合い関係に主に、遺物の形を従にして、その前後関係をみると下のよ

うになる。

30号→25号→24号・23号→27号→26号→29号 35号→ 9号→ 8号→ 7号→ 6号

23号は他の住居址 と切 りあい関係はないが、規模が小さいところから、25号から23号・24号 と二つに家

族に分れたのかも知れない。

この地の背後を流れ下る宮ヶ沢の北方一帯は、平安時代中期の建立になる仁科御厨で、その鎮護の宮で

ある仁科神明宮は、沢をへだてたすぐ北にある。その仁科御厨の草創期とこの遺跡となった農村の時期は

一致するのである。しかし、その村か御厨の範囲内にあったかどうかは微妙なところで、すぐ隣であるか

らといって御厨の村であるとは限らないであろう。宮ヶ沢の語源について宮分け沢のつづまった呼び方で

あるという説がある。つまり仁科神明宮の地の他の宮 (穂高神社か?)の界がこの沢であるということで

あるか、この考えに従えば遺跡の村は御厨ではないことになろう。

ここは集落名山の寺が示すように、中世あたりに寺院があったかと思われ、集落内には山の寺はじめ、

寺であることを示す地名も残っているが、圃場整備はそこまでおこなわれなかった。また前田の地名は、

中世に於ける土家の館に関係あるといわれるが、もしそうだとすれば、遺跡となった村がどこかへ引き移

り、家がなくなった後ここは田になったと考えられよう。

今回の発掘調査は行政発掘であったために、制限されるところも多く、意をつくすこともできなかった

が、それなりの成果はあげられたように思われる。その1は 、大町市内でははじめての12世紀の住居址ま

で調査することができたことである。これは豪族仁科氏の支配を支えた農民層の実態を知る上での、貴重

な資料になろう。また当時の墓壊とみられる遺構を調査でき、その中から耳皿、内外面黒色土器の出土が

あつたことなど、いずれも大町市内での最初の知見である。

(篠 崎 健下郎 )
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表 6 前田遺跡出土鉄製品一覧

勘
構

図
番
号

出土地点・層位 鉄 器 名 i量 存 状 態

呪存計測数11:(ol)(g)
考

長  さ 隔 llri さ コt さ

6雛ヒ居址 紡鋲車 utの 一̂部 0。 35

6:封主:居址瓶 6 刀:子 完形 1.2 本質部薄く残る

7号住居亀L 鉄 鏃 茎部の一部、身部の
:欠損

8号住居址 楔 完形

17号住居址 ノJll 身の先端、茎部の先端欠損

25号住居ムL 鉄鏃 頭部先端、茎部の一部欠損

26号住居址
NQ 2 不 明 鵠 先端部尖がる

27号住居址
Nα 2 刀子 身の先端、茎部の一部欠損 8.45)

28号住居址
Nι l

鍔 撃 ほぼ完形、茎部の先端次損 141.8

29号住居力L 略完形 台形で刃部あり

4号住居址宋面 紡錘車 軸の一部

8号住居址 鉄 鏃 茎部嗜各完形 12.7) 0.55 (5.35)

270 9号住居址 鋤 茎部の一部欠損

21 32号住居址 ① 刀二
f‐ 身の先端、茎部の先端欠損

η2 32号住居なL② 刀子 略完形 茎部分に木質部厚く残る

273 32号住居址 鎌 先端部:欠損

P202 刀子 刃部の一部と茎部 1.4

P264 鉄 滓 完形

遺構外 刀子 茎部

表 7 前田遺跡出土石製品一覧

物
号

遺
番

図
査

々

出土地点・層位 種 別 名
さ

＞

長
＜

幅
(cm)

厚 さ
(cm)

量
＞

重
＜ 遺 存 状 態 石 材 備 考

4号住居址 敲き石 15。 10 875 完形 安 山 岩 敲打痕

6号住居址 砥 石 一以上欠損
細 粒 砂 岩
(便砂岩 )

9号住居址 石皿l(石日 ) 7,300 彬 安 山 岩 麿痕

18号住居址 砥 石 85.5 略完形 粗 粒 砂 岩

32号住居址 台 石 25。 2 15,000 霧 安 山 岩
敲打痕、凹 ,

一部に麿痕

33号住居址 砥 石 362 両端欠損
細 粒 砂岩
(硬砂岩 )

P198 砥  石 29.0 1,496 完形 粗粒 砂 岩

H号住居址 砥 石
一部欠損
裏面一部剥落

粗粒 砂 岩

―-244-―
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倍馬遺跡 C地 区全景
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借馬遺跡Ⅲ

1.62号 住居l■礫・遺物
出土状況 (南方より)

2.62号住居址カマ ド

3.62号住居址編物用石鍾

出土状況

63号住居址

(南方より)

5. 63号住居址礫・遺物
出土状況 (南方より)

写 真 5



写 真 6 借馬遺跡Ⅲ

l.2.3.4.5.6.7.8.

63号 住居址カマ ド

7.89.10.|

63号住居址

遺物出土状況

(7.8.遺 No 43

9.    遺No49

lo.遺 No23
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64・ 68・ 69号 住層址

Jし 方よ り

64号住居址
.南 方より

64号 住 l■ 址礫 ・11物

出土 ,人 況  南方より
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1 2 345
64号 住居址 カマ ト

6 64号 住居址遺物

出土状況

7 69号 住居址
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